

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その男は最高に楽しそうな笑顔で、少女たちを見回した。

「ウェーイ!!　最っ高にテンション上がるぜぇえええええ！」

「イエ────イ♡!!」

　彼を取り囲む十数人の少女たちも、大声で歓声を上げた。

　暗い部屋に、色とりどりのライトが目まぐるしく踊る。

　大きなスピーカーから、腹に響くＥＤＭが鳴り響く。

　女たちは全員が煽せん情じよう的な下着姿で、媚こびるような視線を男に向けていた。

　男はイケメンだった。

　金色の髪に美しい顔立ち。やや大人びた美形なのだが、屈託のない明るい笑顔は爽さわやかで、どこか少年らしさを感じさせる。ほとんどの女性に好かれるだろう笑顔だった。

　背は高く、百八十以上。半分脱ぎかけのシャツから、日に焼けた胸板と程よく鍛えられた腹筋が覗のぞいていた。

「いいねー最高！　最高の夜だわ！　飲もうぜ！　踊ろうぜ！　みんな!!」

　それに応こたえるように少女たちも嬌きよう声せいを上げ、乾杯を繰り返す。そして音楽に合わせて腰を振り、体をしならせ、妖よう艶えんなダンスに興じた。

　だが、そんな少女たちをかき分けるようにして、一人の少女がやって来た。

　髪をポニーテールにした、凜りんとした雰囲気の美少女だ。その目は鋭く、挑戦的。身に着けた銀ぎん星せい学園の制服が、この空間ではひどく浮いて見える。

　男の近くまで歩み寄ると、少女は、鳴り響く音楽に負けないよう、大声で叫んだ。

「マキを返してもらいに来たわ!!」

「おーっ、これはスゲえゲストじゃん！　二年のレベッカ・カールソンちゃんだよね!?　サプラーイズ！　ってカンジ？」

　軽いノリで答える男を、レベッカは忌々しそうに睨にらみ付ける。

「人の話を聞きなさい!!　マキは私が連れて帰ると言ってるのよ!!」

　男は心底困った顔で、嘆くように答える。

「そんなこと言われてもさー、マキちゃんは好きで俺の側にいるんだぜ？　無理に引き剝はがしちゃかわいそうじゃん！　それって愛がないよ!!」

「は？　愛……？」

　レベッカは汚らわしいものを見るような目で、半裸の少女たちを見回した。

「……何が愛よ。最も愛から遠いところにいるくせに」

　レベッカは、自分の隣にいた一人の少女の腕を摑つかむ。

「帰るわよ。マキ」

　マキと呼ばれた少女は、心外そうに答えた。

「ええーっ!?　それはいやよ、レベッカ。あたしはここで、ご主人さまの為に尽くすんだから♥」

「尽くすって……ちょ!?」

　マキは淫いん猥わいな笑みを浮かべると、突然レベッカに抱きついた。

「ねー、レベッカもここで気持ち良くなろーよー」

　さらに、制服の上から胸を揉もみ始める。

「ちょ……や、やめて、マキ！　どうしちゃったのよ!?」

　レベッカは、怒りのこもったまなざしで男を睨んだ。

「く……あんた！　マキに……この娘こたちに、一体何をしたの!?」

「彼女たちには、ほんの少し、俺の幸せを分けてあげたんだ！」

　男は、一点の曇りもない笑顔で答える。

「え？」

「この俺を愛してもいい、という幸せをね!!」

「……？　何を言って──っ!?」

　マキはレベッカのスカートをめくり、下着の中にまで手を伸ばしてきた。慌ててマキの手から逃れると、レベッカは男に向かって叫ぶ。

「わ、私たちには、夕ゆう顔がお瀬ぜさまの後ろ盾だってあるんだから！　それって姫ひめ神かみリゼルさまともつながりがあるってことよ！　あんただってただじゃすまないんだから!!」

　それは精一杯の脅しのつもりだった。しかし、男は意にも介さない。

「へーそうなんだ。ってゆーか、知ってるし」

　その瞬間、鳴り響いていた音楽が消えた。

「君たちが、夕顔瀬の配下だってことくらい」

　男の瞳ひとみが、赤く光る。

「……っ!?」

　男の前に赤い魔法陣が浮かんだ。

　その中から、ずるりと蛇のように這はい出るものがあった。

　──それは、赤い鎖につながれた、赤い首輪。

「私たちが夕顔瀬さまの配下と知っていて、どうして……一体、何を企たくらんでいるの!?」

　赤い首輪は獲物を捕らえるように、レベッカに這い寄ってゆく。

　しかし当人には見えないのか、まったくの無防備。首輪が自分の首に巻き付いているのも気付かず、男に向かって質問を繰り返した。しかし──、

「……あれ？」

　首輪のベルトが締められたとき、レベッカは口をつぐんだ。

「だからさー、レベッカちゃんにも俺のサポートをして欲しいんだ！」

　レベッカの表情から、怒りと焦りが消えてゆく。

「……まったく、しかたがないわね。何をして欲しいの？」

「俺、夕顔瀬家の領地が必要なんだよね……レベッカちゃんちって、夕顔瀬の財産管理とかしてるじゃん？　権利が俺のモノになったりすると、ちょー助かるんだけどなー」

　レベッカは、やれやれと言いたげに溜ため息を吐いた。

「しかたがないわね。何とかやってみるわ」

「え!?　でも難しくない？　本当に出来るの？」

「父を誤ご魔ま化かせばね。魔界からの召喚をでっち上げれば、何とかなるわ。契約に関しては、私でも分かるから、あなたの所領に書き換えるのはわけないわ」

　男は手を叩たたいて喜んだ。

「すっげええ！　さっすがレベッカちゃん！」

　レベッカは頰を染め、眉まゆを寄せて横を向いた。

「べ、別に大したことないわ、それくらい。だって、私はできる女だもの」

「いやマジですごいって！　デキる女だよ！　デキ過ぎだよ。さっすが俺の女！」

　レベッカは驚いた顔で男を見つめた。その顔が真っ赤に染まってゆく。

「お、俺の……おん──」

「あーっ、ずるいレベッカぁー。あたしが先にご主人さまラブだったのにー」

　マキが不満そうな顔で、レベッカに抱きついた。

「う、うん……ごめん。でも、嬉うれしい♥」

「ははは、二人ともケンカしちゃダメだぞ！　俺は二人とも愛してるからね！」

　マキはまだ納得がいかないように、男を見上げた。

「だったら、あたしだって夕顔瀬を裏切っちゃう！　うちは文書管理を任されてるから、ヤバい証拠をでっち上げて魔界に報告しちゃうんだから！」

　すると他の少女たちも口々に叫びながら、男に群がった。

「あたしも！　あたしも夕顔瀬の足を引っ張ります！」

「私の家も夕顔瀬の配下だったけど、裏切ります!!」

「あ、あたしも嫌がらせをします！」

「はははっ！　みんなの愛が重いぜ!!　でも大丈夫！　俺は全員を愛しているぜーっ!!　もっと俺に愛情を注いでくれ、愛を捧ささげてくれ！」

　レベッカは熱に浮かされたように応える。

「わ、私も、捧げるわ！」

「感激だよレベッカちゃん！　俺への愛ってどれくらい？　何を貢いでくれるの？」

「わ、私が持っているものは、全部……そう、全てあげるわよ!!」

「それってレベッカちゃん自身も？」

　するとレベッカは頰を染め、恥ずかしそうにうつむいた。

「わ、私なんかの体でよければ……す、好きにすればいいじゃない。私は全部って言ったんだから。命だって……あなたのものなんだからね!!」

「ええっ!?　命も!?」

　すると他の少女たちも同じように誓いを立てた。

「あたしもご主人さまの為なら、死ねます!!」

「私も尽くします！　それが最上の喜びです!!」

「全てを捧げさせてください!!」

　男はテンション高く腕を突き上げた。

「最高っ！　もー最高ワッショイ!!　ウェ──────イ!!」

　再び激しいダンスミュージックが流れ始めた。

「みんな愛してるよーっ!!　だから俺を！　次の魔王にしてね!!　みんなの力で!!」

　奴隷の少女たちは、恍こう惚こつの笑みを浮かべ、口々に叫ぶ。

「もちろん次期魔王は、ご主人さまです！」

「あたしたちを、世界を、全てを支配してください!!」

「『悪魔デビル』のアルカナを持つ最強の魔王候補！」

「悪魔の中の悪魔!!」

「三みツつ石いしイビザ様!!」

　少女たちの声が、悪魔の宮殿パレスに響き渡った。







[image: 第一章　『悪魔』の魔王候補]

　アスピーテとの戦いが終わった、次の週である。

「それでは今日の授業は終わりです。みなさん気を付けて帰宅してくださいね」

　優しそうに微笑むのは、中なか野の鶴つる子こ先生。おっとりした雰囲気の美人で、話し方も、授業の進め方も上品。

「来週は、拷問の歴史と処刑の方法について小テストを予定していますから、よく復習しておいてくださいね」

　しかし、担当教科が『拷問と処刑』というのが何ともミスマッチで恐ろしさが倍増。

　それにしてもさすがは魔族の学校と言うべきか、授業科目が独特すぎる。

　魔法、格闘技、暗殺、といった直接的なものから、人間の支配の仕方、領地運営、政治経済、謀略、戦略、プロパガンダといったものまで多岐にわたる。

　魔族の学校の中でも、この銀ぎん星せい学園──通称『魔王学園』は、文字通り魔王をはじめとする支配者層を養成する学園だ。授業の科目に支配、管理に役立つ内容が多いのも、そのせいかも知れない。

　でも、普通に現代文や数学といった授業もたまにあって、逆に違和感がハンパない。

　それはともかく、授業は終わり。

　相変わらず俺に話しかけてくるクラスメートはいない。

　教室を燃やした一件以来、誰も目を合わせてくれなくなった。あからさまな敵意を向けられたり、嫌がらせを受けるよりはマシだけど、少し寂しいものがある。

　まあ、幸い放課後はパレスに集合して、リゼル先輩と雅みやびから特訓を受ける日課がある。おかげで、そこまで孤独を感じることもなく、落ち込むこともないが。

　俺はカバンを片手に雅の席へ向かった。

「雅、パレスに行こうか」

　しかし、雅の返事はない。

　ぼーっとして、机の一カ所を見つめ続けている。俺が目の前に立っても、まだ気付く様子がない。

　上から見おろすと、はだけた胸元から、おっぱいの谷間が見放題。肌色の渓谷に意識が吸い込まれそうになるが、ぐっとこらえる。

「おい、雅？　どうかしたのか？」

「──え」

　今気付いたように顔を上げた。

「ひゃぁ!?　ユートがにゅっと!?」

「本当に今気付いたのかよ……どうかしたのか？」

「べ、別に何も!?　ってゆーか、やるじゃん！　アタシに気付かせずにベッタリなんて！」

「そこまで近くはないだろ。それより、パレスに行かないのか？」

「へ？　あっ、い、行く！　イクイク!!」

　響きが何となくいやらしいが、敢あえてスルーし『恋人ラバーズ』の控え室であるパレスへ向かった。宮殿パレスといっても、同じ校舎の中にある一室だけど。

　でも、他の魔王候補の中には、学園の敷地内に独立した離れを建てている奴もいるらしい。それは本人の実力と経済力、あとは身分や格式などが影響するそうだ。

　弱小『恋人ラバーズ』の魔王候補で、しかも人間の俺では望むべくもない。

『恋人ラバーズ』のパレスに到着。扉を開けると、

「あら、ユート。それに雅も」

　リゼル先輩は窓際の椅子に座り、優雅にお茶をたしなんでいた。

　今日も、先輩は美しい。

　艶つやのある黒い髪も、宝石のように輝く青い瞳も、完かん璧ぺきな美を表現したような顔も、女性の美とエロスを擬人化したような肉体も、その全てが最高だ。

　たとえ校舎の一室でも、リゼル先輩がいるだけで、壮麗な宮殿に思えてくる。

「遅くなってすみません。失礼します」

「やっほー!!　さー今日もぎゃるんとガンバるんっ!!」

　いつも通りの美しさと穏やかさで、リゼル先輩は俺に微笑んだ。

「ふふっ、ごきげんよう。でも、ここはユートのパレスなのだから、失礼しているのは私たちの方よ。それと雅、親しき仲にも礼儀ありよ。挨あい拶さつくらいちゃんとしなさい」

　雅は口を尖とがらせて、そっぽを向く。

「まったくもーセンパイは相変わらずガチガチなんだからー」

　結局挨拶をしない雅に、リゼル先輩は溜め息を吐きつつも、二人分のお茶を用意してくれた。少し甘い香りのする紅茶だった。

「いい香りですね」

「マリアージュ フレールの新しいブレンドよ。気に入ってもらえて良かったわ」

　全然知らないので、「へー」としか言えない自分が情けない。

「ふーん、これもいいけど、アタシはマルコ ポーロの方が好きかな」

　なにそれ？　マルコ・ポーロって東方見聞録のおっさんだよね？　ミルクボーロの間違いじゃなくて？

「まさかとは思うが……この紅茶、知っているのか、雅？」

「へ？　まあ、普通に……って、何でそんなに驚くの？」

「だってイメージと違うというか、何だかお嬢様っぽいぞ」

「どーゆー意味!?　アタシだって、こう見えて夕ゆう顔がお瀬ぜ、辺境伯の……」

　話している間に、どんどん雅のテンションが下がって、声が小さくなる。しまいには、口を結んでうつむいてしまった。

「どうしたんだよ、雅？」

「べつに……」

　やっぱり妙だ。少し突っ込んで訊きいてみようか──と思ったとき、

「二人とも早く座って。今日は、少し新しいトレーニングをしてみようと思うから」

　とリゼル先輩に言われ、俺たちは素直にソファに座る。

　正面にリゼル先輩、俺の左に雅といった配置。

　右手の窓から、校庭で部活をする生徒たちの声が聞こえてくる。見ると、陸上部のようだ。この魔王学園にも普通に部活がある。

　だが俺のトレーニングは部活ではない。次期魔王候補としての特訓だ。

「それでリゼル先輩。新しいトレーニングって、どんなことなんですか？」

「その前に『恋人ラバーズ』のアルカナに訊いて欲しいことがあるの。『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』の効果を、数値化して表すことは出来るかしら？」

「数値化……ですか？」

「ええ。私たちが魔力の供給をするとき、結果的にどれくらいの魔力量をユートは得るのか……ということを確認したいの」

　なるほど。確かに今まで何となく魔力をもらっていたが、それがどの程度なのか全然分かっていなかった。

　それに、俺が体に貯ため込んでおける魔力量も不明だ。

「先日のアスピーテとの戦いで、運良く『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』を発動させることが出来たけれど、その前に魔力がゼロになっていたら……」

「俺は負けていた……ですよね？」

「その通りよ。これからはもっと強い相手が現れる。だから私たちも、戦略性を身に付けなければならないわ。そのためには、まず自分たちの能力を知ることよ」

「さすがリゼル先輩！　そんなこと全然思い付きませんでした！」

「そ、そう？　大したことないわよ。ふふっ♪」

　口ではそう言いつつも、すごく機嫌が良さそうだ。まるで小さな女の子のような微笑みが、とても可愛らしい。

　っと、それよりも──俺は早速アルカナに訊いてみた。

『可能。数値化して情報を共有』

「──だそうです」

　アルカナの答えをリゼル先輩に伝えると、リゼル先輩はティーカップを置いた。

「雅、ユートの腕を抱いて魔力供給をしてみて」

「え？　うん」

　雅は何の躊ちゆう躇ちよもなく俺の腕に抱きついた。

　教室で目を奪われた、豊かな胸の深い谷間に俺の腕が埋没する。

「お、おいっ、雅っ」

　肘ひじから二の腕あたりにかけて感じる、ふわっとした柔らかい感覚。

　雅の顔も近いし、甘い香りのする息が首筋にかかる。俺はつい身をよじらせる。

「あぅん♥っ！　ジタバタしちゃダメだって！　カンジ……く、くすぐったいじゃん！」

「あ、ああ……悪い」

　さらに雅は、自慢の爆乳を押し付け、こすり上げるように動かす。

　ふかふかの中にある、凄すごい弾力。何度経験しても、この気持ちよさは飽きることがない。

　やがて雅のおっぱいから温かいものが流れ込んできた。

　──これが雅の魔力だ。

　お菓子のように甘く、それでいて元気が出る感じ。

　魔力にも、その持ち主の個性が表れているかのようだ。外からおっぱいの感触、内から雅の魔力の快感に酔っていると、頭の中でアルカナの声が響いた。

『魔力供給──１２０００』

　その数値を伝えると、雅は飛び上がって喜んだ。

「おお～なんかスゴイ！　百点どころか、万だって！　まんっ!?　なんかドカンと回復したカンジ！」

　雅は喜んでいるが、比較対象がないので、これが多いのか少ないのか、全然分からない。

「それじゃ、次は私ね」

　リゼル先輩が立ち上がった。

「は、はい。宜よろしくお願いします」

　先輩は一体何をするつもりだろう？　と思っていると──テーブルを避よけて、俺のすぐ目の前に立った。

「ユート。私のスカートをめくってくれる？」

「え？」

　スカートめくり!?

　子供の頃、女の子へのいたずらの王者である、あのスカートめくりをしろと!?

　問いかけるようなまなざしでリゼル先輩を見上げると、恥じらうように目を背けられた。

　その仕草と、頰を染めて困ったように眉まゆを寄せる表情が可愛い。

「な、何度も言わせないで……スカートをめくって、私の、下着を、見て……欲しいの」

　ヤバい。すげえドキドキする。

　リゼル先輩のスカートの端を摘つまみ、ゆっくり上へめくり上げる。

　……凄く悪いことをしているようで、手が震えてしまう。

　偶然のパンチラではなく、自分の手でスカートをめくりパンツを見るということに昂こう奮ふんする。

　しかもここは学園。

　外からは部活をする生徒の声が聞こえてくるのに、俺たちはこんないやらしいことをしているという背徳感。背筋がぞくぞくする。

　舞台の幕が上がるように、スカートが持ち上がる。

　ついに──その下から、素晴らしい眺めが現れた。

　黒ストッキング越しの白い下着。

　その透け具合が、いやらしさを倍増している。

　よく観察すると、凝ったデザインの下着であることが分かる。繊細なレースをあしらった、いかにも高そうなパンツ。少し光るような素材は、きっと最高の生地を使っているに違いない。

　これ一枚で、俺の下着が何十枚も買えるんじゃないかと思った。

「いくわよ……ユート」

　リゼル先輩の手が、そっと俺の頭に添えられ、あろうことか股こ間かんへと押し付けた。

「せ、せんぱっ──ぐむぅううっ!?」

　思わずスカートから手を離すと、急に辺りが薄暗くなった。完全にスカートの中に顔を突っ込んだ状態で、先輩の下腹部以外に何も見えない。

　そして、鼻と頰、唇に感じるなめらかで極上の触り心地のストッキング。

　その感触に加えて、胸いっぱいに先輩の香りが満ちる。

　甘く、果実のような香りは、あっという間に俺を陶酔の世界へ誘いざなう。

「ああ私ったら……これ、すごく恥ずかしい……」

　微かすかに聞こえる羞しゆう恥ちに満ちた先輩の囁ささやきが、余計に俺をたぎらせる。

　次の瞬間、俺の唇から魔力が流れ込んで来た。

　上品な甘さと、高貴な香り。それは色々な香りが絡み合った、複雑で深みのある味──そんな感覚を、実際に舌で味わっているような気になった。

『魔力供給──２４０００』

　もごもごした声で告げると、雅の怒りに満ちた声が聞こえてきた。

「ちょっと!?　ダブルスコアって、どーゆーこと!?」

　頭を解放され、俺は先輩のスカートの下から顔を出した。

　見上げると、そこにはリゼル先輩の満足しきった笑顔。気のせいか、顔の肌もつやつやしている。

「ふふ、やっぱりね」

「やっぱりって……何がですか？」

「『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』は、やり方によって供給出来る魔力量に差が出るの」

「それってアタシがおっぱいでむぎゅーってしたのと、センパイがストッキング越しのパンツ見せつけて、そこにユートの顔をグリグリした違いってこと？」

「言い方は気になるけど、そういうことよ。魔力の供給は、相手との関係性が大事なの。相手のことを信頼し、愛情を持つことが大事。その上で、どれだけ刺激的で昂奮するか。その高揚感や、淫いん靡びな陶酔感がより強い魔力を与えるの」

　早い話が好きな相手と、よりエロいと感じることをすれば、強くなれるということか。

「う～、そっか！　分かった!!」

　雅はいきなり自分のスカートをまくり上げた。

　惜しげもなく、ヒョウ柄のパンツを見せつけた。しかも色はピンク地に黒。

「ちょっ!?　み、雅!!」

「つまりセンパイと同じコトすれば、魔力が倍でドン！　ってワケだよね!?」

　そういう単純な問題か!?

　そう心の中でツッコむが、ピンクのヒョウ柄パンツから目が離せない！

　何でコイツこんな派手でエロい下着穿はいてんだ!?

　確かにギャルのイメージっぽいけど！　それにしても面積ちいさっ！

　三角形の頂点に寄ったシワの形が色々なものを想像させるし、丸みのある下腹部と、その上のへそもドキドキさせる。

「どーかな？　センパイのパンツより、ドキドキするでしょ？」

「な……!?」

　リゼル先輩が明らかにムッとした顔をした。

「そんなことないわ！　比較すれば、私の方が魅力的なのは明らかよ！」

　そして今度は、自らスカートをたくし上げ、ストッキングに包まれた下半身と、黒く紗しやのかかったパンツを見せつける。

「どうかしら、ユート？　ストッキングを穿いたことで、奥ゆかしさが出ていると思わない？　平安貴族の女性が、御み簾す越しに男性とお話をしたことを彷ほう彿ふつとさせるわよね？」

　自分でパンツを見せている時点で、奥ゆかしさも何もないと思うのだが……。

「そんなことないよ！　男の子だったら、もっとガッツリと見たいはずだし！　アタシみたいにバーンとした方がいいよね？　ユート!?」

「え、ええ……っと」

　答えに詰まっていると、さらにリゼル先輩が畳みかける。

「雅のは直接的すぎだわ。私の調査によれば、男女の仲には、もう少し趣というものが必要なのよ。私のように少し隠した方が、想像力を刺激して昂奮するわ」

「センパイ、普段はガーターベルトじゃん！」

「そ、それは……」

「わかった！　きっとアレだよ！　男の子の好きそうなの検索したら、最近はやってるとか書いてあって、スコッと信じちゃって、ドジャーンとやってみた的な!!」

「……」

　リゼル先輩が真っ赤になって、小刻みに震えている。笑顔だけど、少し涙目。

「ち、違うもん！　そんなの、い、言いがかりだもん！」

　……図星だったんだ。それに言葉遣いが幼児に退行してる気が……。

「遅れて遅れて、すみませんですで──」

　ナイスタイミング！

　我が『恋人ラバーズ』の救いの天使──悪魔だけど。

　れいなが遅刻しそうなウサギの如く、パレスに飛び込んで来た。

「あうっ!?」

　そして背負った日本刀を入り口に引っかけて、前につんのめり、その反動で後ろへ転がった。

「お、おいおい!!　れいな！　大丈夫か!?」

　慌てて廊下に飛び出したのはいいが、そこで俺は固まってしまった。

　なにせ、れいなは見事にひっくり返り、ちょうど後転の途中で止まったような状況。

　お尻しりを上に向け倒れているので、背中の半分くらいまで肌も露あらわ。

　無論、パンツは……丸見え。

　迂う闊かつに手を出せば、俺が痴漢である。

「へ、平気です……あう……また、転んじゃいました……」

　ひっくり返ったまま、れいなが泣きそうな声でつぶやいた。

　早く手を貸して起こしてやらなければ、と思うのだが……伸ばした手が途中で止まる。

　なぜなら、れいなの下半身を守るパンツが……想像の斜め上。

　──いわゆる、紐ひもパンだった。

　てっきりお尻にプリントとかあるお子様パンツかと思いきや、まさかの紐パン。

　しかも色は紫。

　れいなの小さなお尻を隠す、さらに小さな布。面積では雅のヒョウ柄より、さらに小さい。しかも薄い生地が、お尻と、股またの間の形を間接的に伝えていた。それが、幼い体の放つ背徳的な色気を匂わせる。

「こらーユート！　なにいつまでも、れいなのパンツガン見してるの!?」

「まさか、れいながこんな体を張ったアピールをするなんて……」

　雅とリゼル先輩のツッコミに、れいなの足がピンと伸びた。勢いよく反動をつけて、ぐるんと体を起こす。

「はわわわわっ!?　あうわう、みっ、見えちゃいましたかっ!?」

　そりゃあ……見えない方が不思議だぞ。あれは……。

　泣きそうなれいなの手を取り、起き上がらせる。

「いや、その……ちらっとだけ」

「あうぅ……すみません……ありがとうございます、ですです……」

　俺の意識を自分に向けさせるように、雅が俺の腕を引っ張った。

「それよりユート！　アタシとセンパイどっちが上か、スパッと選んでよ！」

「いや……それは……」

　言えない。

　実はれいなのパンツを見た瞬間、

『魔力供給──２５０００。上限に達しました』

　なんて声が聞こえたなんて！　俺の口からは言えない!!

「ユート!!　ハッキリしてよ！」
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「ユート、遠慮はいらないわ。雅に現実を突き付けてあげなさい」

　──ど、どうしよう!?

　全身に脂汗が浮かんだ。

　これが日常に潜む危機!?　俺がまさに進退窮まったとき──、

『あー、あー、聞こえてる？　って、返事されても俺にゃ聞こえねーか。ハハハハ』

　この声……岩がん洞どう校長？

　壁に設置されたスピーカーから、校長であり、現魔王でもある岩洞バルバトスの声が響いてきた。

『本日二十時から、ちょっとした学園行事の説明を行うんで、魔王候補の連中は体育館に集まるように！　以上!!』




　　　　◇　　　◇　　　◇




　普通の学校であれば、とうに帰宅させられている時間帯である。ましてや、教師に集合をかけられるなど、有り得ない。

　だが、そこは魔王学園。常識は通用しない。

　真っ暗な体育館に、俺はリゼル先輩と雅を従えてやって来た。

　本来は魔王候補だけで参加するのかも知れないが、お披ひ露ろ目めのときのように、いきなり襲撃を受けるかも──と心配したリゼル先輩と雅が、強引に付いて来たのだ。

　足下には『恋人ラバーズ』の紋章がぼんやりと光っている。

　周りを見ると、他の魔王候補の紋章も同じように、闇の中に浮かび上がっていた。

　ざっと数えてみると、どうやら全部で二十弱。

　どうやら、この紋章は出席状況を表す意味もあるようだ。足りないのは、欠席者がいるという証拠。

　しかしこの場にいるであろう魔王候補も、姿は見えない。俺の目に映るのは、やけに広い空間に光る紋章だけだ。

　それにしても、いつもの体育館よりも広いような……？　もしかしたら、実際に空間を歪ゆがませているのかも知れない。

　それも魔王学園ならば、有り得る話だ。

「いよーう、諸君！　よく来たね!!」

　相変わらずの軽いノリで、岩洞校長が姿を現した。

　一瞬、宙に浮いているのかと思ったが、どうやら舞台の上に立っているようだ。

「──で？　わざわざ呼び出すなんて何の用？　こっちは仕事を一つキャンセルしたんだからね」

　紋章の一つが輝きを増し、フットライトのように声の主を照らし出す。

　──『星スター』の魔王候補、星ほしガ丘おかステラ。

　アスピーテとの戦いで、彼女から協力すると持ちかけられた。てっきり善意からかと思ったが、詳しく話を聞いてみると、リゼル先輩と引き換えというひどい条件だった。

　実力は怪物並みという噂だが、腹の中で何を考えているのか良く分からない。底の知れない相手だ。

「はっはっはー。心配いらないよ！　なにせ、諸君ら学生にとっては、一大イベントだからね！　すなわち～」

　岩洞校長は拳こぶしを突き上げた。その拳から放たれた魔力が、頭上に文字を描き出す。




　──魔王学園体育祭!!　開催決定!!




　次の瞬間、床から幾つかの紋章が消えた。

「えっ!?　ちょ、ちょっと！　何で帰っちゃうかなぁあーっ!?」

　校長は慌てて引き留めるが、さらに幾つかの紋章が消える。

「オイオイ、若者のくせに盛り上がりに欠けるなあー。せっかくご褒美も用意しようかと思ってたのになあ……」

「何よ？　ご褒美って」

　ステラの質問に、岩洞校長は得意げに答えた。

「それはまだ検討中さ！　でも勝利した組には学食の食券をあげるよ！」

　さらに紋章が消えた。

「ま、待ってくれ！　帰ってきてくれ！　お願いだから!!」

　泣きそうになって懇願する校長の姿を見ると、本当に現魔王なのかと疑問に思う。

「そ、そうだ！　勝利チームの最優秀選手には、特別なご褒美も考えてるから！」

「だから、何なのよ。それは」

「考え中なんだって！　ま、一応ここ学園なんだしさ！　そういうイベントに協力的だと、先生も良いい成績つけたくなっちゃうのが人情なのさ！　悪魔だけど！」

　そう言って、わはははと笑った。一方のステラは渋い顔。

「まあ、いいわ。イベントごとなら、あたしとしては放っておけないしね」

　ステラは現役の人気アイドル。ファン垂すい涎ぜんのイベントになりそうだ。しかし一般公開は無理だろうな。

「ネイトはどうするの？」

　ステラに話を振られた『戦車チヤリオツト』の魔王候補が闇に浮かび上がる。

　金髪に褐色の肌を持つネイト・カルナックは、相変わらず内気そうな様子で答えた。

「う、うん……戦いじゃなくて、スポーツなら……出よう、かな」

　本当にこの人は、魔王候補なんだろうか？　何だか戦いを避けてるみたいだし。

「あの、ボクも参加します」

　聞いたことのない声がして、一人の少女が浮かび上がった。

「おう！　『審判ジヤツジメント』の好こう摩まルキか！」

　髪は水色のミドルヘア。線の細そうな美少女だった。学年章からすると、俺と同じ一年生。少しはにかんだ表情は、可か憐れんという言葉が似合いそうで、普通の女子高生にしか見えない。こんな娘こも魔王候補なのか。

　俺の視線に気付いたのか、好摩ルキはこちらを向くと、軽く微笑んで会釈をした。

　普通に見えるだけでなく、礼儀正しいな……。

　俺も会釈を返すと、好摩ルキは人懐っこい笑顔を浮かべ、俺の方にやって来た。

「ねえ、君は『恋人ラバーズ』の魔王候補だよね？」

「え？　あ、ああ。そうだけど」

「へえ～人間で初めての魔王候補なんでしょ？　すごいなあ～。あ、ボクの名前は好摩ルキ。ルキって呼んでね♪」

　初対面とは思えない気軽さ。そして、距離が近い。

　普通に話す距離より、一歩近付いているような感じ。おかげで、その顔の美少女ぶりがよく観察出来る。顔が小さく、繊細な作り。そして睫まつ毛げが長い。
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　あと……どうでもいいことだけど、ボクっ子って初めて見た。

「俺は盛もり岡おか雄ゆう斗と。よろしくな」

「それでユートくんは参加しないの？」

「え？　えっと……」

　思わずリゼル先輩を振り返ってしまう。

　するとリゼル先輩はじっと俺の背後──『審判ジヤツジメント』の魔王候補から視線を外すことなく、うなずいた。

　俺は岩洞校長を見上げ、

「『恋人ラバーズ』の魔王候補、盛岡雄斗も参加します！」

　そう参加を表明すると、岩洞校長は満足そうにうなずいた。

「どうだ？　『恋人ラバーズ』の魔王候補も参加するんだ。まさか人間に後れを取るなんてことはないよねえ？　悪魔の頂点に君臨しようかっていう魔王候補様が！」

　あ、この校長、俺をダシに使いやがった!!

「俺も参加するぜーっ！　ウェーイ!!」

　場違いなノリに驚いた。

　声の主は、初めて見る男。背は高く、百八十以上。金髪に日焼けした浅黒い肌。明るく屈託のない笑顔は、人生が楽しくてしょうがない、と語っているようだ。

　体は鍛えられているらしく、開いた制服の前から、筋肉質な胸板が覗のぞいている。襟の学年章を見ると、どうやら三年生らしい。

「やっぱイベントにゃ、この俺が出ないと始まんないっしょ!?　めっちゃ盛り上げてくから！　もー今からアガるね!!」

　岩洞校長は腕を組んで、感心したような顔でその男を見つめた。

「はっはっは。相変わらずのお祭り野郎だな！　頼もしいぞ！　『悪魔デビル』の魔王候補、三みツつ石いしイビザ」

　──悪魔デビル。

　あれが、『悪魔デビル』の魔王候補……。

　この学園にいるのは、俺を除いてみんな魔族。いわゆる悪魔だ。その中で『悪魔デビル』のアルカナを持つあの男は、一体どんな魔族なんだろう？

「まかせてよ校長センセ！　最高の体育祭にしてみせるから！　校長センセが困ってるとこ見てらんないしね!!」

「おおーそうか。殊勝なことだな！　だが、それ以上近付くなよ！　あと、あまりこっちを見ないようにな！」

「ええ～そんな冷たいよセンセ！　だーじょぶ！　俺なんもしないし！　ね、みんな！」

　そう言って周りを見回すと、イビザの近くで光っていた数人の紋章が消えた。

　……逃げた、のか？

　つまりイビザを恐れた……？

　現魔王であるはずの校長ですら、警戒しているような口ぶりだった。このイビザという『悪魔デビル』の魔王候補は、それほどまでに恐ろしい力を持っている……ということだ。

　だが周囲の反応とは対照的に、イビザ本人は明るく笑っている。

「みんなイベントに非協力的だなあー。でも、俺は違うし！　だって俺、校長センセとすっげ波長合うんだよね。あれ？　これって、もう俺が次期魔王確定ってことじゃね？」

　確かに、いい加減で軽いノリは校長と通じるところがあるかも知れない。が、イビザはパリピ度が凄すごい。不思議と、校長からは嫌な感じがしないのだが……なぜだろう、イビザからはあまり近付きたくない気配がする。

　突然、イビザは俺の方を向いて、にっと微笑みかけた。

「ねっ！　君もそう思わない!?　俺が次期魔王って!!」

　……何で、そんなことを俺に訊きくんだ？

「俺は──」

「思わない!!」

　俺より先に、背後の雅が大きな声を出した。

「……雅？」

　顔色は蒼あおく、怒りと恐怖の交じったまなざしで、イビザを睨にらみ付けている。

　イビザは相変わらずの笑顔。怒鳴られても、まったく崩れない。

　こいつ……俺じゃなくて最初から雅を見ていたのか？

「あれー？　どうかしたの？　夕顔瀬さんちの雅ちゃん」

「ふざけんなっ！　あんた、うちの配下に何したのよっ!?」

「み、雅？」

　あまりの剣けん幕まくに、思わず俺がたじろいでしまった。

　しかしイビザは、そよ風を感じているような、心地ここち好よさそうな顔で答える。

「あ！　それって、俺のカードたち？」

　イビザの背後の闇から、二人の少女が姿を現した。

「レ……レベッカ!?　マキ!!」

　雅の顔色が変わった。

　二人の少女は、薄ら笑いを浮かべ、雅を見つめた。

「これは夕顔瀬雅さま。お久しぶりですね」

「レベッカ！　今までどこに行ってたの!?　あんたの家の財産も領地も、全部なくなっちゃってるのよ!?　一族のみんなも、魔界へ強制送還されてるし！」

　しかし、レベッカと呼ばれた少女は、雅をからかうように笑う。

「ははは、知ってる。だって、私たちが貢いだんですもの」

「みつ……え？」

　今度はもう一人の少女、マキが色っぽく微笑みながら、イビザの腕に抱きついた。

「私たちはイビザ様のカードですもの。捧げられるものは全て捧げるわ。爵位も、財産も、この体だって……♥」

「な、何言ってんの!?　マキもしっかりしてよ！」

「レベッカだけじゃないわ。あたしも全てを捧げたの。この、悪魔の中の悪魔……三ツ石イビザ様に。もうすぐ学園も中退するわ。もう貴族じゃないし」

　雅の頰に汗が光る。

「正気……なの？」

「ええ、あたしたちは魔界へ戻って、向こうの貴族に奴隷として売られることになったの。ああ……全てをイビザ様に捧げることが、こんなにも幸せだなんて……」

　二人は恍こう惚こつとした表情でイビザにしなだれかかる。

「そ、そんなの幸せでも何でもないじゃん！　その男は、あんたたちを利用するだけ利用して、売り払うんだよ!?　そしたらカードじゃなくて、奴隷になるんだよ!?」

　雅は目に涙を浮かべ訴えるが、それすらも二人の嘲ちよう笑しようの的だった。

「本当に分かっていないのね……愚かな女」

「もうあなたに気を遣わなくていいんだもの。清々するわ」

「な……」

　雅は歯を食いしばり、肩をふるわせた。

　これは……一体、どういうことなんだ？

　俺は答えを求めるように、リゼル先輩を見つめた。

　しかしリゼル先輩は険しい顔で、微かすかに首を横に振っただけだった。リゼル先輩にも状況が読めない。つまり、ここは大人しくしておいた方がいい、ということだ。

　しかし雅は収まりそうにない。

「……全部、あんたの仕業なんでしょ？」

　普段の明るい雅とは思えない、どす黒い怒りを含んだ響きだった。

　三ツ石イビザは、満面の笑みで応こたえた。

「まったくの誤解だよ！　俺は自分の目標に向かって努力をしているだけだしね。彼女たちカードは、そんな俺に愛情を捧ささげて、サポートしてくれているんだ！　カードの愛で、俺は羽ばたけるんだよ!!」

「──っ!!」

　雅の足下に魔法陣が展開した。続けて二つの魔術式が雅の体に流れる。

「雅！　ま──」

　待てと言おうとしたときには、既に雅は飛び出していた。

「イビザぁああああ!!」

　訓練のときとは段違いの速度でイビザに迫る。しかし、イビザに抱きついていたマキとレベッカが、雅の前に立ちふさがった。

「ご主人様に何をするのっ!?」

　マキが炎の魔法『豪炎フアイガ』、レベッカが氷の魔法『氷結アイザ』を至近距離で放つ。

　しかし雅は、それを踊るように避よけた。

「うわぁああああああああああああああああつ!!」

　二人をかわし、回転する勢いを付け、拳こぶしをイビザに叩たたき込む。

「!?」

　しかし渾こん身しんの一撃は、イビザの手の平で止められていた。

「うひょーっ！　俺の胸に飛びこんで来てくれるなんて！　最高ワッショイ!!」

「ふっ、ふざけ──」

　イビザが手をひねると、雅はバランスを崩した。まるで手の平でもてあそぶように、雅の体をコントロールし、腕の中に抱きしめた。

「はっ、はなせっ!!」

「雅ちゃん。君も俺のカードにならない？」

「はぁ!?　あんた何を」

「そしたら最高の人生が手に入るよ？　幸せいっぱい。なんせ、この俺に愛されちゃうからね！」

「ふざけんな！　アタシは『恋人ラバーズ』のプリンセスなんだから!!」

　雅は必死で抵抗するが、イビザの腕から逃れることが出来ない。

「しょうがないなー雅ちゃんは。オッケー!!　素直になれるように、ちょっと背中を押してあげるよ！」

　イビザの瞳ひとみが赤く光り、床に赤い魔法陣が広がる。

　その瞬間、頭の中で『恋人ラバーズ』のアルカナの声が響いた。

『警告、《王女プリンセス》のカードに脅威が近付いています。危険指数12。速やかな撤退を推奨』

　危険指数12!?

　アスピーテの『世ワー界ルド・改リヴイ訂ジヨン』が危険指数９だぞ!?　それ以上の危険だと!?

　しかし──何かそれらしい効果が起きた様子はない。

　……起動に失敗したのか？

　いや、確かに何か魔法が発動しているのは感じる。

　それなのに、何も見えない。イビザが何をしようとしているのか分からない。なぜか、俺の防御魔法も、攻撃魔法も通用する気がしなかった。

　何なんだ!?　この不安は!!

　そして恐ろしく禍まが々まがしい、吐き気を催すような邪悪な気配。

　これは一体……？

「い、いや……やめて」

　怯おびえる雅を安心させるように、イビザは猫なで声で囁ささやく。

「さあ、本当の自分を解放して、俺を好きになって。そして俺に愛を捧げるんだ」

　イビザは雅に顔を寄せ、その頰に唇を近付ける。

　そのとき、俺の我慢は限界を超えた。

　俺の中の魔力に連鎖的に火が付き、爆発する。『装甲鬼アルマード』『魔導力マキシマイズ』『駿足鬼ストライド』を並列起動し、俺はイビザに突っ込んだ。

「その手を離せえええ!!」

　イビザは目だけを俺に向ける。その口元には余裕の笑み。唇が、さらに雅に近付く。

　俺の中で魔力が爆発的に膨れあがった。

　──『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』!!

　俺の速度が爆上げされる。

「!?」

　余裕だったイビザが驚きの表情を見せた。咄とつ嗟さに雅から手を離して、真後ろへ飛ぶ。

　俺の拳は空を切った。

　しかし、その衝撃波はイビザをかすめ、背後の壁を破壊する。

　俺は深追いはせず、拳を構えたまま、背中に雅を庇かばう形でイビザを睨み付けた。

「雅は俺の大切なカードだ！　嫌がることをするな!!」

「ユート……」

　背後から嬉うれしそうな声がした。しかし振り向くことは出来ない。相手は魔王候補。一瞬の油断が命取りになる。

「へえーこれが人間の魔王候補、ね。『世界ワールド』のアスピーテを倒したってマジなんだ」

「これ以上俺のカードにちょっかいを出すなら──」

「あーそういえば、なに？　雅ちゃんが君のカードだって？」

　俺の全身を緊張感が包む。

　相手は『悪魔デビル』の魔王候補。恐らく特別な力を持っているに違いない。

　だが、それがどんな能力かは分からない。

　俺は拳を握りしめ、感覚を冴さえ渡らせる。

「そっかー。別にいいよ君のカードでも」

「へ？」

　三ツ石イビザは、あっさりと認めた。

　何か拍子抜けだ。もっと自分のものだとか、横取りするとか主張するかと思った。

「だって人間は俺のものだから。で、君は人間。つまり君のものは俺のもの。ってことは～!?　結局、雅ちゃんは俺のものじゃーんっ!!　完かん璧ぺき！　ノープロブレム!!」

「な……」

　なに言ってんだ、こいつ？

「俺って寛大で愛が深いからさ！　海の底のどんな海溝よりも！　意思とか、思想とか、主義とか、そういったものはどーでもいいの。ぜーんぶまとめて好きになっちゃう！　で、ぜーんぶ俺のものなの！」

「……意味が良く分からないんだが」

「ははは、心配ないって！　理解力が低い下等な生物だって、俺は愛せるよ！」

「愛……だと？」

「そうそうそう！　愛って『恋人ラバーズ』の専売特許じゃないんだって！　俺は、人間の無知無能なところも、愚かなところも知ってるし。で、知った上で愛してるし、所有してんの。君たち人間は何も悩まなくていいの。安心して、俺に全てを任せていればいいんだって」

　何て自分本位な奴だ。エゴイストにも程がある。

「そんなもの愛でも何でもない！　それに、俺はお前に所有された覚えはない！　一体、お前は誰を所有しているつもりなんだ!?」

「俺以外の全て」

　イビザの前に魔法陣が浮かび上がった。

　今度は先程とは違って、ちゃんと視認出来る。が、これは──、

「炎の上級魔法……」

　まだ俺が使うことの出来ない『魔炎焦土フアイドゼノン』！

『警告、脅威が近付いています。危険指数８。速やかな撤退を推奨』

　く……あれに対抗するには!?

「ホラホラ『恋人ラバーズ』の魔王候補！　怖がることないって！　飛びこんで来いよ！　最高だから！」

　くっ！

　ひるむな!!　俺は、雅を、大切な人を守るんだ！

　そんな緊張感あふれる俺とイビザの間に、パンパンと手を叩きながら、岩洞校長が割り込んできた。

「あーもー、はいはい。終わり、終わり」

「え？」

　なぜか校長の一言で、一触即発の雰囲気が消え去った。

「どーせなら、体育祭でやってよ。お客さんも喜ぶしさ」

　イビザは肩をすくめて、皮肉そうな笑みを浮かべた。

「なにソレ。公開処刑ってヤツ？　最高じゃん！」

「いやいや、体育祭は魔法を使うのはいいけど、相手に直接攻撃するのはナシね。それやっちゃうと、全部殺し合いになって、種目の個性がなくなっちゃってつまんないからさ」

「えーっ、いいじゃん！　楽しそうだし！」

「お前らはいいけど、一般生徒を皆殺しにするワケにはいかんのよ。今回は外からのお客さんも来るし、エンタメを目指してんの。ってわけで、帰んなさい。解散、解散」

　面倒くさそうに、しっしと手で追っ払われた。

　唐突の仲裁だが、正直なところ助かった。

　イビザは俺を見下すように鼻で笑うと、マキとレベッカの肩を抱いて、去って行った。

「行きましょう、ユート。それと雅も」

　リゼル先輩に促され、俺たちは体育館の出口へ向かう。

　雅はイビザの連れている少女が気になるようだったが、しぶしぶ付いて来た。

　一体、あの三ツ石イビザと雅の間に、何があるんだ？

　何よりもそれが気になる。

「あー……雅？」

　外へ出たところで雅に質問しようとした。が、そのタイミングで、

「あ、ユートくん。一時はどうなることかと、ドキドキしたよ～」

　なぜか、追ってきた好摩ルキに話しかけられた。

「え？　ああ……成り行きで、だったけどな」

　そしてルキに気を取られた隙に、

「ア、アタシっ、先に帰るからっ!!」

　雅は走り出すと、あっという間に校庭を駆け抜け、見えなくなった。

　俺はわけが分からず、ついリゼル先輩を見てしまった。

「どうしたんですかね？　雅のやつ……」

　リゼル先輩も雅が消えた方を見つめ、眉まゆを寄せた。

「実は前から少し様子がおかしかったのよ。でもユートが魔王候補に選ばれてからは、いつも通りに戻っていたから、気にしていなかったのだけど……」

　前から？

　雅のやつ……あの三ツ石イビザと何か因縁でもあるのか？

「ごめんね、ボクが話しかけたせいかな？」

　申し訳なさそうなルキに、俺は首を横に振った。

「いや、ルキのせいじゃない。それより、俺に何か──」

「ううん。ちょっと話してみたかっただけ……っと、ボクも帰らなきゃ。それじゃ、ユートくん。体育祭、同じ組になれるといいね！」

　邪気のない笑顔を見せて、ルキも去って行った。

「……魔王候補にも、あんな普通の奴もいるんですね」

「普通？」

「ええ。明るくて気さくで、何だか人間の女の子みたいだなって」

「そう……ね」

　どこか歯切れが悪い。何かまずいことを言っただろうか？

　悩んでいると、リゼル先輩は言いづらそうに切り出した。

「もしかしたら気付いていないのかも知れないけれど……あの子、男子よ」

　男子って単語、俺が知る限り、男って意味のはずなんだが……？

「冗談ですよね？」

「この目で確認したわけではないけれど、確かよ」

「……」

　さすがは魔王候補、と言うべきなのだろうか？

　いや！　男が女装してるとか、そういうレベルじゃなかったけど!?　顔の作りも、手の小ささとか、指の細さとか、どこから見ても完璧に女だったけど！　確かにおっぱいはなかった気がするけど、それは差別かなって！　小さいおっぱいだって悪くない！　みんな違ってみんないい！　って何を考えてるんだ、俺は。

「その顔を見て安心したわ。ユートは男色の嗜し好こうはないみたいね」

「あ、ありませんよっ！」

　くそ、ルキのせいで話題が逸それた。今問題なのはそんなことじゃなくて、

「それより先輩。雅のことなんですが……」

「ええ、少し心配ね……明日の放課後、色々と訊きいてみましょう」

　その意見に賛成して、いつもながら申し訳ないことに、リゼル先輩の車で家まで送ってもらった。

　そして翌日──雅は学園を欠席した。







[image: 第二章　これが雅の部屋なのか]

　雅のことだから、もしかしたら遅刻かな？　と思ったが、二時間目になってもやって来なかった。

　心配になってリゼル先輩にスマホでメッセージを送ると、

「先生に確認したら、雅からお休みの連絡が入っていたわ」

　という話を聞いて、一安心。明日も休んでいるようだったら、一度様子を見に行ってみよう、ということになった。

　放課後は雅と特訓の予定だったが、急きゆう遽きよリゼル先輩に変更。

　体育館の入り口で待っていると、

「待たせたかしら？」

「いえ、今来たところです」

　本当は十分ほど待ったが、リゼル先輩に稽けい古こを付けてもらうのに、そんなの待ったウチに入らない。

　リゼル先輩に続いて体育館に入る。貸し切りなので、中には誰もいない。

　背後で鍵かぎをかける音がした。

　リゼル先輩が入り口に鍵をかけていた。

　そして、扉の前に下がっているカーテンを閉める。これで扉に付いたガラス窓からも中を見ることが出来なくなった。

「それじゃ、私は支度をしてくるから、ユートは他のカーテンも閉めておいてくれる？」

「は、はい。分かりました」

　俺にそう言い付けると、先輩はカバンを持って更衣室へ姿を消した。

　……更衣室？

　若干の引っかかりを感じながら、俺は言われたとおりに、カーテンを閉めて回った。

　けど、何なんだ？

　今まで、戸締まりや目隠しなんか、したことはなかった。

　何だか秘密の特訓みたいだけど……他の奴に見られたら困るようなこと……リゼル先輩と二人っきりで……。

　思わず色々と妄想が膨らんでしまう。

　いやいや落ち着け！　そんなことがあるわけないだろ!?

　きっと何か、他の魔王候補に知られたくない、秘密の特訓をするつもりなんだ。そうに決まってる……でも、今の俺のレベルで、そんなことってあるか？

　誰もいない体育館の静寂。

　シーンという音が聞こえてきそうで、ごくりと喉のどが鳴る音がやけに大きく聞こえる。

　更衣室の扉が開いた。

「リ、リゼル先輩。言われたとおり、窓のカーテンを閉め──っ!?」

　現れた姿に息を吞のんだ。

　体にフィットした、伸縮性のあるレオタードを着て、リゼル先輩は現れた。

　特訓の時だって、いつも制服姿なのに……これは一体!?

　疑問を感じながらも、俺の目はリゼル先輩に釘くぎ付づけだ。

　黒のハイレグで股またの角度もきつい。足には太ももの途中までのストッキング。腕も二の腕までのグローブをしているのが尚なお更さらセクシー。

　しかも胸のところが開いていたり、シースルー素材の部分があったりと、運動用の服と言うよりは下着。或あるいはコスチューム。

「ふふっ、気に入ってもらえたみたいね」

「えっ!?　あ、す、すみませんっ」

「いいのよ。ユートに見てもらうために用意したんだから」

　そう言ってもらえると、心置きなくリゼル先輩の美しさを鑑賞出来る。

　つま先からじっくりと視線を上げ、太ももから腰、引き締まったお腹、大きく綺き麗れいな曲線を描くおっぱい、そして恥ずかしそうに顔を赤らめるリゼル先輩のご尊顔。

「……と、とは言うものの、そう見られると、少し……恥ずかしいわね」

「す、すみません！　ガン見し過ぎました!!」

「い、いいのよ。せっかく今日は二の腕も、ふくらはぎも調子がいいし──ではなく、悪い気はしないから……えっと、では」

　リゼル先輩は、こほんと咳せき払ばらいをして気を取り直した。

「ユートに必要なのは、より強力な魔法よ」

「でも、『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』で魔力を生み出せば、強力な魔法が使えるんじゃないんですか？」




　──『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』。




　それは、アスピーテとの戦いの中で会得した、『恋人ラバーズ』の固有魔法。

　人が他人を思いやる気持ち、大切な人への想いを魔力に変換する魔法だ。

　魔族は基本的には利己的な存在とされている。それ故に、魔族はこの魔法を使うことが出来ない。

　人間だからこそ、使用可能な魔法なのだ。

　……と、アスピーテ戦の後でリゼル先輩に教わった。

「もちろん基礎的な攻撃魔法でも、魔力の質と量が上がれば、格段に強力になるわ。でも、限界があるの。いくら『豪炎フアイガ』や『獄魔炎フアイザード』をパワーアップしても、アスピーテの『世ワー界ルド・改リヴイ訂ジヨン』のような固有魔法の前では歯が立たないわ」

　それは……確かに。

「とすると『世界崩落ワールド・フオール』のような魔法とか……？」

　未解決魔術式と言われていた術式『世界崩落ワールド・フオール』。

　アスピーテの『世ワー界ルド・改リヴイ訂ジヨン』を打ち破るほどの威力を持っていた。

「そうね。ただ、あれは相手がアスピーテだから有効だったけれど、他の相手に通用するとは限らない。同じように強力な魔法を、どれだけ揃えることが出来るか……それが鍵になるわ」

「なるほど……となると、他の未解決魔術式とか？」

「それもあるわ。でも公開されている未解決魔術式は他にはないの。術式の情報を手に入れるところから始めないといけないわ」

「となると、先は長そうですね……」

「ええ。でも他にも手段はあるわ」

「え!?　何ですか、それは？」

　リゼル先輩は腕を組むと、ふっと笑みを浮かべた。

「それを考えるのは、まだ早いわね。その前に、通常の上級魔法を一通り使えるようになること」

「う……確かに」

　勿もつ体たいつけないで教えて欲しい気もするが、俺の実力はそれ以前の問題というのも事実。リゼル先輩の言うことは正しいので、何も言い返せない。

「そして、保有出来る魔力の上限を増やさなければならない……昨日のトレーニングで、ユートの上限が数値に換算して２５０００程度というのが明らかになったわ。でも、それじゃ長時間戦えない。アスピーテとの戦いで、大して魔法を使っていないのに残りギリギリだったのも、納得だわ」

　うぐぅ！　意外とキツい言葉が胸に刺さる！

「現在の上限値では通常の上級魔法も使えない。尚更、上限値を上げる必要があるわ」

「分かりました！　上限値を上げるにはどうしたらいいんですか!?」

　気合いを入れて訊いたが、リゼル先輩は少し困ったような顔をした。

「ごめんなさい。とはいうものの……実は人間のユートが魔力量を上げる方法が、まだはっきり分かっていないのよ」

「えぇっ!?　それじゃ、一体どうすれば……」

「私も調査を進めているわ。申し訳ないけど、当面は魔族と同じ練習をしてもらうしかない。同じ魔法の反復練習よ」

「はい」

「練度を上げれば魔法の精度も上がるから、無駄にはならないわ」

「分かりました！」

　と言うものの、成長方法が分からないのは不安だな……。

　そんな俺の心の声を聞いたかのように、リゼル先輩は付け足した。

「もちろん、方法がないわけじゃないわ。『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』を使えば、一時的な対処は出来る。ただ、ずっと起動し続けることは無理……多分そんなことをしたら、魔術回路がオーバーヒートして、全身の細胞が沸騰して死んじゃうわ」

　そうなった自分を想像して、背筋が寒くなった。

「そ、そんなに危険なんですか……俺の固有魔法」

　アスピーテのときは、知らない間に使っちゃったけど……生きてて良かった。

「──というわけで、特訓を始めるけど、いいかしら？」

「はいっ！　よろしくお願いしますっ!!」

　こうして、炎系、氷系、爆発系、電撃系の魔法をひたすら繰り返す特訓が始まった。
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「き……キツい」

　体育館に出現するダミーの魔物を次々と倒してゆく。

　休む間もなく連続で魔法を繰り出すと、頭も体もくたくたになる。そして当然の如く、魔力が……、

『警告、魔力低下。残量30』

　一休みしたいところだが、まだ二体残っている。イノシシみたいな顔をしたヤツと、カマキリみたいな手をした、でかいトカゲみたいなヤツが、俺の隙を窺うかがっていた。

「リ、リゼル先輩……もう魔力が……」

　いつもなら、優しく抱きしめてくれるリゼル先輩が、手を後ろに組んで、じっと様子を見つめている。

「あの……どうかしたんですか？」

「実は、魔力供給に関しても、訓練に組み込もうかと思ってるの。というのも、今のユートの魔力量だと、戦闘中に補給する必要が出てくる可能性が高いわ」

　そうか……この訓練は実戦想定。つまり、敵を倒しながら補給もする必要がある。敵は俺が魔力を補給するのを待ってはくれない。

「分かりました！　でも、どうすればいいんですか？」

　リゼル先輩は腕を組むと、胸を持ち上げるように突き出した。

「甘えちゃだめよ。自分で考えなさい」

　……え？

　それって!?

　俺の方から、リゼル先輩のおっぱいに触っていいってこと!?

「せ、先輩！　いいんですか!?」

「早くしないと、敵は待ってくれないわよ？」

　イノシシの魔物が襲いかかってきた。

「くっ！」

　俺はその突進を避よけ、その勢いを殺さずに、先輩に向かって飛んだ。着地しながら前転。見上げると、そこには高くそびえる二つの双丘。

「失礼しますっ！　先輩!!」

　俺は両手を伸ばし、リゼル先輩のおっぱいを摑つかんだ。

「んうっ♥！」

　先輩の口から、悩ましいうめき声が漏れる。思わず俺は手を離してしまった。

「あっ!?　す、すみませんっ！　痛かった──」

　その瞬間、背中に痺しびれるような衝撃を受けた。

「うおわぁあああああっ!?」

　体から力が抜け、膝ひざをつく。肩越しに振り返ると、カマキリの手をしたトカゲが、けけけと笑っていた。

「やられた……」

　ふっと、魔物が姿を消す。

『ただ今の魔力補給、５００』

　くそ、たったそれだけか……。

　俺は気合いを入れると立ち上がる。

「すみません。今度こそ、ちゃんとやってみせます！」

「ええ。私のことは気にしなくていいわ。最初は思い切って触りなさい」

「で、でも……リゼル先輩のおっぱいを乱暴に扱うなんて……そんなに綺麗で、俺にとって大切な先輩の、すごく大事なところなのに」

「ゆ、ユート……」

　先輩の頰が、ほんのりピンクに染まる。

「い、いいのよ。あなたの特訓のためだもの。多少痛くても、私は気にしないから」

「リゼル先輩……」

　気にしていないはずがない。女性にとって大切なところだし、敏感な部分のはずだ。それを俺の為に……。

　先輩にそこまでさせる自分の情けなさと、同時に先輩の優しさ、それに器の大きさに涙ぐみそうになる。

「もう一度お願いします！」

「ええ。何度でも」

　そして俺は、リゼル先輩と二人っきりで特訓を続けた。
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　結局二時間ほど特訓を続けたが……結論から言うと、想像以上の難易度だった。

　慌ててリゼル先輩のおっぱいを触ろうとして、申し訳ないことに、軽く叩たたいて乳揺れさせただけだったり、揉もむことが出来ても、焦っているので感触を楽しむ余裕もなければ、エッチな気分になるどころじゃない。当然、魔力も全然吸収できない。

「すみません……先輩」

「い、いいえ。初めてだもの……っ♥　仕方ないわ」

　終わる頃には、リゼル先輩も息が荒く、頰も上気していた。背筋が震えそうなほど、色っぽいまなざしで、見つめられた。

「明日からは……もっと厳しく、集中的にやるわ……でも、その前に」

　リゼル先輩は俺の手を取ると、自分のおっぱいに導いた。

「さんざん焦じらされたから……じゃなくて、普通に触るところから練習しましょ？　それと、ちゃんと魔力を補給しておかないと……あっ♥」

　──という、実に情けない結果だった。

　だが、いつまでも悔やんでいても仕方ない。この特訓メニューもまだ初日。今日の反省を活いかして、明日こそ頑張ろう。

　それはそうと──、

　雅のことが、やはり気になる。

　明日、学園に来なかったら──という約束だったが、もし今晩何かあって、手遅れになったらと思うと、居ても立ってもいられなくなった。

　住所は前に教えてもらってるし……行ってみるか？

　──ということで、

　俺は唐突ではあるが、夕ゆう顔がお瀬ぜ家へ向かった。

　しかし、家に近付くにつれ決心が鈍る。

　いきなり女子の家に押しかけるのって……どうなの？　みたいな。

　いやいや、別にお邪魔しようってわけじゃない。外から見て、問題なさそうだったら、家に帰ろう。

　そう自分に言い聞かせながら、夜の住宅街を歩く。

「確か、このあたりだよな……」

　スマホの地図アプリを開き、位置を確認する。

「ここのはずだけど……」

　確かに、それらしき屋敷がある。高い塀で囲まれた、やけに広そうな敷地。だが、表札はかかっていないし、明かりもなく、人の気配もない。

　まさか……本当に、何かあったのか？

　俺は用心しながら、家の周囲をぐるりと回った。

　ちょうど裏手に来たとき、道を挟んだ反対側に、小さな一軒家があった。

「何だ……この家？」

　築半世紀は余裕で経っていそうな、昭和感あふれる木造建築。

　だが驚いたのは古さではない。

　庭にゴミやガラクタが山積みになっている。どこから持ってきたのか、どう見てもスクラップの車や、不気味なマネキン、何が入っているのか分からないビニール袋が積み上げられている。

　そして、家も異様な雰囲気。

　屋根や壁にペンキで落書きされまくっている。それらは『死ね』『呪い』『殺』とか、どれも物騒な言葉だ。中には魔術文字も……って、あれ？　本当に呪いの魔術式じゃないか？

　目を凝らしてみると、確かに本物だった。しかし、上から別のペンキで消してある。

　他には……『夕顔瀬に破滅を』。え？

「──……」

　どう見ても廃屋。しかし、窓からは明かりが漏れている。

　まさか、ここが？

　いや、でも。雅って貴族だよな？

　その時、聞き覚えのある声が、廃屋の中から聞こえた。

「ちょっと外のゴミ片付けてきますわ。え？　あ……だ、大丈夫、です」

　言葉遣いが違うが、この声は雅だ。

　門の前で立ち尽くしていると、扉が開いた。

　顔を出した少女と、ばっちり目が合った。

「え……ユ、ユート？」

「……雅？」

　確かに雅だった。

　だが、髪を下ろし、上品なワンピースを着た姿には、ギャルの面影はない。

　どう見ても、深窓の令嬢だった。
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　俺は今、雅の部屋にいる。

　女の子の部屋に入ったのは初めてで、ちょっとドキドキ。

「ごめんねユート。こんなとこで」

「い、いや……突然来たのはこっちだし」

　部屋については、何と言っていいか分からなかった。

　俺の部屋より狭い四畳半。そこに家具と荷物が詰め込んであって、足の踏み場もない。

　部屋の大部分を占めるベッドに、俺と雅は並んで座った。

　明らかにこの部屋に不釣り合いなベッドだった。他の家具も、もっと大きな部屋で使うことを想定したサイズに思える。

　俺は窓の方を向いて、隣の屋敷を見た。
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　教えてもらった住所からすると、あの屋敷が夕顔瀬家のはずだ。しかし、訊きいて良いいものかどうか……。

「あの屋敷がアタシんちだよ。先月までは、だけど」

「……何かあったのか？」

「うん……実は、信頼してた配下の魔族に裏切られちゃって……」

　ぽつり、ぽつりと語ってくれたことによると、配下の貴族たちの裏切りにあって、家屋敷財産、領地までも全て奪われてしまったそうだ。

「ひどい話だな……」

「お父様も身に覚えがない反逆罪を疑われて、魔界に召喚されちゃって……辛うじて残ったこの家に、お母様と二人で……」

　これでは元気がないのもうなずける。と言うより、今までこんな環境に耐えて明るく振る舞っていたのかと思うと、雅の健けな気げさに胸が痛くなる。

「それで、どうしてこんなことになったのか……何か心当たりはあるのか？」

「……あいつだよ。『悪魔デビル』の魔王候補、三みツつ石いしイビザ」

　俺は、あのチャラい、パリピ男を思い出した。

「あいつが、か……」

「うん。理由はわかんない。けど、前から夕顔瀬の領地とアタシを狙ってて……」

　雅が口を閉ざしたタイミングで、襖ふすまがぽすぽすと音を立てた。

「お邪魔して良いかしら？」

　襖が開いて、ナイトガウンに身を包んだ、品の良さそうな美女が顔を出した。手にはティーセットの載ったお盆を持ち、雅の部屋に入って来る。

　この人が雅のお母さんか……きっと雅が成長したら、こうなるに違いないと思わせる美び貌ぼう、そしてスタイル。大人の色気がハンパない。

　あと、異常に若く見える。

　うちの母さんも、悪魔からもらった指輪でアンチエイジング効果が凄すごいが、それ以上だ。

「お母様……お構いなくと、申し上げましたのに」

　雅が少し困ったような顔でつぶやいた……って、お嬢様言葉？

　前にも、うちの両親に挨あい拶さつをしたとき、丁寧な言葉遣いをして驚かされたが、雅は家族に対しても、こんな口調なのか？

「あなたが『恋人ラバーズ』の魔王候補の方？」

「は、はい。盛もり岡おか雄ゆう斗とと申します。雅さんには、いつもお世話になっております！」

　うわ、何かすごい緊張する。

「雅がお世話になっております……少し、お話ししてもよろしい？」

　もちろんＹＥＳ。

　座る場所もないので、お母さんは立ったまま。相手を立たせておくのは申し訳ないので、俺も立ち上がる。

「正直なところ、人間の魔王候補、ということが未いまだに信じられません。あなたは……本当に、人間で、魔王候補なのですか？」

　俺は襟元から『恋人ラバーズ』のアルカナを引っ張り出した。首から下げたケースに入っているアルカナを見た瞬間、雅のお母さんの目が大きく見開かれた。

「俺が人間なのは、たぶん魔族の方なら分かると思います」

「そう……そうなの」

　そう言って悲しそうに目を伏せる。

「これで……いずれにしろ夕顔瀬家は終わりなのね……」

「お母様!?」

「ただでさえ分の悪い『恋人ラバーズ』ですよ。それでも姫ひめ神かみ様のお嬢様なら……と思っておりましたが、これで希望も潰ついえました。我が家が没落するのも、運命だったのですね」

「そんなことないよ！」

　雅は立ち上がって声を荒らげた。

「……雅？　どうしたの、そんな言葉遣いをして」

　母親に驚きの目で見つめられると、雅は急に言葉を見失ったように、しどろもどろになった。

「──いえ、あ……ユートは、その、ありませんわ……その……」

　雅のお母さんは、悲しそうに顔を伏せると、部屋を出ていった。

　襖が閉まってしばらくしてから、雅がぽつりとこぼす。

「ユート……ごめん」

「何で謝るんだよ。雅のお母さんだって、別に悪いこと言ったわけじゃないだろ」

「──でも！」

　俺は雅の肩に手を添え、再びベッドに座らせた。俺も横に腰を下ろすと、雅に微笑みを向ける。

「にしても、家なのにお嬢様言葉なんだな」

　すると雅は照れたように頰を赤らめ、口を結んだ。

「とゆーか、家だからだよ。うちはそこそこいい貴族で、しつけとか厳しかったんだ。でも、アタシには全然合わなかった」

　雅は力なく笑った。

「決まり文句なら話せるんだけど。そうじゃないのは、ウッってなってシーンとなっちゃう。もうぜーんぜんダメ。パーティとか最悪。ほとんど黙って、壁と一体化してた」

「何だそりゃ」

　思わず吹き出してしまった。

「アタシ頭も悪かったし、魔術式とか難しいの良く分からないんだよね。だから強い魔法も使えないし。で、ズーンと落ち込んで、ただでさえ無口だったのに暗くなって」

「今の雅からは想像も出来ないな」

「中学のころ、送り迎えのクルマが故障したときがあったんだよね。で、せっかくの機会だからってクラスの子たちに誘われて、初めて学校帰りに街で遊んだんだ。そのとき街で派手な女の子たちを見かけて……それがギャルファッションと出で逢あったきっかけ」

　雅は愛いとしい過去を思い出すように、微笑んだ。

「すっごく自由で、強そうなカンジがした。それで、お母様やお父様には内緒で始めたんだ。そしたら──」

　雅は輝く瞳ひとみを俺に向けた。

「もう凄いの！　なんかワクワクして、ドンドン自信が湧いてきた。もー別人になっちゃったみたい。丁寧な言葉遣いじゃなくても、気にしないで自分の思うように喋しやべればいい。そう思うと、たくさん喋れるようになった。それがもっと嬉うれしかった！」

　楽しそうに話す雅を見ていると、俺も楽しい気持ちになる。

　確かに、深窓の令嬢風ファッションで、お嬢様言葉の雅にも見み蕩とれてしまったが、ギャル風の雅が、一番雅らしい雅なんだ。

　楽しげな雅の顔が、急に険しくなった。

「だから……半年くらい前から、誰かがウチに嫌がらせしてるって知って、もー絶対許せない。ギッタンギッタンにしてやるって修行してたんだけど……」

「すぐには成果を出すのは難しいからな……」

　ギロリと睨にらまれた。

「ユートがそれ言う？」

「う……まあ、俺のは魔王のアルカナの力であって……そ、それより、イビザは半年も前から、計画を進めていたってことか？」

「たぶんもっと前から。何代も前から仲の良かった一族が、何でみんなウチを裏切っちゃうのか分からなかったけど、きっとアイツの固有魔法のせいだよ」

　俺は、あの蛇のような得体の知れない気配を思い出した。

　あれが……奴の固有魔法なのだろうか？

「だから絶対アタシがアイツをボッコボコにしてやるんだ！」

「でも、手て強ごわいぞ」

　昨日の体育館での一件。あのとき、他の魔王候補はおろか岩がん洞どう校長までもが、イビザを恐れている雰囲気だった。すなわち、奴の力はそれほどまでに強大ということになる。

　そんな相手に、俺や雅が勝てるのだろうか？

　雅はニカッと笑って、ピースサインをした。

「へーきへーき。だって夕顔瀬家には切り札の魔法があるし！」

「切り札？」

「うん。いわば究極奥義!!」

「究極奥義！」

「もうドガガガーンっていって、ドヤァアアってカンジのヤツだよ！　きっと！」

「……で、具体的に、どんな魔法なんだ？」

「さあ？」

「……」

　さあって。

「し、しかたないじゃん！　もうずーっと、ずずーっと昔から、使えたご先祖がいないんだし！」

　雅は真っ赤になって、必死に言い訳を始めた。

「でも、アタシの血の中に受け継がれてるんだって、その魔術式が」

「血の中に……？」

「そうそう。『血けつ族ぞく魔ま法ほう』ってやつ」

「初めて聞くけど……血の中に流れてる魔術式をそう呼ぶのか？」

「うん。どんな力だったのかは分からないんだけど、そのおかげで、ご先祖は辺境伯に成り上がったらしいんだよね。人間の権力者とか、有力な魔族とかと、仲良くなるのも上手うまかったらしくて。それで、どんどん仲間になって……それが夕顔瀬の配下の貴族たちだったんだけどね」

　──突然、

　アルカナの声が耳に響いた。

『警告。脅威が近付いています。警戒を怠らないで下さい』

　なにっ!?

　俺は弾はじかれるようにベッドから立ち上がった。

「雅！　敵が来たぞ!!」

　雅も立ち上がると、険しい表情を浮かべた。

「まさか……イビザが!?」

　雅は部屋を飛び出し、玄関へ向かう。

　すぐに俺も後を追って、家の外へ出た。

「!?」

　庭の向こう、外れかけた門のところに三つの人影が見えた。

「えー本当にこんなとこに住んでるんですかぁ？　信じられないです」

「まったく落ちぶれたものね。こんな連中に頭を下げていたのかと思うと、自分が嫌になるわ」

　こいつらは、雅の配下だった貴族。確か、マキとレベッカ。そして──、

「ウェーイ！　最高の夜だね！」

「……三ツ石イビザ」

「お？　なになに、『恋人ラバーズ』の魔王候補もいんの!?　奇遇だね！」

　雅が三人を睨み付ける。

「あんたたち、何しに来たの!?」

「そりゃ、雅ちゃんをお迎えにさー」

　イビザは、隣にそびえる夕顔瀬家の屋敷──今では自分の屋敷を見上げた。

「やっと準備も整ったしね。これで待望の魔法が使えるってワケさ！」

　待望の魔法？

「イビザ！　お前は一体何を企たくらんでいるんだ!?」

　二人のカード、マキとレベッカが殺意のこもった目を俺に向けた。

「なんなのこの人間!?　イビザ様になんて口の利き方すんのよ！　ぶっ殺しちゃうから!!」

「イビザ様のお姿を見るだけでも恐れ多いのに……人間風情が、身の程知らずもはなはだしい。家畜は家畜らしく、豚小屋にでも行きなさい」

　そう言ってから、レベッカはふっと笑った。

「いえ失礼。この家が豚小屋だったのね。気付かなかったわ」

　その口ぶりに、思わず頭に血が上った。

「人の家になんて失礼なことを言いやがるんだ！　そもそもお前らが仕組んで、雅をここに追い込んだんだろうが!!」

　俺は魔術式を組み上げる。

　その魔力の流れを察知したのか、マキとレベッカも魔法陣を浮かび上がらせた。

「へー、人間如きが何をするつもり？　殺しちゃうわよ？」

「いいえ、すぐには殺さないようにしましょう。痛めつけて、殺してくれと泣いて頼むまで楽しんだ方がいいわ」

「あははは！　賛成！　そうしましょっ！」

　二人が魔法を発動させようとした瞬間、

「お待ちなさい！」

　雅の家から、ガウン姿のままでお母さんが姿を現した。

「娘に手出しはさせません。それに……我が夕顔瀬家にした仕打ち。許せません！」

　ガウンの前を開き、白くむっちりとした太ももを露あらわにして駆ける。

　──速い!?

　あっという間に俺の横を通り過ぎ、マキとレベッカに仕掛けた。

「くっ!?」

　マキが炎の魔法『豪炎フアイガ』、レベッカが氷の魔法『氷結アイザ』を放つが、その二つを体術でかいくぐる。

　ガウンの紐ひもはほどけ、光沢のある下着姿が露わになった。

　それでも臆おくすることなく攻撃に転ずる。年齢を感じさせない、引き締まった肉体が躍動し、拳こぶしと蹴けりの連撃を繰り出してゆく。

『装甲鬼アルマード』『魔導力マキシマイズ』『駿足鬼ストライド』の並列起動。やはり親子。雅と同じように、物理攻撃が得意のようだ。

「な、何なのよっ！　このオバさん!?」

「くっ！　攻撃が重い！」

　あっという間に形勢逆転。マキとレベッカを追い詰めた。

　しかし──、

「!?」

　いつの間にか、足下に『轟爆砕デトネーシヨン』の魔法陣が浮かんでいた。

「くっ!!」

　爆発より一瞬早く、地面を蹴って後ろへ飛ぶ。

　しかし爆発の衝撃波で吹き飛ばされ、雅のお母さんは地面に倒れる。それでも動きを止めることなく、そのまま転がり距離を取った。

　下着姿を晒さらしながらも、果敢に立ち上がる。

「おーあれ避よけるんだ！　すっげ、最高！　おばさんだけど、俺のカードにしてあげようか？　愛してあげるよ？　スバラシイ第二の人生歩んでみない？　そんなにいいカラダしてるんだしさ！」

「な……っ!?　ぶ、無礼な!!」

　雅のお母さんは、頰を赤くしてガウンの前を閉じた。

　イビザに仕掛けようとするが、腰の紐を結び直している間に、イビザの攻撃魔法が完成する。

「『獄魔炎フアイザード』!!」

　イビザの前に出現した魔法陣から、炎が噴き出した。紅ぐ蓮れんの炎が、竜の如く襲いかかる。お母さんの顔色が変わった。

「──っ!?」

「お母様!!」

　雅の叫び声が響き、お母さんの目の前で炎が弾けた。

　──間に合ったか。

　炎と煙が散ってゆく中から、俺の『魔障壁バリカーデ』が現れる。

「あれ？」

　イビザは不思議そうな顔で、俺を見つめる。

「あれあれ？　君……俺の魔法弾けるの？」

　俺は、雅のお母さんの前に飛び出し、『魔障壁バリカーデ』を展開していた。俺は後ろに倒れている雅のお母さんに声をかける。

「大丈夫ですか？」

「え……ええ」

　俺は再び、イビザを睨み付けた。

「『悪魔デビル』の魔王候補！　お前が言う愛は愛でも何でもない！　ただのエゴを都合良く言い換えているだけだ!!　好意につけ込み、他人の大切なものを搾取するお前のやり方は外道だ!!　絶対に、許せねえ!!」

「ふふふ……あははははははははははは」

「何が可笑おかしい!?」

「だって、おっかしーじゃん。怒ってる理由がバカバカし過ぎ。そんな理由で責められても、どーしようもないって。だって、あったり前のことじゃん。君、俺を誰だと思ってるの？」

　こいつの、爽さわやかじゃない笑顔を初めて見た。




「だって俺、悪魔だよ？」




　それはまさに──悪魔的な笑顔だった。

「かかってきなよ。『恋人ラバーズ』の魔王候補。誰が次期魔王に相応ふさわしいか、教えてあげるからさあーっ!!」

「上等だ！　お前が雅から奪ったものを全て、返してもらうぞ!!」

「言うねー、人間が。体育祭の発表の時、分かんなかった？」

「何をだ!?」

「他の魔王候補も、みんなこの俺を恐れてるってこと♪」

「……っ!!」

「おっ、顔色が変わったね！　やっぱ分かってんじゃん。現魔王だって、俺には簡単に手は出せないよ？　俺って最強じゃね？　それでもまだ楯たて突つこうってーの？」

　イビザはニヤニヤとした笑いで俺を見下す。

　その瞳ひとみが赤く光り、あの不気味でおぞましい感覚が背中を這はい上がった。

『警告、《王女プリンセス》のカードに脅威が近付いています。危険指数12。速やかな撤退を推奨』

　──またか!?

「!?　雅！　下がれ！　家の中に入ってるんだ！」

　倒れた母親を抱き起こしている雅が、驚いたように俺を見上げた。

「……え？　で、でも」

　意外なことに、戸惑いの表情を浮かべたのは、雅だけではなかった。

　イビザが、なぜか俺をじっと見つめている。

「君……なに？　もしかして、見えるの？」

　──見える？

　こいつは何を言っているんだ？

　イビザは顔をしかめた。

「君ってさぁ……一体何なの？」

　何って──、

　その時、

「そこまでよ」

　耳に心地ここち好よい、涼しげな声が響いた。

　聞くだけで、安心できるこの声。

「リゼル先輩!?」

　イビザたちの背後に、リゼル先輩とれいなの姿があった。

「……姫神リゼル」

　イビザが軽く舌打ちをした。素早く、リゼル先輩とれいなに視線を走らせる。

　れいなの手には、抜き身の日本刀。その刃やいばが濡ぬれたような輝きを放っている。

　いつもの可愛らしい様子は微み塵じんもない。いつでも叩たたっ斬る。そんな凄すごみが、切っ先にまで満ちている。

　リゼル先輩も何気なく立っているようで、密ひそかに魔術式を展開しているらしい。

　俺たちの足下から頭上までを覆う、巨大な魔術式であることは分かる。しかし、その正体も全ぜん貌ぼうも、俺には分からない。

「引きなさいイビザ。この人数を相手にするのは、あなたでも難しいはずよ」

「……へえ、そう思う？」

「私とれいなが遅れてきたことに意味がないとでも？」

「……」

「『恋人ラバーズ』の魔王候補は、安っぽい決闘はしないの。しかるべき時と場所を選んで戦う。今こ宵よい、この場所は、魔王大戦に相応しくないわ」

「……ち」

　もう一度舌打ちをすると、イビザの表情がガラリと変わった。

「オッケーオッケー!!　姫神のお姫様と出で逢あえた夜なんて、超ロマンチックなイベントに免じて～俺引いちゃう！　今夜はいいことありそう！　最高の夜だぜ最高ワッショイ!!　んじゃーみんな行こうぜー踊りにいこー」

　両手でマキとレベッカの肩を抱き、イビザはきびすを返した。

　そして楽しげな笑い声を響かせながら、夜の街に消えてゆく。

　その姿が見えなくなると、俺は緊張感から解放された。深い溜ため息と共に、肩から力が抜けてゆく。

　俺はリゼル先輩に頭を下げた。

「先輩……すみません。勝手に雅のところに来ちゃって」

　二人で決めた約束を破って、勝手に来たんだ。それで危険な目に遭って、結局助けられてしまった。怒られて当然だ。

　しかし、頭の上から先輩の優しい声が降ってきた。

「いいえ。私だってユートと同じ事を考えて来たんだから」

「え？　先輩も」

　思わず顔を上げると、先輩はにっこり微笑んで俺の頭を撫なでた。

「でもユートの方が一足早かったみたいね。おかげで誰も死なずに済んだ。よくやったわユート……満点よ」

　喜びが胸の中で躍り出す。

　リゼル先輩に褒められると、何でこんなに嬉うれしいんだろうか。いやもう、一人だったら絶対に踊ってるところだ。

「ありがとうございます！　れいなも、来てくれてありがとう」

　急に話を振られ、れいなはツインテールも一緒に飛び上がって驚いていた。

「はわわっ！　そんなそんなっ、れいなは何もしてないですです！」

「あの……」

　雅のお母さんが、おずおずとやって来た。

「ありがとうございました……あなたが助けてくれなければ、私は……」

「い、いえ！　当然のことをしたまでです」

　慌ててそう答えると、雅のお母さんは優しそうな微笑みを浮かべた。

「不思議な人ですね……なにか、人間の魔王候補というのも、悪いものではないのかも知れませんね」

　そう言うと雅の肩を抱いた。

「私の名は、夕顔瀬美み弥や子こ。どうか娘を……宜よろしくお願いします」

　そして俺に深々と頭を下げた。

　魔族の、それもプライドの高い貴族のご婦人が、人間の俺に頭を下げる。そこには色々な想いがあるはずだ。俺はその重みを受け止めなければならないと思った。

「頭を上げてください、美弥子さん。俺の方こそ、娘さんを危険な目に遭わせてしまって申しわけありません。でも、俺には雅の力が必要なんです」

「……ユート」

　雅はうるんだ瞳で俺を見つめた。

「その代わり、必ず雅は守ってみせます！　美弥子さんも！　そして、必ずイビザを倒し、奪われたものを取り返します！」

　美弥子さんは俺をまっすぐに見つめ、近付いてくる。

「あぁ、私を守るために戦ってくれた上に……そんなに情熱的に言われたら、私……」

　見つめる瞳が濡れて光っている。その瞳がどんどん近付いて……ち、近い。

「よく見ると、あなたかわいいわ♥」

　美弥子さんは、俺の胸を人差し指で円を描くように撫で回し、顔を鼻先五センチの位置まで接近させた。

「あ、あの……美弥子さん？」

「息子くらい年の離れた男の子も悪くないかな……♥」

　慌てて雅が間に割り込んだ。

「ちょ、ちょっと!?　お母様？　ち、近すぎじゃないかな!?」

　美弥子さんは拗すねたような顔を雅に向ける。

「もう、いじわる。お母さんだって、もう一花くらい咲かせても……」

「ダメダメダメ!!　問題発言っ!!　娘の前で何言ってるの!?　ピーだから！　ピーッ!!」

　今夜は何とか乗り切った──しかし、問題はまだ何も解決していない。

『悪魔デビル』の魔王候補、三ツ石イビザ。

　奴を倒すまでは。
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　三みツつ石いしイビザは、マキとレベッカの肩を抱きながら歩いていた。

　二人がこれからの予定を訊きいてきたり、遊びに行こうと誘いかけるが、まったく耳に入ってこない。

　頭の中を占めているのは、夕ゆう顔がお瀬ぜ雅みやびの肉体のみ。

　今夜で解決するはずだった。

　既に夕顔瀬の土地は手に入れた。

　あとは、この土地に根ざした辺境伯の血。若く、新鮮で、美しく、生いけ贄にえに最適な血と肉。

　それが必要だったのに。

　どうせ、雅と母親だけとあなどった。

『恋人ラバーズ』の魔王候補か。

　よりによって、人間の魔王候補とはな……。

　忌々しい。

　しかし人間ということは、絶対的な弱者ということでもある。

　真っ正面から蹴け散ちらせばいい。

　そして他の魔王候補も、俺の前にはひざまずくしかない。




　俺の固有魔法──『愛縁最高サイコネクト』の前では。




　他の魔王候補が体育祭に参加しない大きな理由は、俺が参加するからだ。

　そう、皆みんな俺を恐れている。

　なぜなら、『愛縁最高サイコネクト』は最強の固有魔法。

　その判断は正しい。

　俺が次期魔王になるのは、約束されているようなものだ。

「ふ……くくく」

「どうしたのですか？　急に機嫌が良くなって」

　レベッカが不思議そうな顔をする。

「ああ！　悪い悪い！　ちょっと考え事してたんだ！　これからどこに行こうかって！」

「そーなん？　で、どこ行くのー？」

　うるせえ。

　夕顔瀬家の領地と財産が手に入れば、てめーらはもう用済みなんだよ。

　すぐにこの二人のどちらかを廃棄リリースして、雅に俺を愛させ、儀式を行うはずだったのに。

　よりによって『恋人ラバーズ』のカードになっているとはな……。

　少々面倒なことになった。

　まずは『恋人ラバーズ』の魔王候補を片付けるか。

　俺が直接──いや、代わりにカードに戦わせる方がいい。

　奴は、仮にも『世界ワールド』の魔王候補を倒した。

　それに、さっきの妙な魔力の増大も気になる。

　まずは……今の手持ちのカードを一枚捨てて、より強いカードを手に入れる。

　そいつを『恋人ラバーズ』の魔王候補と戦わせる。

　そうすれば、奴の真の実力、それに姫ひめ神かみリゼルの手の内も分かるだろう。

　次期魔王の椅子に、もう手がかかっているのだ。万に一つも失敗するわけにはいかない。

　俺は何としても、夕顔瀬家に受け継がれたものを手に入れなければならない。

　確実に、次期魔王となるために。

　イビザの瞳ひとみが、赤く、妖あやしく光った。

　ふっと、その手に赤い鎖が浮かび上がる。その鎖は、マキとレベッカの首にはめられた赤い首輪へとつながっていた。

　そしてさらに、イビザの体から十二本の鎖が伸び、地面に消えている。

　合計十四本の鎖。

　それは魔王候補が保有出来るカードの上限数と同じだった。

　……十四の首輪。

　無条件で、無制限に、無償の愛を捧ささげさせる首輪。

　それが俺の『愛縁最高サイコネクト』。

　この力の前には、魔王候補といえど無力。

　魔王候補の半数以上が、同時に俺に愛を、命を捧げる。

　そうなれば、魔王大戦の戦況は俺の意のままだ。

　他の魔王候補の持つもの全てを捧げさせ、殺し合わせ、破滅へと導く。

　その瞬間を想像すると、否いやでも心がアガる。

　興奮して、今すぐにでも、そうしたくなる。

　落ち着け、イビザ。

　今はまだ完全ではない。

　今はまだ。

　この首輪と鎖……『愛縁最高サイコネクト』を完かん璧ぺきなものにした時こそ、俺が動くとき。

　完璧なものにするために必要な素材は、夕顔瀬家の血族魔法。

　そのために、こんな回りくどいことをしている。

　イビザは手にした鎖を、険しい顔で見つめた。

　確かに『愛縁最高サイコネクト』は最高だ。

　しかし、あと一手。

　他の魔王候補を倒し、次期魔王の座を確実なものにするには、もう一手が必要だ。

　あの女を生贄に、夕顔瀬の領地で儀式魔法を執り行う。

　そうすれば、もはや『愛縁最高サイコネクト』に死角はない。

　正真正銘、俺は最強となる。

　その時こそ、次期魔王の座が俺のモノになる。

「ねーイビザ？　聞いてるの？」

「え？　ああ、聞いてる聞いてる」

「どうかしたの？　ずいぶん恐い顔してたけど」

「あーいやいや！　どこ行くか、すっげーマジに考えちゃってた！　んで、思い出したんだけど、会員制のクラブがあるんだ！　そこなら、酒もクスリもやれるし！」

「いいわね。そこにしましょうよ」

「ウェーイ！　仕切り直し！　夜はこっから始まるんだぜーっ!!」

　両腕に抱いた少女は楽しげな嬌きよう声せいを上げて応える。

　しかしイビザは、二人の少女の最後の使い道を考えていた。




　　　　◇　　　◇　　　◇




　イビザの襲撃を退けた後、リゼル先輩は美み弥や子こさんだけを自分の車に乗せ、姫神家の屋敷に行くよう運転手に言い付けた。

　当面の間、美弥子さんと雅を自分の屋敷にかくまうことにしたのだ。

　美弥子さんを乗せた車が見えなくなると、リゼル先輩はキッと雅を睨にらんだ。

「雅!!」

　びくっと雅が飛び上がった。と言うか、俺も飛び上がった。

　リゼル先輩がこんな風に怒るのは、初めて見る。

「こんなことになっているのなら、どうしてもっと早く言わないの!!」

　その剣けん幕まくに、さすがの雅も小さくなった。

「……だって、こんなの言いづらくて……それに、みんなに迷惑かけちゃうし」

「私たちはチームなんだから。雅の問題は個人的なものではないわ。そのことが原因で、『恋人ラバーズ』全体に影響が出ることだってある」

「だ、だから、余計に……言いづらくて……」

「言いづらいことや、悪い知らせほど、早く言わないとダメなの。報告しづらいのは分かるけど、遅くなればなるほど、フォローが難しくなる。取り返しのつかない事態に……多分、なってしまったわ」

「……センパイはいつも正しいね。ホント正しいことしか言わない」

　雅？

「でも、分かってても、出来ないヤツっているんだよ。迷っちゃって、不安だったり、どうしようって同じとこぐるぐる回っちゃうようなのって」

　雅の顔が今にも泣き出しそうなものへと変わる。

「だって……アタシ……」

　リゼル先輩は、大おお股またで雅に近付いた。

　ひっぱたかれる。そう思うと、つい俺までも首をすくめてしまう。

　──だが、

　リゼル先輩は雅を力強く抱きしめた。

「……センパイ？」

「あなたが私に迷惑をかけるなんて、今さらよ。そんなことを気にして、どうするの？　雅がこんな……こんな目に遭っているのに、気付かなかったなんて」

　リゼル先輩は悔しさに声を震わせていた。

　雅も声を震わせて、応こたえた。

「……ごめんなさい」

「……」

　リゼル先輩は雅から体を離すと、手ぐしで髪を直した。少し頰が赤い。何となく、照れ隠しのように見えた。

「……少し作戦会議をしましょう。ユートとれいなは、都合は大丈夫かしら？」

「もちろんです」

「れいなも、れいなも、ぜんぜん大丈夫ですです！」

「それじゃ……そうだわ。ユート、あなたの家にお邪魔してもいいかしら？」

「──え？　ええ、もちろん構いませんけど……」

　断る理由もなく、リゼル先輩が拾ったタクシーで、俺たちは盛もり岡おか家へ移動した。

　確かに断る理由はないのだが、不安しかない。

　その理由は──、

「まーっ！　まーっ！　みんなっ！　いらっっしゃあぁぁい！」

　不安の理由──うちの母親、ちなみに名前はさくら──が、いきなりテンション、レッドゾーンで出迎えた。

「いきなり押しかけてすみません」

「おっじゃましまーっ!!」

「し、しししつれいするますですです」

　母さんは満面の笑みを、瞬時に怒った表情に変えた。

「まったくもーっ、ゆーくんったら！　お友達を連れてくるなら、ちゃんと言って!!　何のおもてなしもできないじゃないっ！」

「ごめん、急に決まっちゃって」

　すると一瞬でまた、デレデレのとろけそうな笑顔に変わり、

「あーっ！　可愛い子がいっぱいで、母さんうれしいわっ♡　どうしよう♪　うちの中がすっごい華やか！　なんだか四姉妹って感じ!?」

　おい、さらっと自分をまぜるなアラフォー。

「ああ！　分かってたら、腕によりをかけて料理を作ったのに!!　くやしいっ！　今日はよりによってカレーよ!?　でも、二日分まとめて作ったから、この人数でも問題ないわねっ♪　母さんえらい★」

　母さんはニコニコ顔と、ぷんすか顔を五秒ごとに入れ替えた。まったくもって、感情の起伏がせわしない人だ。

　一方父さんは、蒼あおい顔で震え上がっている。

「ひ、姫神さまと、夕顔瀬さまと、小こ岩いわ井いさま……万が一にも粗相があったら……ガクブルガクブル」

　口でガクブルとか言っちゃうくらい、切羽詰まっている。何だか申し訳ない。

　リゼル先輩は父さんの緊張を解くように、フレンドリーな雰囲気で微笑む。

「どうぞお構いなく。こちらこそ、いつも急に押しかけて申しわけありません。本日は学園の友人としてお邪魔致しましたので、お気遣いなんて必要ありませんわ」

「そ、そうですか……いや、狭い家ですが、ど、どうぞお上がりください」

「そうよ！　遠慮なんていらないわ！　ああっ、れいなちゃんっ！　相変わらず小さくて可愛いわっ、また会えてウレシイ!!　もーだいすきっ♡!!」

　れいなが靴を脱いで玄関に上がったところを、がばっと抱きしめた。れいなはびっくりしたように大きな目をしていたが、それよりも父さんの方が驚いていた。と言うより、狼ろう狽ばいしていた。恐怖していた。

「かっ！　かあさぁあああああんっ!?　いきなりなんてことををををっ!?　しっ、失礼だぞっ！　少しは遠慮しなさいっ！」

　しかし、母さんはむぎゅっと抱きしめたまま、離さない。

　まあ、れいなも本当に嫌なら、避よけているはずだとは思うが──あれ？

「……ぁ」

　れいなの瞳から、涙が一筋流れ落ちた。

「れいなちゃん？」

　怪け訝げんな顔をする母さんと、真っ青を通り越して真っ白い顔になった父さん。

　当のれいなは、無言。

　黙って、涙を流し続けている。

　これは……一体、どうしたんだ？

　母さんは少し心配したように訊きいた。

「れいなちゃん、だっこされるの、いや？」

　れいなは返事をする代わりに、遠慮がちに首を左右に振った。

　母さんは優しくれいなの背中を叩たたくと、明るい声で、

「あ、カレーの仕上げをしなきゃ。れいなちゃん、お手伝いしてくれると、お母さんうれしいなー？」

　れいなは、こくりとうなずいた。

「じゃ、台所へれっつごー。れいなちゃんは、カレーって好き？」

「……だいすき」

　れいなを抱くようにして、台所へ姿を消す二人。

「……じゃあ、父さんはリビングのセッティングをしようかな。人数が増えたからな。えーっと追加の椅子はっと……」

　そう言いながら、リビングへ戻る父さん。

　その背中を見送って、リゼル先輩は優しげな微笑みを俺に向けた。

「やっぱり、ユートのご両親、って感じがするわね」

「はあ……お恥ずかしい」

「恥ずかしい事なんて一つもないじゃない。とても素晴らしい人たちね」

　褒められると嬉うれしいけど、褒める要素そんなにあったかな？

　まあ……れいなが何で泣いたのかは気になるけど。

　でも、訊くのがはばかられる雰囲気だったし……れいなが自分から話してくれるのを待った方が良さそうな気がする。

「えっと……じゃあ、みんなは俺の部屋へ」

「ええ、お邪魔するわね」

　階段を上がって、二階の俺の部屋へ。そしてリゼル先輩と雅は、うちの結界の状況を調べ始めた。雅の家の次は、俺の家が襲われる可能性があるからだ。

「異常はないわね。でも、念には念を。結界の強度をさらに上げておくわ」

　リゼル先輩は手慣れた様子で、魔法による我が家のホームセキュリティを更新した。

「これで大丈夫よ。油断は禁物だけどね」

「ありがとうございます。でも……守りを固めるのも大事ですが、俺たちの方からイビザに仕掛けることは出来ないんですか？」

「今戦っても、恐らく勝ち目はないわ」

「……!?」

　あっさりと言われたことに、衝撃を受けた。

「やっぱり、さっきイビザに引くように言ったのは……」

「ええ。警戒心の強い男だから、想定外の私とれいなが現れれば、撤退すると思ったわ。私がどんな手段を用意しているか、読めなかったでしょうから」

「そうだったんですか……先輩は、どんな手段を用意して来たんですか？」

「いいえ？　なにも」

　雅が驚いたように、身を乗り出した。

「えっ!?　じゃあ、あの、私とれいなが遅れてきたのは──って、ただのハッタリ!?」

「当たり前じゃない」

　しれっと答えるリゼル先輩の豪胆さに、心の底から感服した。そして、もしあのとき攻撃されてたら……と、今さらながら冷や汗が出た。

「でも、イビザの固有魔法に関しては、ある程度の想像はつくわ。恐らく、洗脳、暗示といった種類の精神攻撃ね」

　雅がぽんと手を叩いた。

「そっか！　だからマキもレベッカも、急に人が変わっちゃったんだ！」

「だけど、魔法陣も、魔法そのものの姿も見えないわ。それが厄介ね」

　度々感じる蛇のような不気味な気配……あれが、奴の精神攻撃の気配なのか。

　でも、そうなると少し妙なことがある。

「リゼル先輩。イビザと対たい峙じしたときなんですが、あいつは俺じゃなくて雅に固有魔法を使おうとしたみたいなんです」

　割り込むように、雅が身を乗り出した。

「それってアタシを狙っていたからじゃなくて？」

「そうだけど、奴の固有魔法が洗脳なら、邪魔する俺を先に洗脳した方が早いと思って」

「そっか……そう言われると、うーん……」

「なるほどね……とすると」

　リゼル先輩の瞳ひとみが、すっと細くなる。

「何か出来ない理由があったのかも知れないわね」

　もしそうだとしたら……!?

「それって、イビザに勝つ手がかりになるんじゃ!?」

「でも、難しそうね……たまたま何らかの条件が揃っていなかったのか、或あるいはただの気まぐれだったのか……人間のユート相手なら固有魔法を使うまでもない、と思っただけかも知れないわ」

　確かに……。

「すみません。ちょっと先走りすぎました」

「いいえ、可能性の一つとしては有り得ると思うわ。積極的に探るのは難しいけど、イビザが仕掛けてくるとき、何か手がかりを残すかも知れない。それを見逃さないように、心がけるとしましょう」

　俺と雅はうなずいた。

「イビザの固有魔法が精神攻撃だとしたら、今のところ私たちに有効な対抗手段はないわ。当面は距離を置いて、出来るだけ戦いは避けましょう。その間、ユートは特訓を続けて。魔力量の上限を上げて、強力な魔法を身に付けること。それが先決よ」

「強力な魔法か……」

　次のステップとしては、炎や氷、爆発系の上級魔法。確かに威力は大きいが、イビザに通用するだろうか？

　しかしイビザも炎の上級魔法『魔炎焦土フアイドゼノン』を普通に使っていた。ヤツの固有魔法の正体がはっきりしない以上、それ以外では同じ土俵に立たないと。

　突然、雅がやる気満々で拳こぶしを振り上げた。

「だったら！　アタシもスパッと夕顔瀬家の究極奥義を身に付けるよ!!」

「究極奥義？　何かしら、それは？」

　雅が擬音だらけの説明をすると、リゼル先輩は残念そうな溜ため息を吐いた。

「なにそのリアクション!?　ガーン！」

「だって、効果も分からず、修得方法も分からないものをどうするの？」

「うぅっ、それは……ぐぬぬぬ」

　唸うなり声を上げる雅が、ごろんと床に寝転がった。パンツ丸見えなんだが。

「雅、はしたないわよ」

　当然のように、すかさず入る先輩のダメ出し。

　しかし雅は死体のように倒れたままだ。

「あーあ……夏休みの合宿で、マスターする予定だったのにな……もう行けないな」

「どうしたのよ、急に？」

「だって、れいなじゃないけど、ウチにはもうそんな余裕もないし」

　リゼル先輩は、はーっと溜め息を吐いた。

「だから旅費は私が持つと、何度も言ってるじゃない」

「あ、そっか……でも」

　沈んだままの雅を、リゼル先輩はじっと見つめた。

「……但し、それまでに三ツ石イビザを倒すこと。これが条件よ」

　がばっと雅が体を起こした。

「倒す……って」

「今は勝てないと言ったけど、未来永えい劫ごう勝てないなんて言ってないわ」

「そ、そっか……そうだよね」

「正直言って、奪われたものを取り戻すのは無理かも知れない。でも、泣き寝入りなんて出来ないわ。奪われたものと同じ痛みを与えてやりなさい」

「……だよね！」

　雅の瞳に光が戻ってきた。

　こんなの、俺も黙って見てられるか！

「先輩！　俺も、俺もやります！　あのイビザって野郎に思い知らせてやる！」

　雅が嬉しそうな顔で、俺を見上げた。

「ユート……」

「それを期待しているわ。だから、さっきも言った通り、魔力量の上限を上げて、強力な魔法を身に付けるように」

「……はい」

　思わず正座したい気分になった。

「それはそうと……」

　リゼル先輩は部屋を見回し、本棚のあたりに目を留めた。

「前に来たときも気になっていたのだけど、ユートの本棚にはマンガが多いのね」

　うわ！　指摘された!!

「え、ええ……両親の影響で、特にヒーローものとか子供の頃から好きで」

　美少女モノもそれなりにあるのは黙っておこう。

「ふうん……ヒーローに憧あこがれていたの？」

「そりゃ、男の子なら憧れたことがない奴はいないと思いますけど……」

　俺は改めて、本棚に並ぶマンガの背表紙とブルーレイのパッケージを見つめた。

「でも、大きくなると、世の中は単純な善悪じゃないってことも分かるし、子供っぽいなとは思うんですけど……」

「それで？」

　リゼル先輩に、優しい目で先を促された。

「えっと……やっぱり理想論だとは思うんです。でも、理想って……誰もがそうなればいいと思うから理想なのかなって。だから理想通りになるのが一番だと」

「単純な善悪ではない世の中でも？」

　それは──、

「……はい。やっぱりヒーローみたいな存在は憧れます」

「ヒーローのどこに一番憧れるのかしら？」

「強いとかカッコいいとか色々ですけど……やっぱり、正義の象徴だからかな……」

「正義の象徴……」

　俺の言ったことを口の中で繰り返し、リゼル先輩は何ごとかを考え込んでいる。

「ユートの正義って、なに？」

　俺の、正義？

　深く考えたことがなかった。

　漠然としたその言葉に、俺はどういう使命を与えるのだろうか。

「すみません。ちゃんと考えたことが今までなかったんです……」

「そう」

　正義って何だろう？

　悪い奴を倒すこと？

　じゃ、悪って何だ？

　現実じゃ、ほとんどの場合が、単なる利害の不一致だ。

　だから自分が正義で、相手が悪になる。

　でも、それは理想の正義とは違う。

　俺はどう思うんだ？

　幼かったあの日。

　うまく言葉に出来なかったあの頃の感覚に、言葉を与えるとするなら──、

「愛と……信頼、かなって……」

「……愛と信頼」

　リゼル先輩は俺の言葉を繰り返した。

「それは──」

　先輩が何かを尋ねようとしたとき、

「ごはん出来たわよーっ！　下りていらっしゃい！」

　ちょうど一階から母さんの呼ぶ声が聞こえた。

　なんか、急に現実に引き戻されたような気分がした。

　リゼル先輩はにっこり微笑み、

「行きましょうか」

「待ってました！　ごっはん～ごっはん♪」

　雅も飛び起きた。

「え、えっと……そ、そうですね。下に降りましょう」

　なんか、俺……つい、熱くなってというか、恥ずかしいことを語っていた気がする！

　ハズい！

　そんな気恥ずかしい思いのやり場に困りながら、リビングへ下りた。

　そこには、他の部屋から持ってきた椅子が追加されたテーブル。その上には、いい香りを漂わせるカレーライスが六人分あった。

「とても良い香りね……普段あまり食べる機会がないから、嬉うれしいわ」

「ううう、もう辛抱たまんなーい！　はやく食べたいっ!!」

　エプロンを着けたれいなが、さっきとは打って変わった笑顔で、水と福神漬けをお盆に載せて運んできた。

「これでお運びは完了ですです」

「ありがとー♪　れいなちゃんも座って座って」

　台所から母さんがやって来て、全員が席に着くと「いただきます」の声と共に夕食が始まった。

　いつものカレーなのに、今日はちょっと味が違って感じた。みんなで食べるからか、より美味おいしいというか、楽しい気持ちだった。

　ただ、雅が体育祭のことを喋しやべってしまい、

「ええっ!?　知らなかったわ！　ひどいゆーくん！　見に行きたいわ!!」

　と、母さんが駄だ々だをこね始めたのには、ほとほと困った。




　　　　◇　　　◇　　　◇




　その数日後から、体育祭の練習が始まった。

　午後の授業はキャンセル。全校生徒を体育着に着替えさせ、校庭で当日の予行演習。その後は、自由練習の時間に充てられた。

　通しの練習が終わり、俺は校庭を見渡した。

　コースの向こうに、特設スタンドなどの建設が始まっている。普通の高校の体育祭とは、明らかに規模が違う。

「校長の思い付きの割に、準備になかなか気合いが入ってるな」

　隣の雅に話しかけると、きょとんとした顔で返事をした。

「いやいや、毎年やってるよ？　ただ、時期が突然だった、ってだけで」

「そういうことか……」

　やっぱテキトーなんだな、あの校長。

　それはそうと、俺も雅も体育着。だから、つい目のやり場に困ってしまう。

　今さらだが、魔王学園の女子の体育着は……、

　──実はブルマなのである!!

　むっちりとしたお尻しりを、ぱつんぱつんの赤ブルマが包んでいる。下半身を避けて視線を上げると、今度はロケットの如く飛び出したおっぱいが目に飛びこんでくる。

　ジャージも羽織っていないので、伸縮性のある白いシャツは、雅の爆乳を存分に見せつけていた。

「ん？　どしたのユート。顔赤いよ？」

「い、いや……それより、リゼル先輩の家はどうだ？」

「うん。快適だよ。でも……」

　もちろん、自分の家の方がいいに決まっているだろう。しかし……、

　雅は、ぱっと笑顔を作った。

「ううん！　さすが姫神家！　キラキラドジャーンってカンジ！」

　リゼル先輩にも相談したのだが、現状では夕顔瀬家の屋敷も領地も、完全に三ツ石家のものになっていて、取り返すのは無理だそうだ。

　しかし、何とかしてやりたい。このままでは雅も、美弥子さんも、夕顔瀬家のみんながかわいそうだ。

「ユート、雅」

「あ、リゼル先輩!?」

　体育着に身を包んだリゼル先輩が校庭を走ってくる。ちなみに先輩のブルマの色は紺だった。これ、みんな好きな色を選んでるのかな？

「組分けが決まったわ」

　そう言って見せてくれた紙には、

『Ａ・Ｃ組が赤、Ｂ・Ｄ組が白、という形で、以降のクラスも交互に赤白に分かれる。但し、魔王候補のカードは、各魔王候補の所属する組に準ずる』

　そして、

　白組　『恋人ラバーズ』『星スター』『戦車チヤリオツト』

　赤組　『審判ジヤツジメント』『吊された男ハングドマン』『悪魔デビル』

　と書かれていた。

「ってことは、リゼル先輩は俺と同じ白組なんですね！」

「おっ！　じゃあ、アタシらみんな一緒じゃん！」

「そうね。一緒に頑張りましょう」

「はい！」

　やべえ、何だか急に体育祭が楽しく思えてきた！

「そうね、頑張りなさい。このあたしも同じ組なんだからね！★」

　──その声は、

　振り向くと、体育着姿の星ほしガ丘おかステラが立っていた。

　しかも白ブルマ。

　そして上着の丈が妙に短く、へそ出し。これはファン垂すい涎ぜんの姿なのではないだろうか？

　というかファンでなくとも目を奪われる。

「あらぁ、リゼル？　あんたのとこの魔王候補が、あたしの魅力にメロメロみたいだけど、いいのかしら？」

　振り向くと、リゼル先輩が半眼で睨にらんでいた。

「ち、ちがいます、リゼル先輩！　俺は──」

　弁明が聞こえないかのように、先輩は俺の横を通り過ぎて、ステラの前に立った。

「ステラ。また、ちょっかいを出しに来たのかしら？」

「イビザとやり合ったそうじゃない。何か手を貸すことはある？」

「あなたには関係のない話よ」

「つれないわね。ま、体育祭の間くらいは楽しくやりましょ。同じ組のよしみで、リゼルに協力してもらうこともありそうだし」

「私が……？　何を？」

「それはまだ秘密★」

　星を飛ばしそうなウインクをして、にっこり微笑む。男殺しの笑顔だ。

「それよりユートも視察しといた方がいいわよ？　めぼしい生徒には、すぐに他の魔王候補の手が付いちゃうからね」
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「視察……？」

　改めて校庭を眺めると、大勢の生徒が各種競技の練習に打ち込んでいる。

　トラックを走る生徒、幅跳び、高跳び、そして二人一組で、魔法を掛け合っている生徒。さらには、ダミーの魔物と戦っている生徒までいる──って、あれ？

「体育祭の練習なのに、何で戦ってるんだ？」

　リゼル先輩が俺を振り向いた。

「魔王学園の体育祭は、人間の体育祭と基本的には同じよ。でも、競技に魔法と戦闘の要素が加えられているの。例えば、リレーは普通に走るだけじゃなく、魔法を使っても良いとか、障害物競走はハードルではなく、ダミーの魔物が障害物として設定されているとかね」

「な、なるほど……さすが魔王学園。にしても、みんなやけに気合いが入ってますね」

　ステラは「何を当然のことを」と言いたげな目をした。

「そりゃ、そうよ。体育祭は魔王候補の目に留まる、いい機会なんだから。まだカードに選ばれていない生徒にとっては格好のアピールの場なのよ」

　カードか……確かに校長も、どんなカードを揃えるかが魔王大戦のキモだって言ってたな。魔王候補以外の生徒は、有力候補のカードになりたがっているとも。

　少し離れた所で、金髪褐色肌の女の子が、何人もの生徒に囲まれていた。

「ネイト・カルナックさま！　俺は炎の魔法が得意です！　絶対にお力になります！　どうか俺をカードにして下さい!!」

「そんな奴よりあたしを使って下さい！　高速移動が特技です！　日常のお世話だって素早くこなせます！　召し使いとしても使えますよ!!」

　ネイト本人はカード候補の生徒たちの圧力に押され、涙目で後ずさっている。

「み、みんな……落ち着いて、あ、あたしなんかより、他の候補に……」

「いいえ！　ネイトさまがいいんです！　秘めた実力！　そして何より優しいし！」

「あううう……」

　今にも泣き出しそうな魔王候補。ちょっと気の毒だが、いじめられているわけじゃないし、割り込むのも野や暮ぼだ。

「ネイトって、意外と人気者なんだな」

　ふとそうつぶやくと、ステラは気に障ったように俺を睨んだ。

「は？　あたしよりネイトが人気があるとでも言いたいの？」

「いやいや！　違うって。誰もそんなこと言ってないだろ？」

　さすが芸能人。人気には敏感なのか。

　にしても、怒った顔が恐い。何か話をそらして、気を紛らわせてもらおう。

「えっと……ステラは誰か目星をつけてる生徒とかいるのか？」

「あたし？　まさか。自分から頼む相手なんていないわ」

　そう言いながら、リゼル先輩に視線を向ける。

「まあ、例外はいるけどね★」

　リゼル先輩は迷惑そうな溜ため息を吐いた。

「ステラ。何度も言うけど、私は──」

「リゼルが魔王候補にならなかったのは、あたしたちにとっては朗報よ。何せ最強クラスのカードが突然現れたようなものだからね。そりゃ欲しがるでしょ？　みんな」

　あきらめたように、リゼル先輩はもう一度溜め息を吐いた。そんな先輩を、ステラはふふんと鼻で笑った。

「ま★　それはそれとして……そうねえ、オススメかぁ……」

　ステラが物色するように生徒を眺めていると、

「ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

　やけにうるさい雄お叫たけびを上げて、こちらに走ってくる男がいた。近付いてくると……なんか縮尺が間違っているような気がしてくる。それくらい、そいつはデカかった。

「『星スター』の魔王候補ステラ様!!　我が輩は二年Ｆ組のギガラ・アルベルト！　以後お見知りおきをおっ!!」

　マジで、デカい。背は確実に二メートル以上ある。そして幅も広い。頭より首が太く、全身の筋肉が異常に発達し、まるで岩のようだった。そして頭には、ツノを途中で切ったような二つの跡。

　普通の魔族には見えないが、魔物というわけでもない。

　何者かと思って見つめていると、リゼル先輩が耳元で、そっと教えてくれた。

「彼も魔族よ。ただ、私たちのような純血種じゃなく、混血種なの」

「混血、ですか？」

「ええ。魔族は血によって能力が受け継がれるの。強い血統を掛け合わせ、より強い魔族となってゆくわ。だから、能力が低い魔族との差は、どんどん開いてゆく。そこで考え出されたのが、魔物の血を入れることなの」

　ってことは、この見上げるような大男は魔物の血が混ざっている、ということなのか。

「彼はきっと、オーガか巨人系の魔物の血を取り込んだ一族の末まつ裔えいね」

　なるほど……確かに、潰つぶれた鼻とやや尖とがった耳、それに牙きばが飛び出しているところなんか、それっぽい。何よりツノを切った跡が残ってるし。

「まずは我が輩の力、ご覧下さい！」

　ギガラは全身に力を込めた。

　上半身がパンプアップし、特大サイズの体育着が破れる。

　盛り上がった筋肉の表面に魔術式が走った。

「『金剛鉄血ブラツド・アイアン』!!」

　拳こぶしを振り上げ、地面に叩たたき付けた。

　その瞬間、足の下で震動が起き、地響きが轟とどろく。

　人間の胴体より太いギガラの腕が、地面にめり込み、地割れが広がり──、

　そして地面が爆発した。

「うわぁああああああああああああっ!?」

　校庭の土が破片となって舞い上がる。そしてはげしい爆風が襲い、体が持って行かれそうになる。

　衝撃波が通り過ぎると、そこには──、

　なんだこれ……。

　土の破片が降る中に、クレーターが出来上がっていた。まるで地下の爆発実験か、隕いん石せきが落ちた跡のようだ。

「いかがです!?　我が一族に伝わる血族魔法『金剛鉄血ブラツド・アイアン』の力！　それに我が輩の強きよう靱じんな肉体は、いかなる攻撃にもビクともしません！　物理攻撃だけではありませんぞ。魔法の防御も完かん璧ぺき！　ステラ様の楯たてとなりましょう!!」

　ギガラは己の筋肉を誇示し、ステラにアピールしたが、イマイチ刺さっていないようだった。

「あーごめんね。ちょっとうちの方向性とは違うの。他をあたってくれる？」

「そ、そうですか……」

　がくりと肩を落とすと、ギガラは次に俺へ視線を向けた。

　ステラはああ言ったが、確かにパワーは凄すごい。検討してもいいかも知れないな──と考えていると、

「なんだ。『恋人ラバーズ』か」

「え？」

　蔑さげすむような目で俺を見ると、思いっきり見下したセリフを吐いた。

「弱小『恋人ラバーズ』などに用はない。ましてや、人間ごときが……」

「な……」

　言い返そうとしたとき、また新たな生徒が割り込んできた。

「星ガ丘ステラさま！　それなら、みゃーはどうかみゃ？」

　みゃ？

　その娘こには猫の耳と尻尾しつぽが生えていた。

　ネコミミ少女!?　実在したのか!!

　茶色の髪に白っぽい差し色が入り、茶トラ猫を擬人化したらこうなる、という感じの少女だった。ご丁寧にブルマはビキニのような小さいサイズで縞しま模も様よう。お尻しりが半分見えそうなのは、尻尾を出すためらしい。

「みゃーは猫ねこ辺べみゃーというみゃ。サンダータイガーの血を引いてるみゃ。電撃魔法とパンチとかまってちゃんが得意技にゃ」

　……得意技？

　当然一いつ蹴しゆうするかと思いきや、ステラは腕を組んで唸うなっている。

「うーん……まあ、可愛いからいいか」

　そういう基準だったの!?

「来週のオーディションに来て。合格したら、次の総選挙に出してあげる。上位に入れば、カード入りよ」

「うわーい！　がんばるみゃ!!」

「……オーディション？　総選挙？」

　俺にはステラの話していることが全然分からなかった。

「ああ、うちはあまり戦闘力は重視してないの。必要としているのは、あたしのステージを盛り上げてくれるメンバーね」

「そうみゃ！　ステラさまのカードになれるってことは、スターになれるってことみゃ！」

　それって完全にアイドルグループじゃん。

「いいのか……それで？」

「あはは、いーのいーの。戦うのはあたし一人で十分だから★」

　美しい瞳ひとみに、キラリと星が光った。

　怪物と呼ばれるステラ、その実力はまだ目にしたことがない。もしかしたら、この体育祭でその一端が窺うかがえるかも知れない。

　ギガラが巨体を揺らして、再びステラに迫った。

「芸能ということなら、我が輩もアクションスターということでどうですか!?」

「あーだから、熱苦しい系はいらないの。っていうか、男はＮＧ」

「だったらキミ、俺のカードになれば!?」

　この声!?

　マキとレベッカを左右に侍はべらせ、やって来たのは薄っぺらい笑顔。

　──三ツ石イビザ!!

「あ、あなたは『悪魔デビル』の魔王候補……」

　ちゃんとした魔族の魔王候補に誘われたというのに、ギガラは顔を引きつらせた。

「セイセイセイ！　言っちゃおうぜ、なるって！　ちょうどキミみたいなパワーファイターを探してたんだよ！」

　だが、ギガラはイビザを恐れるかのように、後ずさった。あれだけの力を見せつけたギガラが、蒼あおい顔で小刻みに震えている。

「わ、我が輩は、イビザ様のカードにはふさわしくないと……」

「んなことないない！　だいじょーぶだって！」

「し……しかし、その……大変失礼ながら……イビザ様のカードは、消息を絶つことが多いと……」

「うーん、それはたまたまだよ。不幸な巡り合わせ！　でもキミなら大丈夫！」

　だがギガラは今にも逃げ出しそうな雰囲気だ。その様子から、俺たち以外の生徒の間でも、イビザが恐れられているということが分かる。

　しかし、消息を絶つって……どういうことだ？

　イビザは面倒くさそうに前髪をかき上げた。

「あ、今ちょうど引き取りも来たことだし……じゃ、そゆことで」

　その瞬間、瞳が赤く光ったように見えた。

　蛇がうごめくような感覚に、ぞくりと背筋が寒くなる。

　次の瞬間、ギガラの顔が満面の笑みに変わった。

「はっ!!　光栄でございます！　我が輩をぜひイビザ様のカードにお加えください!!」

「な……」

　その豹ひよう変へん振りに、思わず絶句した。

　まさか、こいつ……たった今、イビザの固有魔法にかけられたのか!?

　だが異変はそれだけで終わらなかった。

　イビザの右側にいたマキが、不思議そうな顔で辺りを見回している。やがてその顔は不安に、そして恐怖に青ざめてゆく。

「あ、あれ？……あたし……」

　イビザはマキの肩から手を離した。

「ちょうどキミのお迎えも来たみたいだからね。名残惜しいけど、元気で！」

「え、え？　あ、あの、ちょっと──」

　そのときマキの足下に黒い染みが広がった。まるで地獄の闇が口を開けたような黒から、不気味な腕が伸びて、マキの足首を摑つかんだ。

「や、あの──」

　恐怖に顔を引きつらせた、と思った次の瞬間──マキが黒い闇の中に消えた。

　一瞬で引きずり込まれた。

　黒い沼のような染みは、みるみる小さくなると、消えた。

「何だったんだ……今のは」

　雅が唇を嚙かみ、恨めしそうな声でつぶやく。

「あれ……魔界へ強制的に連れ返されたんだ」

「魔界へ？」

　ステラとリゼル先輩も険しい顔で、マキが消えたあたりを見つめている。

「それも普通の帰還じゃない。あの子何か悪いことでもしたの？」

「ええ。まるで罪人扱いだわ」

　雅は悔しそうに拳を握りしめる。

「奴隷に売られたんだ……期限が来て、強制的に連行された……」

　まるで空気を読まない、イビザの脳天気な声が響く。

「さあギガラ！　あの『恋人ラバーズ』の魔王候補をひねって見せてよ！　お前の力を見せてくれ！　そしてあの夕顔瀬雅にも見せてやって！　物理攻撃じゃお前に敵かなわないってとこを!!」

「アイツ……っ」

　雅の奥歯がギリギリと音を立てた。

　飛び出そうとした雅の肩を押さえる。

「雅、ご指名は俺だ」

「でもっ！」

「控えなさい、雅」

　リゼル先輩にたしなめられ、雅は肩を落とした。

「心配するな、雅。俺たちの力を、イビザに見せつけてやる」

「おおっ！　いいね！　ソレ最高！　人間の本気の力、すっげー見たい！」

　勝手に話に割り込むイビザを、俺は指さした。

「イビザ！　どんな固有魔法か知らないが、人の意思を無視して操る、お前のやり方は許せない！　いずれ必ず、お前を倒す！」

「おーっと、まったまった！　それ違う、違うし」

「なに？」

「俺は何一つ強制なんかしちゃいない。マキもレベッカも、このギガラだって、みんな望んで俺の為に働いてくれているんだ。どうしてだと思う？」

　自ら望んで……だと？

　バカな。そんなことあるはずがない。惑わされるな。

「分からないなら教えてあげるよ。それはね……愛──なんだよ」

「……愛？」

「そう！　愛だよ！　この世は愛で動いているんだ!!　素晴らしいよね！」

「お前……本気で言ってるのか？」

「あったり前っしょ！　だってみんなが俺をすっげー愛してくれてるから、俺の為に体を張ってくれてるんじゃん。だから俺も、みんなのことを愛してるのさ！　ってお喋しやべりはこれくらいにして～早く見せてよ！　ヒトの本気のチカラ!!」

　どこまでもふざける気か……。

　腹立たしい。しかし、今戦う相手は奴じゃない。

　俺は前に進み、ギガラの前に立った。

　こうして近くで見ると、より大きく感じる。何というか、空間に占める体積というものが異常だ。熊でもここまで大きくはないんじゃないかと思う。

　俺は首から下げているアルカナに話しかけた。

「あいつはどれくらい強い？」

『解析……危険指数５。十分な注意が必要』

　そうか。廃はい田だより上だが、アスピーテに比べればだいぶ落ちる。

『助言。物理的な攻撃力、防御力が極めて高いと推測。遠距離からの魔法攻撃を推奨』

「了解。ありがとよ、『恋人ラバーズ』」

「何を一人でブツブツ言っている！　一撃で死ぬがいい!!」

　ギガラの岩石のような拳こぶしが襲いかかる。

「『魔障壁バリカーデ』!!」

　防御魔法を展開、ギガラの拳を受け止めた。しかし──、

「うおっ!?」

　突然突き飛ばされるような衝撃。体が宙に浮き、数メートル後ろへ飛ばされた。
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　後ろ向きのまま着地し、何とか倒れることなくギガラを見据える。

　何という腕力……『魔障壁バリカーデ』ごと後ろへ吹き飛ばしやがった！

「ふははははっ！　そんな楯たてで、いつまで持ちこたえられるかな!?」

　不敵な笑顔で、ギガラはゆっくり向かってくる。

　こいつはアルカナの推奨通り、遠距離からの魔法攻撃に徹するべきだ。

　俺は魔術式を組み立てると、ギガラに向かって右手を向ける。

　浮かび上がった魔法陣を見て、ギガラは立ち止まるとニヤリと笑う。

「魔法か、いいだろう！　弾はじき返してみせるわ!!　『金剛鉄血ブラツド・アイアン』!!」

　腕を胸の前で組み合わせ、全身の筋肉に魔力を循環させている。それは、俺や雅がやっている体術とは少し違う。

　そうか。

　あいつは、あの肉体そのものが武器なんだ。

　単純な筋力だけで、あの攻撃力を出すのは不可能だ。あの威力は、つまり魔法。

　体に刻まれた魔術式、そこに魔力を循環させて、あの破壊力を生み出している。

「『獄魔炎フアイザード』!!」

　俺の魔法陣から、炎が走る。

　アスピーテと戦ったときよりパワーアップした炎が、ギガラを真っ正面から襲う。

　しかし、ギガラは中級魔法の業火を、予告通り防御魔法を張ることなく受けきった。

「ふははははははっ！　見たか、我が肉体に刻まれし、先祖から受け継いだ魔術式を!!」

「くそ！　だったらこれはどうだ!?」

　今度は氷系の中級魔法。

「『獄冷波ブリザイア』!!」

　沸き起こる冷気がギガラの体を凍らせる。

　氷はどんどん成長し、ギガラを分厚い氷の壁に閉じ込めた。

「よし！　やっ──」

「ぬあああああああああああああああああっ!!」

　氷が粉々に砕け散った。

「なにぃ!?」

　溶岩のような肉体から湯気を上げ、ギガラはニヤリと笑っていた。

　気合いと共に、氷を砕くとは……呆あきれるパワーだ。

　ギガラは得意げに、体に付いた氷を払う。

「ふん、所しよ詮せんはこの程度。キサマら『恋人ラバーズ』など、見るべきものがあるとすれば、姫神リゼルだけではないか！」

「何だと!?　確かにリゼル先輩は凄すごい人だ！　でも、雅も、れいなだって凄いんだ！　みんな最高のカードだ！」

　ギガラは文字通り腹を抱えて笑った。

「どこがだ!?　れいななど知らん！　雅はそこにいる夕顔瀬であろう？　成績は最下位クラスで、魔法の処理能力も低いと聞く」

　雅もたちまち頭に血を上らせ、条件反射で言い返す。

「あんたにそんなこと言われる筋合いなんかないよ！」

「キサマが唯一得意なのは肉弾戦だと聞いたことがあるが、ならば我が輩とやり合うか？」

「う……」

「出来るはずがない。我が輩の体は肉弾戦のために、先祖代々造り上げてきたものだ。そのような非力な体では、同じ魔法を使っても実力は天地の差だ」

　こいつ、確実に勝てると思って、言いたい放題言いやがって！

「それとも夕顔瀬家の血族魔法が切り札なのか？　この我が輩の『金剛鉄血ブラツド・アイアン』とどちらが上か勝負しよう。見せてみろ」

「それは……」

　雅はまだその魔法を身に付けていない。見せたくても見せられない。

「どうした？　まさか出来ないのか!?　血を受け継いでいるなら出来るはずだ！　そんなことすら出来ないなど、無能もいいところだ!!　これが本当に貴族の娘か!?」

　悔しさのやり場がなく、雅は拳を握りしめ、目に涙を浮かべた。

　──雅。

　雅は顔を伏せた。その足下に、ぽつりと雫しずくが落ちた。

「……なんで、こんな奴に、こんなこと言われなきゃ、いけないの……」

　肩をふるわせ、雅が泣いている。

「ちくしょう……アタシが、もっと頭が良くて、強かったら……」

　その姿を見て、ギガラはさらにご機嫌で笑った。

「ふははははは！　泣きよった!?　これは呆れた醜態だな！　はははははは!!」

　この野郎!!

「ユート」

「先輩……」

　振り向くとリゼル先輩が俺を見つめていた。表情はないが、その瞳ひとみに明らかな怒りが燃えている。

　だが、それは一瞬。

　瞬まばたきをすると、穏やかな微笑みに切り替わった。恐いくらいの。

「本気でやっていいわ」

「……分かりました」

　俺も怒りの炎を抱えながら、ふっと穏やかな微笑みを浮かべる。

「でもその前に」

　リゼル先輩に近付くと、さりげなくおっぱいに触れた。

「必要ないかも知れませんが、念のため補給しておきたくて」

　触れた手の平から、リゼル先輩の高貴で格調の高い魔力が流れ込んでくる。

　少し驚いたような顔をしたが、すぐに先輩は微笑んだ。

「本番に強いのね。あんなに練習では手こずっていたのに」

「先輩が今、教えてくれたじゃないですか。落ち着いて、穏やかな気持ちに切り替えろって。そして──」

「緊張感と注意力も維持すること」

　そう言うと、リゼル先輩は後ろに飛び、俺も横へ倒れるようにして転がった。

　さっきまで立っていた場所に、ギガラの拳がめり込んだ。

「キ、キサマぁああああ！　ひ、姫神リゼルの、お、お、おっぱ……を!?　さ、さわ、当然のようにっ、さわりやがってぇええええええ!!」

　ギガラは顔を真っ赤にして歯ぎしりをした。

「許せねえ！　てめえをぶっ殺して、我が輩も揉もんでやる！」

「それは無理だな」

　俺は、泣き顔の雅を見つめ、

「お前は、俺がぶっ飛ばす。雅が教えてくれた技でな!!」

「ユート……？」

　俺は『装甲鬼アルマード』『魔導力マキシマイズ』『駿足鬼ストライド』を並列起動する。

　俺の魔法を感じ取ったのか、ギガラが首をひねる。

「む？　基本的な魔法だが……それでどうしようというのだ？」

「これが雅の技だ。これでお前を倒す」

　ギガラが固まった。そして、

「ぶわぁははははっははははは!!　そんなもの技でも何でもないわ!!　基本中の基本！　そんなもので喜んでいるとは！　やはり凄いな『恋人ラバーズ』は!!　わはははははは!!」

　俺の中で雅を想う気持ちが膨れあがる。

　抱えた悩みを。

　傷付いた心を。

　過酷な運命を。

　いくぞ、『恋人ラバーズ』のアルカナ。




　──『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』!!




　雅を想う気持ちが魔力に変換されてゆく。

　それは俺の容量を遥はるかに超える魔力量。その膨大な魔力が、基本的な魔術式に流れ込む。

「な……なんだ？　この魔力は……」

　ギガラが顔を引きつらせ、冷や汗をかいた。

「きさま──」

　そこから先は聞くことは出来なかった。

　蹴けった地面は爆発を起こし、俺の体を一瞬でギガラの前に飛ばす。

　俺の目には、ギガラが止まって見えた。

　まったく無防備な腹に、叩たたき込むのは最強硬度にまで高められた拳。

　俺の腕が、『金剛鉄血ブラツド・アイアン』で強化されたギガラの体にめり込んでいた。

　全てを跳ね返すギガラの体にヒビが入る。

　皮膚が裂け、血管が切断され、筋繊維が断裂する。

　だが、その事実にギガラが気付く時間すらない。

　ギガラの体は、校庭の地上三十センチの高さを真っ直ぐに飛んだ。肉で出来た大砲の弾は、校庭を突っ切り、校舎の壁に叩き付けられる。

「……が」

　だが、まだ自分に何が起きたか知らないだろう。

　白目を剝むき、完全に意識を失ったギガラは、磔はりつけにされたように壁にめり込んでいた。

　負けたことに気付くのは、病院で意識を取り戻したとき。

　そして、そのギガラの主人であるはずの、魔王候補は──、

「おおーすっげー!!　最高！　最高ワッショイ!!　おもしれーもん見せてくれて、ありがとーっ!!　いやいや、アイツを生いけ贄にえにした甲か斐いがあったわ」

　この野郎！　どこまでふざけるつもりだ!!

「イビザ!!」

「おっと恐い恐い。ケンカはやめよーぜ。今は体育祭の予行演習。『恋人ラバーズ』の魔王候補は、魔王大戦をするのに相応ふさわしい時と場合を考えないと。ねえ？」

　楽しげに笑い、俺とリゼル先輩を交互に見つめる。

「とにかく、俺は体育祭が終わるまでは、これ以上なんもするつもりないって！　いやマジで！　ほんとマジ」

　リゼル先輩が追及するようにイビザを睨にらむ。

「それは魔王候補同士の、正式な条約ということでいいのかしら？」

「いいよ、いいよ、それで！　んじゃ！」

　レベッカの肩を抱き、去って行った。

「あの野郎……」

　くそ、まだ腹の虫が治まらない。それに……、

　マキが消えた地面を見つめた。そこには黒い染みなどなく、マキの跡形もなかった。

「どうやらイビザは、私たちの手の内を調べに来たようね」

　リゼル先輩が腕を組んで、イビザの後ろ姿を見つめた。

「ええ……でも、こっちも少しは手がかりが手に入りました」

　マキが消える直前。何か夢から覚めたような、不思議そうな顔をしていた。あれは恐らく、イビザの固有魔法から解放された瞬間。

　なぜイビザはこのタイミングで解放したんだ？

　そして同時にギガラがイビザへの忠誠を誓った。まるで正気に戻る前のマキのように。

「もしかして、操れる人数に上限があるとか……」

「その可能性は高いわね」

　俺はマキが消えた地面をもう一度睨んだ。

「くそ……魔界に連れ去られなければ、詳しく話を聞けたのに……」

「あれから何か聞けるかも知れないわ」

　リゼル先輩は、壁にめり込んだギガラを指さした。

「もし意識を取り戻したら……だけど」

　……あ。

　そこまで考えてなかった!!

「……すみません。やり過ぎました」

「いいのよ。それより、雅。大丈夫？」

　リゼル先輩は優しく雅の肩に手を置いた。

「うん。平気。ユート……ごめん。アタシのせいで」

　雅がうつむいたまま、蚊の鳴くような声でつぶやいた。

「謝る必要なんて、ひとつもないよ」

　何と言って慰めようかと思っていると、

「へえー、あんたたちって、いつもあんなことしてるわけ？」

　ステラが興味津々とばかり、瞳に星を輝かせて割り込んだ。

「え、いや……今のは相手が仕掛けてきたからで──」

「ちがうちがう、そうじゃなくて、エロいやつ。リゼルのおっぱい、いきなり揉むやつ」

「……」

　あぁっ!?

　そういえば、ほとんど全校生徒が集まってた！

　俺とリゼル先輩は今さら恥ずかしくなり、頰を赤くしたまま残りの予行演習をこなした。




　　　　◇　　　◇　　　◇




　次の日、俺は校長室に呼び出しを喰くらった。

　心当たりがあるとすれば、昨日の体育祭の練習で、ギガラをぶっ飛ばしたことくらいだが……。

　あの後ギガラは即入院。人間界にある魔族御ご用よう達たしの病院に担ぎ込まれた。命に別状はないらしいが、当分の間、面会謝絶だそうだ。

　よって、イビザの固有魔法の情報は得られていない。

「いよぅ、よく来たね」

　いつも通りのだらしなさで、リクライニングチェアにふんぞり返っている。

「決まり文句だから気にしませんが、呼び出したのは岩がん洞どう校長です」

「はっ！　まあ、その通りだ。何で呼び出されたか……分かるよな？」

　ゆらりと立ち上がると、机を迂う回かいして俺の前にやって来る。

　鋭い眼光。それに存在感の圧力が凄すごい。やはり、現役の魔王だ。体が勝手に震える。

「やはり、昨日の──」

「今期のイチオシアニメって何!?」

「そんな理由!?」

　──というわけで、

　しばし、今期の新番組についての熱い討論が展開された。

「──というわけでですね、結局アニメのクオリティというのは、優秀な制作進行がどれだけいるかってことなんですよ。いいアニメーターにどれだけ仕事を頼めるかっていう」

「なるほどな。スタジオが良ければそれでいいってワケじゃないのか」

「ですね……班によって全然クオリティが違いますし」

「だよなあ。すっげえスタジオのはずなのに、ひっでえヤツとかあるもんな」

　何で校長室でこんな話をしてるのかが謎すぎる。尤もつとも、俺の知識のほとんどは、父さんと母さんの受け売りなんだが。

「あーそれともう一つ訊ききたいんだけどね」

「はい、俺に分かることなら」

「イビザをぶっ殺せるか？」

「──」

　突然の質問に、返事が出来なかった。

　そんな俺をあざ笑うように、校長は続けた。

「イビザは……確かに『悪魔デビル』のアルカナを持つのにふさわしいヤツだ。徹底的に、利己的だからな」

「利己的……ですか」

「魔族ってのは、人間よりも欲望に素直なのさ。人間なら他の様々な感情がブレーキをかける。だが、魔族は違う。一度こうだと思ったら、他のことは全て犠牲にする。他人の迷惑なんざ関係ない。己の欲望を満たし、己の利益を最大にすることが美徳だ」

「人間だって、利己的な奴は多いですよ」

「そいつは悪魔に近いんだろうぜ」

　……そうなんだろうか？

　逆に、悪魔だって全員が全員、利己的なわけじゃない。

　だって、リゼル先輩は違う。それに雅だって。れいなもだ。

「──で、ヤツはお前を殺やる気まんまんだぜ？　見込みはどうよ？」

「まだ……攻略方法が見つかっていません」

　岩洞校長は「はっ」と呆あきれたような息を吐いた。

「攻略ねえ……ま、いいか。イビザの固有魔法が何なのか、それくらいは分かってんだろ？」

　ふざけたような口調の一言一言が、まるで、俺を罵ののしっているように感じた。

「恐らくは、精神攻撃かなって……思ってます。洗脳とか、催眠術とか、本人の意思とは関係なく、イビザの命令通り動かせるような」

　すると校長は、「あー」と唸うなるように言って、苦々しい顔をした。

「おいおい、しっかりしろよ、人間。それでも『恋人ラバーズ』の魔王候補か？」

「……違うってことですか」

「似ちゃいるがな。根本が違う」

「でも、教えてはくれないんですよね？」

　岩洞校長はニヤリ、と少し嬉うれしそうに笑った。

「俺は公平な立場だからな。特定の候補に肩入れは出来んさ。だがな」

　そして、現魔王──岩洞バルバトスは片目をつぶった。

「なぜ夕顔瀬の血族魔法に固執するのか、そこにヤツの強みと弱みがある」

　雅の……？

「それとな、『恋人ラバーズ』はちょいとトリッキーというかピーキーというか、扱いの難しいアルカナなんだよ。未いまだかつて、使いこなせた奴はいねえ」

「確かに……『恋人ラバーズ』はまともな成果を残せたことがない、と聞いたことがあります。ハッキリ言うと、最弱だとか」

　校長は腕を組んでうなずく。

「それはある意味、事実ではある。だから普通に考えりゃ、今回もダメだと誰もが思っている。だがな、今回は今までと大きく違う点がある」

「それって……」

「人間の魔王候補ってのは今までに例がない。だから、想像もつかないことが起こる可能性がある。だろ？」

「……はい！」

「ま、最弱の『恋人ラバーズ』に最弱の人間を足して、もうどーしよーもない、史上最悪の最弱になるかも知れないけどね!!」

「期待させておいて、オチがひどい！」

　校長は、わははははと豪快に笑う。

「どっちにしろ一人じゃ魔王大戦は乗り切れないんだ。勝負は魔王候補だけで決まるもんじゃねえ。極端な話、魔王候補がダメでもカードが優秀なら、勝ち残れる」

　ちょっと情けない気もするが、現実の俺のような気もする。

「そうですね……特にうちのみんなは頼りになるし」

「『恋人ラバーズ』は他のアルカナとちっと違うし、お前自身も魔族じゃなく人間だ。だから他の連中とは違うやり方でいいんだよ」

「やり方……ですか？」

「魔王候補とカードは純粋な利害関係で結ばれている。だが、お前らには別のモンもあるんじゃないのか？」

「別の……」

『恋人ラバーズ』そして人間ならではのって……一体、何だろう？

「利害以外の関係で結ばれりゃ、別のものが手に入るかもな。そうすれば……カードが持つ潜在的な能力をお前に献上してくれるだろうさ」

　……今ひとつ、岩洞校長の言う意味が分からない。

　俺の表情を読んだのか、校長は肩をすくめた。

「だがまあ、難しく考えるな。要はぶっ倒せばいい」

　思わず俺は苦笑いを浮かべた。

「そりゃそうですけど。俺は人間で、相手は最強の魔族──」

「いいじゃねえか!!」

　校長は、喜びと殺気に満ちた笑みを俺に近付ける。

「楽しそうだな！　うらやましいぜ畜生！　相手は最強？　敵かなうはずがない？　最高だな！」

　そして急に俺の胸ぐらを摑つかんだ。爛らん々らんと光る瞳ひとみが、俺に迫る。

「最強を蹴け飛とばせ！　最強を蹴落とせ！　最強を、蹴散らせ!!」

　自分の言葉に昂こう奮ふんしているような校長の、凄すさまじい迫力に俺は正直ビビった。

　その直後、もう話は終わりだとばかりに、校長室を追い出された。

　俺は廊下を一人歩きながら、校長に言われたことを考え続けた。

　──夕顔瀬の血族魔法にこだわる理由……か。

　しかし、答えは見つからなかった。
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　今日の放課後は、雅みやびと特訓。

　ただし、雅が俺を鍛えると言うよりは、お互い自分の目標に向かって練習をしている、という感じだ。

　体育祭に向けてなのか、校庭のトラックで走り込んでいる生徒が結構いる。

　そんな中に交じって、俺と雅もランニング。

　俺は普通の体育着だが、雅はなぜかフード付きのサウナスーツを着込んでいる。見ているこっちの方が暑苦しい。

「う～あっつい……」

「何でそんなの着てるんだ？」

「だってほらアタシ、パンチとか得意じゃん？　だから血族魔法も必殺パンチだと思うんだ！　つまりトレーニングはこーゆー格好の方が、バッチリなカンジかなって」

　ボクシング漫画でも読んだのだろうか？

「でも減量とか必要ないだろ？」

「あ、でも瘦やせた方が、動きがスパッとなるかも！」

　前に顔から瘦せるとか言ってた気もするが……楽しんでやってるのなら、水を差すのも悪いかな。

「んじゃ、ユート。次はいよいよ必殺技の特訓だよ！」

　やる気満々な瞳を俺に向ける。

　イビザの件でだいぶ落ち込んでいたみたいだけど、こうして元気な顔を見せてくれると、ほっとする。やっぱり雅は、こうでなくちゃな。

「分かった。で、どこでやるんだ？」

　今日は体育館が残念ながら使えない。魔法訓練室も埋まってるし、他に派手に暴れられそうな場所というと……？

「だったらアソコにしよーかな。ちょっと付いて来て」

　雅に連れられて向かった先は、校舎裏の空き地だった。

「ここって、あまり人が来ないし、特訓にはバッチリだよ」

　間違えて攻撃魔法が校舎に当たったら……と心配したが、よく考えたら校舎には防御魔法と修復魔法がかけられていた。

　魔法攻撃が当たっても影響が少ないし、壊れても一定時間で再生が可能なのだ。

「了解だ。じゃ、ここでやるか」

　というわけで、俺は上級魔法にチャレンジだ。

　課題は炎の上級魔法『魔炎焦土フアイドゼノン』。

　やる気満々で臨んだものの……。

『実行不可能。魔力が足りません。魔力量の上限を上げることが必ひつ須す』

　……なんてこった。

　魔術式は覚えられても、実行出来るだけの魔力がない。と言うより、魔力を貯ため込めないのだ。

　そもそも人間は魔力がほとんどないし、体に魔力を貯蔵することも出来ない。

　こればっかりはアルカナに頼んでも無理だ。当面は反復練習をするしかないとはいえ……どうやって魔力量を増やしたらいいんだ？

　それに、もし増やすことが出来なかったとしたら……？

　そんな不安に俺が悩んでいる間、雅は何をしているかというと……、

「みやび・ワンダーアタック!!」

「ゆーがおぜ・クラッシュ!!」

「みやび・ブレイド!!」

　謎のキーワードを連発しながら、シャドーボクシング。

「……何をしているんだ？」

「え？　もちろん血族魔法の練習だよ」

　子供が「ごっこ遊び」をしているのと、あまり変わらないように見えるのは気のせいだろうか？

「もしかして、技名を当てると出せるとか？　音声入力的な」

「おんせー？　それは知らないけど、なんかさ、こーもうちょっとでドッガーンといきそうなんだけど、イマイチ決まらないんだよね。で、こうバシッとした何かがあると、気持ちもノって出せそうなカンジがするんだけど」

　特に根拠はないらしかった。

「ともかく、もうちょっとで摑めそうな感じなのか……バシッていうのは、言い換えるとしたら、どんな感じなんだ？」

　雅はゆっくりとパンチのモーションをしてみせる。

「うーん、なんかこー、ぎゃるぎゃるってカンジ？　分かる？」

「一ミリも分からない……」

　ふくれっ面になると、雅は校舎を背にしてファイティングポーズを取った。

「とりあえずやってみるから、見てて。危ないから、後ろにいてよ」

　言われたとおり、俺は雅の背後に回って、校舎に寄りかかった。

　雅の中で魔術式が走る。足下に魔法陣が浮かび、周囲の空気感が変わった。

　これは……いつもの『装甲鬼アルマード』『魔導力マキシマイズ』『駿足鬼ストライド』……じゃない。

　雅の体の中で、謎の魔術式が組み上がってゆくのを感じる。

　そして、体の奥から湧き上がる魔力。その流れが雅の体内を駆け巡り、猛烈な熱量を生み出しながら、加速をしてゆく。

「はぁああああああああああああああああああああああああっ!!」

　極限まで高められた魔力を撃ち出すべく、拳こぶしを、肘ひじを、思いっきり後ろへ引く。

　その瞬間、真後ろに魔力が撃ち出された。

「……っ!!」

　俺の真横で、もの凄すごい魔力衝突が起きた。

　校舎の防御魔法を押し破り、雅の魔力が壁を粉砕していた。

　突っ立ったまま、一歩も動けなかった。

「こ……」

　恐る恐る横を向くと、校舎に穴が開き、廊下への近道が出来ている。

　今になって、全身の血の気が引いた。

「殺す気か!?」

「ご、ごめんっ！　こんなはずじゃなかったんだけど!!」

「こんなはずだったら困るわ！」

　確かに、魔力の流れと体の動きが、ズレていた気もするし、魔術式も上手うまく組み上がっていなかったように感じる。

　それにしても、防御魔法の安全装置を打ち破って校舎に穴を開けるとは……。

「確かに、不発でこの威力なら大したもんだ……これが、夕ゆう顔がお瀬ぜ家の血族魔法なのか？」

「そう！　だと思う！　たぶん！」

「でも、確か……その血族魔法のおかげで、人間の有力者や他の魔族との関係を強くしてのしあがった──とか言ってなかったか？　今の雅の技は、どう見ても力業というか、腕力というか……」

「きっと拳で語り合ったんじゃない？」

　昔の少年マンガかよ。

「で、どういう仕組みなんだ？　魔術式とか……効果とか」

「うーん言葉じゃ上手く説明できないんだよね。なんかこーぐわーっときて、ぎゅーんってして、ぎゃるるるってカンジ」

　さすがに雅語は『恋人ラバーズ』のアルカナでも解析不能だ。

　しかし感覚だけで魔術式を作っているというのも、ある意味すごい。

　ん？

　……なんか雅の体が、だんだん斜めってきてるような？

「お、おい、雅!?」

　慌てて駆け寄ると、倒れそうになった雅を抱きしめた。

「ふにゃぁあああ……もう、だめぇ……」

　汗だくの顔を真っ赤にして、目を回している。

　暑さにやられたのか!?

「しっかりしろ！」

　さっきの魔法は凄い熱を発散させていた。こんなサウナスーツじゃ、無理もない。

　とにかく冷やさないと。

　俺は辺りを見回して、他の生徒がいないことを確認。雅の襟元に手を伸ばし、サウナスーツのファスナーを開く。

　すると、むわっとする熱気と、女っぽい甘い果物のような香りが立ちのぼった。

　そして中からは、剝むきたての果実さながらの巨乳。

　思わずつばを飲み込んだ。

　いつものストレッチ素材のスポーツブラに包まれた、雅のおっぱい。

　白い肌には瑞みず々みずしい汗の玉が光り、蒸したてのようにほんのり桃色に色づいている。

　妙に美味おいしそうなおっぱいを包んでいるスポブラは、汗でびしょびしょ。半分透けて、乳首の色や形が浮かび上がっている。

　こ、ここでこれ以上はマズい！

　急いでパレスに──いや、保健室の方が近い！

　俺は、雅の背中と膝ひざの下に手を入れ、抱き上げた。

　いわゆるお姫様抱っこで、さっき雅が開けた穴に飛びこむ。

　腕の中でぐったりしてる雅を気にしながら、廊下を走った。保健室はすぐそこだ。

　足で扉を開け、

「先生！　雅が暑さで倒れて──」

　誰もいなかった。

「う～あっつい……」

　うわごとのようにつぶやく雅をベッドに横たえ、急いでサウナスーツを脱がせにかかる。

「ほら、腕を後ろに……できるか？」

　上着を脱がせると、汗の雫しずくが背中を流れ落ちた。

　次に、裾すそを引っ張り、何とかズボンを脱がせた。こちらも、汗でぴったり張り付いたスパッツがお目見え。しっとり濡ぬれた下腹部から目をそらす。

「い、いま水を持ってきてやるからな」

　保健室にあった備蓄のミネラルウォーターを拝借し、雅に飲ませる。幸いなことに、朦もう朧ろうとしながらもごくごくと飲んでくれた。

「大丈夫か？」

「あー……まだ、ふらふらするけど……ありがと、ユート。ごめん」

　俺はふと、魔力を使い果たして気絶するときのことを思い出した。

「いつも気を失った俺を助けてくれてるだろ？　それに比べたら、大したことないよ」

「ユート……」

　すこし収まった雅の顔色が、ふたたび赤くなってきた。

「でも雅、そこまでして血族魔法にこだわらなくても……って気もするんだが」

「ううん。アタシには大事なことなんだ」

　そう語る雅は、具合が悪いにもかかわらず、瞳ひとみを輝かせている。

「血族魔法は一族に受け継がれているものだから。ちゃんと使ってあげたいんだ。頭が悪くて、お嬢様も無理なアタシだけど……夕顔瀬の娘なんだから、夕顔瀬っぽくしなきゃいけない気がして」

　雅……。

「何世代も使えなかった血族魔法を使えるようになったら、夕顔瀬の娘って自信を持って言えるっていうか……こんなアタシでも、お母様やお父様を喜ばせることが出来るかなって」

「……そっか」

「うん……つっ」

　語り終えると、雅は顔をしかめた。

「まだ具合悪そうだな。汗を拭ふいてやるから、ちょっと待ってろ」

　俺は棚からタオルを借りると、ベッドに戻る。

　しかしその時、扉の外で声がして、誰かが入って来そうな気配を感じた。

　俺は咄とつ嗟さにベッドを隠すカーテンを閉める。その直後に、扉が開く音が響いた。

『あれ？　先生いないよ』

『いいんじゃない？　勝手に使おうよ。薬と絆ばん創そう膏こうでしょ』

　そんなやり取りが聞こえてくる。恐らく体育祭の練習で、転んだか何かしたのだろう。

　こんなところを見られたら、色々と問題だ。俺は息をひそめて、雅にも静かにするよう、口の前で人差し指を立てた。

　すると雅が、こっちに来いと手招きする。

　俺はそっと一歩近寄ると、腰を屈かがめ、雅の口の前に耳を差し出した。

「汗……拭いて」

　今!?

　すると雅はスポブラの肩かた紐ひもを外し、下へとずり下げた。

　汗の雫が光るおっぱいの先っちょが、もうあと五ミリで見えそうだ。

「お、おい」

「だって、ユートも魔力だいぶ使ってたでしょ？　補給しておかないと、いきなり倒れたらヤバいじゃん」

　そ、それは、そうだが……。

「それに、イロイロ試した方がいいんだよね？　こういうの、モリモリ回復するかも」

　う……しかし。

　俺は少し悩んでから、タオルを雅の首筋に当てた。

「ん……」

　首から肩、そして鎖骨に浮かぶ汗の玉を拭き取ってゆく。

　次に体を近付け、正面から抱きつくようにして、背中を拭く。

　ものすごく近くに、雅の上気した顔がある。

　雅の吐息が俺の首筋をくすぐり、思わず声を上げてしまいそうになる。

「……ユートぉ♥」

　し、静かにっ！　しかもそんな甘えた声出すんじゃない！

『あれ？　誰かいるのかな？』

『カーテン閉じてるし、誰か寝てんじゃない？』

　ぴたりと手を止める。

　そしてつい、息も止める。

　そのとき、雅の肩甲骨に触れていた手から、魔力が伝わってくるのを感じた。

　こんなピンチの状況で、なぜ……？

『寝てるの邪魔しちゃ悪いし、静かにしよー。えっと、絆創膏どこかなー？』

　むしろうるさくしてくれた方が、助かるのに！

　耳元で、雅が少しおかしそうに囁ささやく。

「ドキドキするね」

「危ないって。これ以上は……」

「でも今、回復したよね？」

　それは確かに。どれくらい回復したのかアルカナに訊きいてみると、

『ただ今の魔力供給──２００００』

　背中に触れただけで!?

　抱きつくような格好のせいかも知れないが……もしかしたら、本当にこのドキドキするシチュエーションが影響しているのか？

「だったらさ……」

　雅が、おっぱいを持ち上げるようにして寄せた。

「ここも……拭いてよ♥」

　汗の玉が浮かぶ胸の谷間を見つめると、俺の喉のどがごくりと鳴った。

　鎖骨のすぐ下から、おっぱいに向けて拭いてゆく。

　タオル越しでも、その感触の変化がハッキリ分かった。徐々に柔らかく、ふわふわした触り心地に変化してゆく。

「ん……うぅん♥」

　雅も声を我慢しているのだろうが、微妙に甘いあえぎ声が漏れている。

　だが、だんだん行為に夢中になって、カーテンの向こうの音が耳に入らなくなってきた。

「ねえ、ユート……おっぱいは、下の方が汗たまるんだよ？」

　雅の濡れた瞳が、俺を見上げている。

「おっぱいの下と、体がくっつくとこ……拭いてくれる？」

　期待に満ちたまなざし。

「……雅が望むなら」

　雅はおっぱいの先を隠しながら、スポーツブラを下に引っ張った。ブラが頂点を乗り越えた瞬間、雅のおっぱいが、ぶるんと飛び出す。

　両手で乳首を隠し、おっぱいを持ち上げる。

「いいよ……ユート」

　胸がドキドキする。なにか、雅は手を離すタイミングを見計らっているような、そんな気もする。カーテンの向こうでは、他の生徒が傷の手当てをしているというのに。

　俺は雅の胸の下にタオルを当て、持ち上げるようにして下乳の感触を体感した。

　上から触ったのとはまた違う。それにずっしりした重さを感じる。

　おっぱいを押さえる雅の手が緩んできた。

「ユート♥」

『ただ今の魔力供給──３００００。限界突破』

　え？

『魔力の上限が３００００に上昇しました』

「何だって!?」

『補足、これにより上級魔法が使用可能となります』

「ユート？」

「いや……今、アルカナが言ったんだ。俺の魔力の上限が限界を突破して、上昇したって」

「やったじゃん！　ユート!!」

　雅は俺に抱きついてきた。俺も感極まって、雅を抱きしめる。

「ああ！　これで上級魔法も使えるぞ!!」

　その後で、雅が上半身裸だったことを思い出した。と言うか、抱きつく直前、ちらっと乳首が見えたような──、

　カーテンが勢いよく開いた。

「うわっ!?」

「きゃ!?」

　そこに立っていたのは──、

「二人で何をしているの？　こんなところで」

「……リゼル、先輩」

「まったく……私があの生徒を追い払わなかったら、普通に見つかっていたわよ？　あなたたち」

　正気に戻ったように、俺たちは小さくなった。

「……すみません」

「で、でも、おかげでユートの魔力の上限が上がったんだよ？」

「えっ!?　本当に？」

　俺と雅は、リゼル先輩に今の出来事を話した。

「なるほど……そうなの。恐らくは、一度に大きな魔力供給を行うと、上限も上がるということなのね……偶然の産物とはいえ、よく見つけたわね」

「というわけなので、とりあえず今回のことは大目に見て頂けないかと……」

　恐る恐るお伺いを立てると、リゼル先輩は顎あごに指を当てて考え込んだ。

「だったら──」

　リゼル先輩は、再びカーテンを閉めた。

「私がさらに限界突破してあげるわ」

　制服のリボンを解ほどき始めた先輩を、俺は慌てて止める。

「いや、マジでこれ以上はマズいですから！　今日のところはこれくらいで！」

　この後すぐ、保健の先生が戻って来たので助かった。これ以上のドキドキプレイは、正直心臓に悪い。

　しかしこの先、どんな方法の魔力供給が待っているのかと考えると、少し嬉うれしいような、恐いような、複雑な気持ちになった。
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　パレスのバスルームは広い。

　三人が余裕で入れるバスタブに、洗い場もダブルベッドが置けるほど。そしてシャワーブースも二つある。

　ガラス張りのシャワーブースに、『恋人ラバーズ』の《女王クイーン》姫ひめ神かみリゼルと、『恋人ラバーズ』の《王女プリンセス》夕顔瀬雅がそれぞれ入っていた。

　ガラス張りのショーケースに入った等身大フィギュア──と形容したくなるほど、二人とも人間離れした美しさを誇っている。

　驚くほど大きいのに、まったく垂れることのない、張りのある胸。

　鍛えられ絞り込まれたお腹。

　大きく張り出した、はち切れそうなお尻しり。

　美しい曲線を描く長い手足。

　男の欲情を煽あおるのに、これ以上はないという体だった。

　そんな一糸まとわぬ体を、さらに磨き上げるようにボディーソープの泡を広げてゆく。

「すっごい汗かいちゃったからなー。あーすっきりする～」

　保健室を出た直後、雅はすぐにシャワーを浴びたいと言いだした。同じく汗をかいたからと、リゼルもそれに付き合っていた。

「サウナスーツなんか着て、減量でもする気だったの？」

　リゼルも、ボディーソープで泡立てたスポンジで体をこすりながら訊いた。煽せん情じよう的な肉体が、少しずつ泡で覆われてゆく。

「そーゆーわけじゃないんだけど。リゼル先輩はダイエットは順調？」

「よ、余計なお世話よ」

　体中泡だらけになった雅の体に、シャワーのお湯が当たる。

「あーっきもちいい～♪」

　お湯が泡を洗い流し、雅の体のラインが再び露あらわになってゆく。

「今の家はおフロもないからなー。今度からここでおフロ入ってから帰るようにしようかな？」

「しばらくはうちにいてもいいのよ？」

「うん……でも、いつまでもってワケにいかないし。だって、取られた家とか土地って、もう返ってこないんだよね？」

「……そうね。難しいと思うわ」

「だったら切り替えて、新しい環境に慣れなきゃ。でも……」

　雅は頭からシャワーを浴び、うつむいた。

「イビザ……あいつだけは許せない」

「同感ね。でも体育祭が終わるまでは、お互い手を出さない取り決めよ」

「うん。分かってる」

　すっかり泡を洗い落とした雅は、シャワーブースを出た。

「あ、そだ。この前ユートの家での、れいななんだけど……」

「ええ……明るく振る舞っているけど、無理しているのね。でも、ちゃんとあの子のことも考えてるわ。今調べさせているところよ」

[image: ]

　雅はかけてあったバスタオルを手に取ると、わしわしと頭を拭ふいてから首にかける。

「さっすがクイーン。みんなのこと見てるんだね」

「そんなことないわ。あなたのことも、気付いてあげられなかった……ごめんなさい」

「ちょ、センパイが謝んないでよっ。悪いのはイビザなんだから！」

　リゼルもシャワーからお湯を出し、泡を洗い流し始めた。

「……失ったものは戻らないかも知れない。けど、その因果は必ずイビザに降りかかる」

「それってアタシら『恋人ラバーズ』が『悪魔デビル』に勝つってことだよね？」

「と言うよりも、雅が──かしらね」

「アタシ？」

「これは、あなたが乗り越えるべき壁だから」

「アタシが……」

「雅なら、きっと越えられるわ」

　雅はバスタオルを首からかけたまま、しばらく考えていたが、困ったような笑顔で頭をかいた。

「えーなにそれ？　なんかたまにセンパイって予言者みたいだよね」

「え？」

　リゼルはシャワーを胸に浴びたまま、雅を振り返った。

「なんか、未来のことが分かってるみたいじゃん。ユートのとこにアルカナが行ったときも、そんなに驚いてなかったし。それにアルカナの声が聞こえるはずだとかさー。最初、何言ってんだろって思ったもん」

「……」

　ふたたびリゼルは雅に背を向けた。

「買いかぶりすぎよ。予言者というより、せいぜい下手な手品師ってところね」

「えーそうかな？　でも、前にユートが次期魔王になるって言い切ったの、感動したよ！　だから、アタシもきっと実現するって思ってる！」

「そうね……実現させましょう。私たちの力で」

「うん。その……それで、センパイって、ユートのこと……どう思ってるの？」

「どうって……？」

「あのさ、アタシ……ユートのこと」

　雅は、シャワーを浴びていたときよりも頰を上気させて、告げた。

「ホントに……好き、かもよ？」

「……そうなの」

　リゼルは薄く微笑んだまま、表情を変えない。

「……えっと、セ、センパイは？」

「そうね、私は──」

　少し考えたのか、間が空いた。

「自分が支える次期魔王候補ですもの。嫌いなはずないわ」

「えっと……そ、そっか……」

　雅は続けて質問しようか、迷っている表情だった。

「うん、まあいいや……アタシ、先にでるね！　ごゆっくり！」

　雅は笑顔で手を振ると、バスルームを出て行った。

　扉が閉まると、バスルームは急に静かになり、シャワーの音だけが聞こえている。

　誰に言うともなく、リゼルはつぶやいた。

「雅……手品はね、種明かしをすると、単純なものなのよ」

　リゼルはシャワーブースの鏡に映った、自分の顔を見つめる。

「ユートは次期魔王になる。いえ……私が、ユートを次期魔王にしてみせるわ」

　リゼルは、シャワーを浴び続けた。
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　いよいよ、体育祭当日。

　校庭のトラックを囲むように、全校生徒の席が用意され、その外周には体育祭のために新たに観覧席が建設されている。

　どれだけ大規模なんだ、と思うが実際席が埋まっている。もう、確実に万人クラス。恐ろしい一大イベントだった。

　生徒だけで千人近く。その家族や一族、召し使い。それ以外にも、魔界から視察に来ている連中も多いらしい。こんな中で、一人だけ人間の俺って……大丈夫なのか？　こう、色々と。

「これより魔王学園、体育祭を始める!!」

　岩がん洞どう校長の開会宣言に続き、ステラによる選手宣誓。

「我々は──魔族の誇りにかけ、己のために、己の力を最大限に発揮し、どんな手を使おうと、相手を叩たたき潰つぶし、蹴け散ちらすことを誓います」

　ひどい宣誓だと思ったが、周りは全員拍手。手を振って笑顔で応こたえるステラを、俺はじっと見上げていた。

　校長が言っていた、魔族は利己的、という話を思い出す。

　でも、ステラも芸能界で上を目指すアイドルとしては、それくらいガツガツしててもおかしくない。ただ、俺はステラの魔王候補としての顔をまだ知らない。

　あの美しい顔の下に、イビザのような恐ろしい顔が潜んでいるのだろうか？

　そんなことを考えながら見つめていると、視線に気付いたステラが、ウインク＋投げキッスを送って寄こした。

　隣に立っているリゼル先輩が、苦々しい顔をしているのが、少し恐い。

　ともあれ、体育祭が始まった。

　イビザも体育祭が終わるまでは動かないはずだ。言い換えれば、このお祭りが終われば、再び戦争が始まるということだ。だが、今はこの瞬間を楽しもう。

「ゆうくーん♪」

　なにぃっ!?

　聞き間違えようのない声に振り向くと、吞のん気きに手を振る見慣れた姿。

「母さん!?　どうしてここに!!」

　隣には父さんもいる。早足で駆け寄ると、

「それがねー、リゼルちゃんが招待してくれたのよー。席が空いてるから、どうですかって。だから一緒に来ちゃった！」

「あ、あのあの、お邪魔します、ですです」

　母さんの陰から、れいなが現れた。

「中等部も、勉強のために高等部の体育祭を見学するです。だったら、一緒にと言われまして……」

[image: ]

　また……母さんが強引に誘った疑惑。

　だが、それよりも心配なことがある。ここは普通の学校じゃない。魔族の通う魔王学園では、人間に対する態度はキツい。それが母さんと父さんに向けられると……。

「大丈夫よ、ユート」

　リゼル先輩がいつの間にか隣にいて、俺を安心させるように微笑んだ。

「姫神家のプライベートルームに招待したの。あそこなら妙な雑音は入らないわ」

　リゼル先輩が指さす先には、体育祭のために建てられた観覧席がそびえ立っている。

　その中に、見晴らしの良さそうな個室が並んでいた。どうやら、あそこに招待してもらったようだ。

「すみません、先輩。こんなことまでしてもらっちゃって」

　母さんは満面の笑みで、リゼル先輩の手を握った。

「ほんっとにありがとうね！　リゼルちゃん！」

「いいえ、私もご招待出来て嬉うれしく思います。喜んで頂けたのなら、何よりです」

　リゼル先輩もにっこり微笑んで挨あい拶さつすると、母さんと父さんの後ろに向かって視線を移した。

「お二人をご案内して」

「かしこまりました。では、こちらへ」

　母さんと父さんの後ろに立っていた黒服の男女六人が、二人とれいなを案内して観覧席の方へ歩いて行った。

　どうやら、姫神家のＳＰのようなものらしい。

「お母様とお父様に危害は加えさせないわ。安心して競技に集中しましょう」

　突然、俺と先輩の間に、雅が割り込んできた。

「そーだよ！　アタシら白組が勝つところを見せてあげなきゃ!!」

　俺は思わず微笑み、観覧席の中央に設しつらえてある得点板を見た。

　今はまだ、白組も赤組も０という数字が表示されている。

「分かりました！　必ず勝ちましょう！　この体育祭でイビザのいる赤組に勝って、その後の勝利への呼び水にするんです！」

「おーっ!!」

　雅が拳こぶしを突き上げると、スピーカーからいかにも体育祭っぽい音楽が流れ始めた。

　いよいよ魔王学園の体育祭の始まりである。
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　競技は想像以上に白熱した。

　徒競走では『駿足鬼ストライド』を使ったり、混血種は身体能力を活いかしたりして全力疾走。

　玉入れでは、飛行魔法を使ったり、物質移動を使ったりして玉を直接カゴに入れる。

　それってズルじゃないの？　という気もするが、それぞれの持つ能力は使って構わない、というのが、魔王学園の体育祭。

　だが、負けそうになると、相手の組に球を投げつけ始めたが。相手も応戦して、これがシャレにならない威力。さながら銃撃戦。

　さすがに直接的な攻撃と見なされ、競技が止められた。

　しかし会場は大盛り上がり。生徒だけでなく、観客の歓声が轟とどろいた。

　生徒は魔王候補にいい所を見せようと必死。よって競技が白熱し、観客が興奮する。エンタメのイベントを、という校長の目もく論ろ見み通りだ。

　しかし肝心の魔王候補は、『恋人ラバーズ』『星スター』『戦車チヤリオツト』『審判ジヤツジメント』『悪魔デビル』のみ。

　ちなみに、参加予定だった『吊された男ハングドマン』は、あろうことかドタキャン。

　だから始まるまでは、これじゃ生徒はやる気が出ないんじゃ……と思っていたのだが。

　そんな疑問を口にすると、肩を組み、体をぴったりと寄せている雅が答えた。

「そりゃ、どっかで見てると思ってんじゃない？　実際、高みの見物とかしてそうだし。見てなくても、目立てば耳に入るじゃん」

「そんなもんか」

　ちなみに俺の右足首は、雅の左足首と紐ひもで結ばれている。

　つまり、二人三脚に出場するのだ。

　当然、雅は赤ブルマの体育着。特訓の時のスポブラ＆スパッツに比べればまだマシな露出度だが、これはこれでドキドキする。

　前の組がスタートし、俺たちもスタートラインにつく。

　現在の得点は、白１５４対赤１５９。

　拮きつ抗こうしているが、やや赤組のリード。ここは１点でも多く稼がなければ。

　白赤それぞれ五組の男女ペアが並び、スタートの合図を待った。

「雅。１、２のかけ声で動きを合わせよう。１で結んだ方の足を出すのはどうだ？」

「バッチシ！　ずだだだーって一位になろー!!」

　あまり焦ると、転びそうな気もするが……とにかく頑張るか。リゼル先輩やれいなだけじゃなく、母さん、父さんも見てるし。

　スタートの銃砲が鳴り、一斉にスタート。

「いち──」

　一歩目で倒れた。

「うわっ!?」

　咄とつ嗟さに雅を抱きかかえるようにして、俺が下になる。何とか、雅が直接地面に倒れるのを防いだ。

「ユート!?　大丈夫？」

　俺にのしかかった雅が顔を寄せる。

「あ、ああ。平気だ」

　綺き麗れいな顔のドアップと胸の上に乗った雅のおっぱいの感触に、ついどぎまぎしてしまう。

　体育着越しのおっぱいが、俺の胸に押し付けられ柔らかく形を変えていた。

「えっと……いちで右足だっけ？」

「違う。その逆だ」

「そ、そっか！　ごめんユート、いま起きるから。よっと……わあっ！」

　俺の胸から離れかけたおっぱいが、足を滑らせ、再びタッチダウン。回復する必要もないのに、魔力が回復しそうだ。

　やっと起き上がると、今度こそスタート。

「いっち、にっ、いっち、にっ」

　今度は順調だ。しかし先行した組とはかなり離されている。

「もっとペースを上げられるか!?」

「ぜんぜんおっけー!!」

　俺たちは速度を上げた。

　雅との一体感が増している感じがする。気持ちも体もシンクロし、どれだけ速度を上げても転ぶ気がしない。その代わり──、

　視界の端で激しく揺れる物体が、俺の注意を引いて止まない。

　それは躍動する、雅のおっぱいである。

　至近距離で見る乳揺れが、これほどの迫力を持っているとは知らなかった!!

　普通のサイズならともかく、雅のはヤバい。

　すんごい揺れる。

　体を密着させてると、俺の胸に当たるくらい凄すごい。

　くそっ！　こいつっ、俺の集中力を削そごうとしてくる！　最大の敵がこんな近くに！　獅し子し身中の虫と言うが、まさか雅の胸にこんな魔物が巣くっているとは！

「ユート！　例のアレ！」

「よ、よし！　『駿足鬼ストライド』!!」

　俺は雅のおっぱいから意識を引き剝はがし、魔術式に魔力を送り込む。

　一蹴りで数メートルを飛び、俺たちはあっという間に他の組に追いついた。すると隣のレーンを走っていた組が、

「く!?　この人間風情が！」

「人間に負けたら印象最悪よ！　『豪炎フアイガ』!!」

　炎が俺と雅の目の前をかすめた。

　こいつ!?　直接、攻撃魔法を撃ってきやがった!!

「ま、待て！　それは禁止事項だろ!!　そもそも、お前も俺たちと同じ白組じゃないか！　同じ組で足を引っ張り合って、どうするんだよ!?」

　しかし隣のレーンの男女ペアは、忌々しそうな顔で、

「人間と同じ組なんて思いたくもねえ！」

「てか、人間に負けるよりは、白組が負けた方がまだマシよ!!」

　さらに魔法を撃とうとしている。くそ！　真横に並んでいたら避よけようがない。

　一いつ旦たん、下がるか？　と思った時、

「うりゃぁあっ!!」

　雅が腕を真横に振り、裏うら拳けんで一撃。男の横っ面をぶん殴った。

「ぐふっ！」

　隣の組は折り重なるようにして、その場に崩れ落ちた。

「ああー、腕を振って走ってたら、自然とぶつかっちゃったーっ」

　棒読みの雅に、心の中で「白々しい」とツッコんだ。

　だが、その一撃に恐れをなした他の組は後ろへ下がり、俺たちは独走態勢。そのまま他の組を引き離し、ゴールイン!!

「おおーっ！　やったーっ！　一位だよっ!!　ユート!!」

　雅が抱きついてきた。

「お、おい！　まだ足縛ってるから──うわぁあっ！」

　再び倒れ、顔面に巨大なおっぱいが落下して来た。

「むぐぅっ!?」

　な、何も見えないっ！　顔全体が柔らかいものに包まれている感触と、雅のおっぱいの匂い以外何も分からん！

「えへへーサービスだよ、ユート♥」

　いや、苦しいから！　た、助けて！

　雅の腕を叩たたいてギブアップの意思表示を繰り返したが、通じなかった。

　やがて俺の意識は遠のいていった。
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「ユートさん、ユートさん、気が付きましたか？」

「ん……あぁ、れいな？」

　目を覚ますと、校庭の隅にあるテントで横になっていた。

「あれ？　俺、何でこんなところで……？」

「その……ユートさんは、雅さんに絞め落とされました、です」

　……そうだった。

　おっぱいで絞め落とされるのは、リゼル先輩に次いで二人目だった。

「あの、これから、これから、応援合戦が始まるですです。みなさん出演するみたいですから、もし起きて問題ないようでしたら……」

「そっか。せっかくだから見ないとな」

　テントから出ると、校庭の一角に設置された特設ステージに向かった。

　得点を見ると、白２６０対赤２９０。

　やや我が軍が劣勢か。

　ステージ前で、そんなことを考えていると──、

『白組のみんなーっ！　盛り上がってるーっ!?』

　派手な爆発音とスモークと共に、ステージ中央の奈な落らくから、星ほしガ丘おかステラが飛び出した。

　大きくジャンプし、着地。

　それだけで大歓声が沸き起こった。

　ステラのコスチュームは応援合戦らしくチアガール。

　袖そでなしで、襟ぐりも胸元まで開き、へそも出ているセクシーなタイプ。

　そしてスカートも短い。

　さっき飛び上がったときに、ふわりと浮いたスカートの下から、フリルの付いた白い下着が見えた。

　下着ではなく、いわゆるアンダースコートだろうが……正直、下着にしか見えない。

　周りを見ると、男子生徒の目は釘くぎ付づけ。無理もない。

『午前の競技はこれでおしまい。午後も頑張ってもらえるように、この星ガ丘ステラと白組チアリーディングチームが、いっぱい応援しちゃうからね！』

　チーム？

　再び爆発音が轟き、ステージ下から十人の少女が飛び出して来た。

「うわ……」

　息を吞のむような美少女軍団だった。

　様々なタイプの美少女が並ぶ様は、絢けん爛らん豪華で思わず見み蕩とれてしまう……ん？

　その中でも一番目を引く人がいた。

「リゼル先輩!?」

　あのリゼル先輩が、セクシーなチアガールコスでステージに立っている!?

　キリッとした凜り々りしい顔は、少し不機嫌そう。しかし、頰が微かすかに赤いのが、無む理り矢や理り恥ずかしいことをさせられているみたいで……何かそそる。

「れいな、どうしてリゼル先輩が？」

「ステラさんに誘われたみたいですです」

　リゼル先輩の隣には雅。こちらは脳天気な笑顔で手を振っている。

　他の少女たちも、可愛いタイプ、美人タイプ、巨乳だったりスレンダーだったりと、個性豊かな美少女揃い。後列には、前にステラにカードにして欲しいとアピールしてた猫っぽい少女もいた。

「リゼル先輩と雅先輩以外は、ステラさんのカードみたいですです」

「なるほど……可愛さで選んでいるだけのことはあるな……」

　ダンスミュージックが流れると、ステラたちのチアダンスが始まった。

　両手に持ったポンポンを振る姿は、可愛らしくも美しい。

　いつの間に練習をしていたのか、動きも揃っている。

　そして美しい体をくねらせ、煽せん情じよう的に腰を回す。

　健康的であり、艶つやっぽくもあるダンスだ。

　一斉に腕を上げると、全員の腋わきの下が並んで晒さらされる。普段目にしない部分なので、妙に艶なまめかしい。

『ＹＥＡＨ！　ＧＯ！　ＧＯ！　ＬＥＴ[image: ]　ＧＯ　ＳＨＩＲＯＧＵＭＩ!!』

　全員一斉に飛び跳ね、美しい肉体が躍動する。

　みんな楽しそうな笑顔で、動きの速いダンスをこなしてゆく。

　……リゼル先輩だけ無表情なのが、少し面白い。

　そして足を振り上げると、またもアンダースコートが見えて、胸がドキッと跳ねる。

　ステラはポンポンを投げると、代わりにマイクを摑つかみ歌い始めた。

　それは何度も聞いたことのあるステラのヒットソング。

　リズムがよく、つい踊りたくなる。

　生徒だけでなく、一般の観覧席からも歓声が上がった。

　ステラが腕を伸ばし、見つめるだけで、みんなうっとりした顔をしている。

　前にステラが言っていた──自分は歌や踊りで人の感情を動かす。それによって人間からエネルギーを得ているのだと。

　だが、心を奪われるのは人間だけじゃなさそうだ。俺は生徒席と観覧席を見回して、星ガ丘ステラの恐ろしさを少し理解した気がした。
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　俺とれいなは、リゼル先輩と雅を迎えに、ステージのバックヤードに向かった。

「お疲れ様です。リゼル先輩、雅」

「ユート……見てたのね」

　コスチュームを隠すように体を抱き、恥ずかしそうに身をよじるリゼル先輩が、とても可愛かった。

　近くで見るリゼル先輩のチアガール姿は、ステージの何倍も……色っぽい。

「アタシはどーだった？　ユート♥」

　雅はポーズを取って、俺にウインクした。

「ああ雅も良かったよ。でもいつの間に、練習なんかしてたんだ？」

「えへへ、それはね──」

「人知れず準備をするから、サプライズなのよ★」

　ショーの主役、星ガ丘ステラがやって来た。

「どう？　リゼル。最高の経験だったでしょ？」

　ふふんと鼻を鳴らすステラに、リゼル先輩は苦々しく返す。

「最低の経験だったわ」

「そうかしら？　大好評だったじゃない」

「まったく……あなたの力を増すために、私を利用しないで欲しいわ。こんなこと、ご自慢のカードたちにさせればいいじゃない」

「リゼルをあたしのバックダンサーに使える絶好の機会を逃すわけないでしょ。どう？　あたしのカードになるのも楽しいと思わない？」

「全然。二度とごめんだわ。こんな格好で人前で踊るなんて……白組の義務として、仕方なく参加したけど……生き恥をかいたわ」

「そんなことないですよ！」

　思わず口走ってしまった。

「ユート？」

「あ……すみません。でも、そういう格好のリゼル先輩もステキだと思います！」

「え……そ、そう」

　リゼル先輩は急に落ち着きがなくなり、しきりに髪を耳の上にかき上げたりしている。唇の端も上がり気味。

　少し機嫌が直ったのかな？

　そう思っていると、横を通り過ぎようとした美少女が、

「あ、おつかれさまー」

　と会釈をした。

　……実は、さっきステージを見ているときから、疑問に感じていたのだが。

「ルキ、何でお前が」

『審判ジヤツジメント』の魔王候補、好こう摩まルキ。色々な意味で、あの場に交じっているのはおかしい。

「あはは、そうだよね。赤組なのに……マズいよね」

「それ以前に、気にすべき点がある気がするが……」

　確かこいつは男のはずなんだが──が、しかし、チアガール姿がハマっている。

　確かに胸はないが、白い肌と細い手足といい、その可愛らしい仕草といい、普通にスレンダーな美少女。ほとんどの観客が、男とは気付いていないに違いない。

「実はステラさんに誘われて……断り切れなくて……」

「押しに弱いにも限度があるだろ……」

　そういえば一番押しに弱そうなネイトがいない。

「なあステラ。ネイトは誘わなかったのか？」

「最初に声をかけたわよ。でも、本気で嫌がるんだもん。固有魔法まで使って逃げられるとは思わなかったわ」

「固有魔法……チアガールから逃げるために？」

　そんなことに使うのも意外だが、ネイトの固有魔法って、逃げるのに役立つ能力なのか。姿を消すとか、そういうのかな？

「まあ、無理矢理出させても、棒立ちで泣かれたらステージ台無しだしね。その点、リゼルは変にマジメだから助かるわ」

「もしかして、馬鹿にされてるのかしら？」

　恐い顔で睨にらむリゼル先輩に、ステラは笑って応こたえた。

「違うって。助かったから、ホントに★」

　ぽんぽんとリゼル先輩の肩を叩たたき、ウインクする。

　こうして見ると、仲の良い友達のように見えるが、俺たちは次期魔王を目指して魔王大戦を戦う敵同士。

　このステージも、ステラが有利に魔王大戦を進めるための一手。そう考えるのが、妥当なのだろう。

　その一方で、逃げまくっているとしか思えない奴もいる。

　午後には、その引っ込み思案な魔王候補と、同じ競技に出る予定がある。

　勝ち負けより、ネイトがちゃんと競技に参加出来るのかが、ちょっと心配になった。
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　応援合戦も得点の対象だったらしく、白組が大きく点を伸ばして逆転。

　白３１２対赤３０５──となった。

　おかげで、午後はまた熾し烈れつな争いになりそうな予感がするが、その前に弁当だ。

「ゆーくん！　おつかれさまーっ！」

　姫ひめ神かみ家のプライベートルームにお邪魔すると、母さんに出迎えられた。

「さあさあ！　こっちこっち！」

　連れて行かれた先は、校庭を一望出来る見晴らしの良いバルコニー。

　そこにレジャーシートを敷いて、弁当が広げられていた。

　部屋の中のゴージャスな内装と家具とのミスマッチ。セレブな空間に、庶民の雰囲気を強引に持ち込んだ感じである。

「ユートのお母様のお弁当ね！　すてきだわ！」

　……しかしリゼル先輩が喜んでいるようなので、問題ない。

　おにぎり、唐揚げ、エビフライ、筑ちく前ぜん煮に、卵焼き、ポテトサラダとミニトマト、アスパラのベーコン巻きなどなど。弁当箱に重箱にタッパーと、家にある容器フル稼働という感じだ。運動したこともあって、もの凄すごく美味おいしそうに見える。

「はい、ゆーくんはツナおにぎりね」

「お！　ありがとう、母さん」

「へえ……ユートはツナおにぎりが好きなのね」

　そう言いながら、リゼル先輩の瞳ひとみが何かを探すように、素早く動いている。

「はい。リゼルちゃん。タコさんウインナーの三種盛りよ」

「お母様！」

『リゼルちゃん用』と書かれたタッパーを、うやうやしく受け取る先輩。何ということだ。うちのクイーンが、母さんの軍門に降くだってしまった。

　恐るべし、タコさんウインナーの魔力。確かに見た目、魔物っぽいよな。タコは外国じゃ悪魔の象徴らしいし。

「あーアタシ唐揚げ好きー♥」

　雅みやびは満面の笑みで唐揚げを口に入れる。

「んっ！　おいしーっ！　めっちゃアタシ好み！」

「いい食べっぷりね、雅ちゃん！　こっちは味付けが違うの！　試してみて！」

　母さんが別の重箱を差し出すと、雅は抱え込んで食べ始めた。

「おいおい、一人で食べきる気か？」

「これくらいよゆーだよ？」

　よく食べる奴だなあ……と思いつつ、俺も手にしたツナおにぎりにかぶりついた。

　ん？　れいなの熱い視線を感じるのは……気のせいじゃないよな？

　何だか判決を待つ被告のような表情で、スカートの裾すそをぎゅっと握っている。

　れいなの様子もそうだが、俺は口の中にも違和感を感じていた。

「このおにぎり……美味しいけど、いつもとちょっと味が違う？」

「まあ、気付いたのね！　ゆーくん、えらい！」

「なに？　母さん何か変えたの？」

「違うわよー、それはれいなちゃんが握ったの♪」

　えっ？

　れいなは頰を染めて、目の前に視線を落としている。

「そっか、れいながお手伝いしてくれたのか。おいしかったよ、ありがとうな」

「そ、そんな……」

　れいなの顔がさらに真っ赤になった。しかし口元は緩み、嬉うれしさが滲にじみ出ている。

「はぅ……れいなは、れいなは……えへへ……」

　にやにやと笑みを浮かべながら、水筒から冷たいお茶をコップに注ぐ──が、

「れ、れいな？　こぼれてる、こぼれてるっ」

「へ？　はわぁああああああああああああああっ」

　膝ひざの上に盛大にこぼした上に、慌てて放り投げたコップが自分の頭に着地。れいなは、頭から冷たいお茶をかぶってしまった。

「大丈夫か？　れいな」

「は、はわわっ！　す、すみませんっ、すみません！」

　安定のドジっ子スキル。でも、熱いお茶じゃなくて本当に良かった。

「れいな、向こうに私の部屋着があるから、着替えてきなさい。サイズは大きいけれど、乾くまで少し辛抱して」

　リゼル先輩の思いやりに、れいなは何度も頭を下げてからキッチンへ駆け込んだ。

「まったく、れいなは相変わらずね」

　優しげな微笑みを浮かべるリゼル先輩は、まるでれいなのお姉さんのようだった。

　いや、れいなだけじゃない。俺や雅にとっても、頼りになる、誰よりも信頼できるお姉さんだ。その姉さんが「あら？」と声を上げた。

「れいなったら、キッチンへ行ってどうするの？　向こうのプライベートルームに着替えがあるのに」

「あ、俺が見てきます」

　これ以上リゼル先輩の手を煩わしちゃいけない。俺は立ち上がると、バルコニーから部屋の中へ入り、キッチンへ向かって声をかけた。

「れいな？」

「ユ、ユートさんっ!?」

　キッチンの方から、焦ったような声が聞こえた。

「あ、あのあの、これって、やっぱりリゼル先輩は大人というか、まだれいなには早いというか……」

　ん？　先輩はああ言ってたけど、キッチンにも着替えがあったのか？

　俺は部屋を横切って、キッチンへ入った。

「着替えたのなら、服を乾かすから──」

「──ひゃ」

「……」

　俺は生まれて初めて、裸エプロンというものを生で見た。

　背中から、お尻しりまで剝むき出しの後ろ姿。腰に縛った白いリボン。

　慌ててこちらを向いたが、小さなお尻が目に焼き付いている。そしてフリルをたっぷり使った、ドレスのようなエプロン姿。

　正面から見ると、大事な部分は見えないので安心。

　なわけはない。胸元から肩、腕と素肌が剝き出しで、下半身もズボンやスカートの影も形もない。明らかにエプロン以外に何も身に着けていない。

「!!」

　いや、唯一の救いがあった。

　靴下を穿はいている！

　余計にエロいわ!!

　数秒見つめ合った後、

「ふひゃぁああああああああああああああああああああっ!!」

　れいなが、魂を吐き出しそうな叫び声を上げた。

「どうしたの!?　れいな!!」

「誰かの襲撃っ!?」

　キッチンに飛びこんで来たリゼル先輩と雅は、れいなの姿を見た瞬間、固まった。

「まさか、こんな手で来るなんて……れいな……恐ろしい子」

「ちょっ！　ズルいよ、れいな！　ねーセンパイ、アタシのは!?」

「あるわけないでしょ！」

　リゼル先輩はきびすを返すと、走って着替えを取りに行った。

　そんなこんなで、色々とトラブルもあったが、楽しく、美味しいお弁当タイムだった。

　人間も魔族も、一緒に楽しく過ごす。

　お互いがお互いを尊重し、信頼し、親愛の気持ちを抱く。

　ここは一つの理想郷だ。

　世界中が、こうなればいいのに──と、ふと思った。
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　午後の競技が始まり、俺と雅はクラスの生徒席に戻った。

「ユートは午後何に出るの？」

「障害物競走と、最終競技のリレーだな……ちょっと気が重いが」

　リレーは足の速い能力を持つ奴に任せたいところだが、各組の魔王候補によるリレーなのだ。名付けて『魔王候補リレー』。

　ちなみに棄権や代走を頼むと、問答無用で失格だそうだ。欠席の『吊された男ハングドマン』の代わりだけは認められたが、体育祭に参加していて走らないのはＮＧ。

「魔王候補なんだからしょうがないじゃん。心配ないって。『駿足鬼ストライド』を使えばだいじょーぶだよ！」

　同じ魔法の勝負なら、魔族の方が上うわ手てと考えるのが普通だけどな……。

　強引に走らせようとするのは、現状で五人しか参加していない魔王候補が欠けると、もう魔王候補リレーの体を成さないからだろう。

　この競技は校長の発案らしく、運営側も実現させようと必死なのだ。

　雅は体育祭のパンフレットを開くと、あっと声を上げた。

「もう障害物競走って、次の次くらいじゃん」

「あ、そうか。ちょっと行ってくる」

　集合場所に行こうとしたが、喉のどが渇いていることに気が付いた。

　ちょっと給水しよう──と水道のところへ行く途中、金色の髪で片目を隠した、褐色肌の少女がベンチに座っていた。

　あれは……ネイト？

　暗い顔でうつむいている。何か困ったことでもあるのだろうか？

「ネイト、顔色が悪いけど大丈夫か？」

「あ……ユートくん」

　驚いたように顔を上げると、力のない微笑みを浮かべた。

「うん……平気」

「そろそろ障害物競走だぞ。行かなくていいのか？」

　すると、また暗い顔でうつむいてしまった。

　俺は気になり、その横に腰を下ろす。すると、ネイトは小さくつぶやいた。

「……出るの、やめようかな」

　え？

「やっぱり、どこか具合が悪いのか？」

　しばらく両手の指を絡ませてもじもじしていたが、やがてぽつりぽつりと言葉をこぼしはじめた。

「スポーツならいいかな……って、思ったんだけど……やっぱり、勝ち負けがつくのって、苦手……一人でするものなら、いいんだけど」

「勝敗がつくのがいやって、負けるのがつらいとか？」

　ネイトは首を左右に振った。

「あたしが負けるのはいいの。勝つと、負けた人がかわいそうだし……もの凄すごい敵意を向けられる。他人をそんな嫌な気分にして、しかも恨まれるなんて……だったら、負けた方がいい」

「ネイト……」

「でも、あたしが負けると困る人がいる。だから、どうしたらいいか、わからなくて……」

　これが『戦車チヤリオツト』の魔王候補か。

　魔族とは思えないほど──繊細で、優しい。

「ネイトは優しいな」

「え……ええっ!?」

　びっくりしたように顔を上げ、俺を見つめた。

「そうじゃなくて……あたし、ただ気が弱くて……引っ込み思案……魔王候補になんかなりたくなかったのに」

「でも、周りの期待に応こたえたいと思ったんだろ？」

「……そんなんじゃ……ただ、断れなくて……」

　ネイトは魔王候補。いわば俺の敵だ。

　この分なら、彼女は早々に退場する。それは俺にとっても望ましいことのはずだ。

　でも──、

「魔王候補をどうするかは置いておいてさ、今日は楽しもうぜ」

「……楽しめないよ」

「じゃあさ、俺と勝負しよう」

「？」

「俺とネイトは同じレースに出ることになってるだろ？　だから、他の走者は先に行かせて、俺とネイトのどっちが勝つか、サシの勝負ってことで」

「そ、そんな……リゼルの魔王候補をビリか、ビリから二番目になんて……」

「俺は負けても気にしないから、遠慮なく勝負してくれ」

「負けても……悔しくないの？」

「悔しいさ。その瞬間は、相手のことをこの野郎って思うかも知れない。でも、恨んだり、憎んだりはしないよ」

　ネイトは驚いたような顔で訊きいた。

「……どうして？」

「それは自分の力が及ばなかったことが悔しいからだ。負けた相手は、自分にとっての壁。目標なんだ。だから頑張れるし、努力できる」

　ネイトは、口を半分開いたまま聞いている。

「相手に勝つのは、自分に勝つこと。自分の壁をぶち壊して先へ行けたってことを喜んでいるんだ。相手には感謝の気持ちしかない。相手に負けたとしても、そのおかげで分かること、気付くことがたくさんある。気付かせてくれたことに感謝だ」

　俺は呆ぼう然ぜんとしているネイトに笑いかけた。

「だから、俺には気を遣わなくていい。むしろ、手を抜かれたらバカにされた気がして、そっちの方が腹が立つ」

　まんまるだったネイトの片目が、ふっと細く、優しくなった。

「優しいのはユートくんの方。さすが……リゼルの魔王様」

　そういえば……さっきから、リゼル先輩に親近感を持っているような口ぶりだよな？

「ネイトってリゼル先輩の知り合いっていうか……友達？」

「うん。というか、幼なじみ……四歳くらいから」

　幼稚園くらいか。魔界に幼稚園があるのか知らないけど。

「リゼル先輩って、どんな子供だったんだ？」

　するとネイトは、ふふっと笑みを漏らした。

「恐かった」

「え」

「でも、あるときから優しくなった」

「それって……性格が変わったってこと？」

「きっかけが何だったのか覚えてないけど……前は、すごく恐かった。魔力も大きいし、魔法も強いし、みんな怖がってたよ」

「なんかガキ大将みたいだ」

　今のリゼル先輩と違い過ぎて、ちょっと笑ってしまった。

「そんな感じ……と言うより、女王さま。自分に逆らう者、気に食わない者は、徹底的に叩たたき潰つぶしてた」

　……マジで？

「いつも鋭い目をしていて、表情も氷みたいだった。当時から大人っぽい美人だったから余計に恐くて。あと、頭もずば抜けて良くて、先生が注意しても言い負かしてた」

　今のリゼル先輩からは、想像もつかない。

　なんか衝撃の事実を知ってしまったような感じだ。これって黒歴史的な？

　でもまあ、子供の頃の話だし。黒歴史は言い過ぎか。

「あ、そういえば」

　ネイトは小さく手を合わせた。

「こんなことがあったな……マッドマウスって泥のモンスターがいるんだけど、あたし、その巣に足を取られて、抜け出せなくなったことがあるの。粘着質な泥を作るモンスターでね、泥だらけになって身動き取れなくなっちゃった」

　笑って話すネイトだが、きっと子供の当時は恐かったに違いない。

「それで泣いてたら──リゼルが手を差し伸べてくれた。あたしが『リゼルちゃんも泥だらけになっちゃうよ？』って言ったら、『洗えばいいじゃない』って言って、自分も泥の中に入って助けてくれたの」

　それは……俺が知っているリゼル先輩だ。

「それまでは、凄いけど、恐い……あまり近付きたくないなって思ってた。でも、それから……リゼルのことが好きになったの」

　そう語るネイトの表情は、とても嬉うれしそうだった。
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　それから俺は、ネイトと一緒に障害物競走の集合場所へ向かった。

　俺たちは一番初めの組だった。

　実行委員が障害物を準備するのを待ち、俺とネイトは並んでスタートラインに着く。

「手は抜かないからな、ネイト」

「うん……あたしも、頑張るよ」

　よーい、のかけ声の後、スターターの持つ銃がバンっと破裂音を響かせる。

　八人の生徒が一斉にスタート。

　但し、俺とネイトはスタートラインから動かない。

「どうしたんですか!?　スタートですよ、ネイトさん！」

　スターターの実行委員が声をかけるが、俺たちはじっとしたままだ。

　客席からはざわざわとした動揺が伝わってくる。リゼル先輩と雅も、心配そうな表情で見つめていた。

　他の走者が直線を過ぎ、コーナーを曲がりかけたとき、俺はネイトと見つめ合った。

「いくぞ、ネイト！」

「うんっ！」

　俺とネイトは今、二人だけのスタートを切った。

「な……っ!?」

　しかしネイトに、あっという間に追い抜かれた。

　ネイトはそのまま最初の障害、平均台に跳び乗る。幅十数センチの細い一本橋の上を、速度を落とさず走ってゆく。

　くそっ……普通の身体能力も高たけえ！

　遅れて平均台を渡りきると、俺は『駿足鬼ストライド』の魔法を発動した。

　再びネイトに並ぶと、ネイトが俺を見て微笑んだ。

　余裕だな──いや。どちらかといえば、一緒に走るのが楽しいって顔に見える。

　高さ二メートルの壁が立ちふさがる。

　ジャンプして手をかけ、体を持ち上げる。

　しかしその時には、すでにネイトは飛び越えていた。

　また離される！

　転がるように飛び降り、次の障害であるトンネルに向かう。長さ一メートルほどのプラスチック製のパイプ。それをスライディングで一気に抜ける。

　ネイトは次の障害である網の下をくぐり抜けて、再び走り出していた。

　くそっ！　かなり遅れてるな!!

　俺は焦る思いで、コース上に伏せられた網に頭を突っ込む。頑丈な紐ひもで編まれた五メートル四方の網だ。俺は網をかき上げながら、中腰で進み──、

「ぐがっ!?」

　突然、全身が痺しびれた。手足が動かなくなり、地面に倒れる。

　これは……っ！　網に電撃の魔法を流している!?

「この程度……なめんな──!?」

　立ち上がろうとして、地面に手を突く。その手がずぽっと地面に沈んだ。

「なっ!?」

　俺の体の下に、黒い沼が広がっていた。

「な……何だこれは!?」

　あのマキって子が引きずり込まれたものと、そっくりだ。

『解析……これは魔界へのゲートと推測』

　やはり……っ!?

『警告。人間がそのまま落ちると、命を失います』

「な……っ!?」

　さらっとしたアルカナの答えに、背筋がぞっとする。

　手を引き抜こうと足を踏ん張ると、今度は足が沈んだ。そして下半身が完全に沼に消える。

「ふふふ、ザマないわね」

　近くに立っていた実行委員の生徒が、俺を見おろして笑っていた。

「お前の仕業か!?」

「私じゃないわ。ある方の指示よ。私はその方に、全てを捧ささげているの」

　──イビザの……差し金!!

　すると、こいつもイビザのカードなのか!?

　くそっ！　まるで粘着質の泥のように、手足を取られて動けない。

　さっきネイトに聞いた、子供の頃の話が頭を過よぎった。

「ユートくんっ！」

　ネイト!?

　コースを逆走して来たネイトを見て、実行委員は驚いた顔をした。

「ちょ、どうしたんですかネイトさま!?」

「そ、それより、これは……？」

「ああ、この人間なら気にしないで下さい。無様な最下位、いや、完走すら出来なかったゴミとして処理しておきますので」

「ゴミって……」

　ネイトの顔が驚きと悲しみに歪ゆがむ。

　その間にも俺の体は沈んでゆく。粘着質の泥は重く、沈んだ手足はまったく動かせない。

　もう胸の辺りまで！

　何か、何か、魔法で脱出を……っ！

　俺が必死に足搔あがいている間、ネイトは必死の説得を続けた。

「あ、あたしたちのどっちかが最下位になるから、それでいいでしょ？」

「人間如きが、魔族と同じ土俵で争うこと自体が許されないのです。こいつらに、そんな資格はない」

　く、くそっ……網の電流で体が痺れて、魔術式が作れない！

　ネイトは真っ青な顔で俺を見つめている。

「で、でも、ユートくん……」

「ネイト……い、いいから、行け……」

「ユートくん!?」

「まだ、勝負は……終わってない、からな」

「え……」

「俺は最後まであきらめ──」

　口まで沼に沈む。もう何も伝えられない。

　そんな俺を見て、ネイトは表情を変えた。

　眉まゆを寄せて、唇を嚙かんでいる。

　それは、初めて見るネイトの怒りと悔しさの表情だった。

「……ユートくんは、優しくて、いい人です」

「は？　何を仰おつしやってるんですか？　それより、早く──」

「それなのに、人間だからという理由でこのような仕打ち！　あんまりです！」

　ネイトの内側で、膨大な魔力が膨れあがるのを感じた。

「ネ、ネイト、さま？」

　実行委員がうろたえた声を上げ、後ずさる。

「今度はあたしが助ける番です!!」

　片側だけ見える瞳ひとみが、青く光った。




「『覇道最速トツプランナー』!!」




　次の瞬間、辛うじて沼から出ている目で、俺は見た。

　巨大で精密な魔法陣が構築されてゆくのを。

　あれは……一体、何だ!?

　その魔法陣は、次々と空間に物質を生み出してゆく。

　魔力を物質化し、部品パーツを生み出しているのか!?

　生み出された車輪が、装甲が、槍やりが、自らの意思を持っているかのように動き、組み上がってゆく。

　それはいわば、物質化した固有魔法。そして、その形状は──、

「ひぃゃあぁあああっ!?」

　実行委員が腰を抜かして、尻しり餅もちをついた。

「こ……これは……全てを蹂じゆう躙りんし、通った後には、何も残らないという……」

　そして、じたばたと地面を這はいながら、必死になって逃げ出した。

　俺自身も、出現したモノの威容に、怯おびえ、震えている。

　アルカナに訊きくまでもない。本能が、そのヤバさを感じ取っていた。

　──その戦車チヤリオツトに。

　あれが……ネイトの固有魔法。

　それは古いにしえの騎馬戦車。

　古代ローマやエジプト時代の戦車だった。

　但し引くのは馬ではない。仮面を被かぶった、異形のスフィンクス。

　黒と白、二匹のスフィンクスが引くのは、豪華絢けん爛らんな金の馬車。分厚い装甲を誇り、槍やボウガンで武装した、戦闘用の車だ。

　そしてスフィンクスの手綱を握るのは、もちろんネイト・カルナック。

　──『戦車チヤリオツト』の魔王候補。

「はっ！」

　手綱を鳴らすと、スフィンクスが駆け出した。ネイトが乗る戦車がやって来る。

　ダメだ！　ネイトまで電撃と沼の魔法にやられる！

　しかし、口まで埋まっているので声が出せない。

「斬り裂け!!」

　ネイトが一声かけると、戦車はそのまま網の中に突撃した。電撃の魔法を発する網をものともせず引き裂き、地面から引っこ抜いた。

「な……」

　通り過ぎた戦車がＵターンして戻ってくる。そして──、

「ユートくん!!」

　車から身を乗り出し、ネイトが手を伸ばす。

　くそ……何とか、手を！

『魔導力マキシマイズ』!!

　俺は渾こん身しんの力を込め、右腕を沼から引き抜いた。

　抜けた瞬間、その手首をネイトが摑つかんだ。

「うおっ!?」

　次の瞬間、もの凄すごい加速が俺の体を沼から引き抜いた。そしてネイトは、そのまま片手で俺の体を引っ張り上げる。

「ネ、ネイト……」

「つかまってて下さい！　飛ばしますから、振り落とされないで！」

「わ……分かった！」

　俺は慌てて前面の装甲を摑んだ。戦車は加速すると、あっという間にコーナーを駆け抜ける。しかし先には数々の障害。深く掘った穴や、高い壁、強固な柵さくなどが待ち構えている。

　しかし──、

「蹴け散ちらして!!」

　ネイトが命じると、戦車は一切速度を落とすことなく、それらの障害を全てなぎ倒した。

「すげ……」

　何という突破力。

　先を走る生徒の後ろ姿が見えた。

　ネイトの口元に微かすかに微笑みが浮かぶ。

「何者であろうと……あたしの前は走らせませんっ！」

「……」

　なんか、人格が変わってるような。

　ネイトが手綱を波打たせると、スフィンクスの背中で鋭い音が響く。

「うおあっ!?」

　ブーストがかかったように加速し、障害を粉砕しながら他の生徒をブチ抜いた。

「……あれは!?」

　ゴール前に、おびただしい数の魔物が待ち構えていた。

　先頭集団が戦っているが、突破することは難しいらしく、足止めを喰くらっている。

　いくら何でも、先行した生徒がまだゴールしていないのはおかしいと思ったら……そういうことか。

「ネイト！　まずいぞ!!」

　しかしネイトは、微笑みを浮かべ、

「この戦車を止めることが出来る者など、いませんっ!!」
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　さらにスフィンクスにムチをくれた。

「ちょ……っ!?」

　加速度を上げ、魔物の大軍に突っ込んでゆく。

「はぁあああああああああああああああああああああああっ!!」

「うわぁああああああああああああああああああああああっ!?」

　魔物の群れを斬り裂いた。

　はねた魔物が宙を飛ぶ。

　蹴散らし、踏み潰つぶし、一切の容赦もなく、一切の迷いもなく、一直線に突破した。

　そして、

　一番でゴールしたネイトに、観覧席から割れんばかりの拍手と歓声が上がる。

　俺も、堂々とした勝者に向かって、祝辞を述べる。

「ネイト、おめでとう！　違う一面に、ちょっと驚いたけどな」

「え……はっ！　あ、あたしったら!?」

　正気に返ったのか、うろたえた顔になると、おろおろと辺りを見回す。

「ネイトさまーっ！　ステキ～!!」

「すっげーはええええっ！　カッコ良かったぞ！」

　勝者を称たたえる声が、三百六十度、全方位から降ってくる。

　ネイトは真っ赤になった頰を冷ますように、両手で顔を押さえた。

「あたしは、ただ……ユートくんを助けなきゃって思って……つい」

「ああ。おかげで助かったよ。それに、いい勝負だった。ありがとう」

「ユートくん……」

　涙ぐんだ目で微笑むネイトからは、少し悩みの影が薄くなったように思えた。
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　そんなわけで障害物競走はネイトが一位。歴代最速タイムも記録した。

　そして俺は……失格。

　ネイトの戦車に乗せてもらっただけと言われれば……まあ、確かにその通りだった。

　ゴール地点から自分たちの席に戻ろうとすると、

「何やってんのよ、あんたは！」

　星ほしガ丘おかステラが、腕を組んで立ちふさがった。

「わ、悪い、ステラ。最後のリレーで挽ばん回かいするから」

「当たり前よ！　このあたしも出るのよ？　みっともないレースにしたら、死の星をプレゼントするわ！」

　何それ？　と思ったが、訊くとさらに怒りを買いそうなので黙っていた。

　そして俺の代わりに、ぺこぺこ頭を下げるネイト。

「ご、ごめんなさい。あたしが余計なことしちゃったから……」

「あーもう、いいわよ。その代わり、最後のリレーはキメてね。あたしがアンカーだから、丁度いいペースで走って、見せ場を演出するのよ？　いいわね、ネイト？」

「う、うん。分かった」

　そして次に、ステラは俺をびしっと指さす。

「まあ、あんたには期待してないから、どうでもいいわ。第一走者でせいぜい遅れなさい。どうせネイトがその後で取り返すから。でも取り返せないくらい遅れたら殺すから」

「りょ、了解だ！」

　そして再びネイトを指さす。

「そしてネイトも！　ぶっちぎりはダメよ！　後もう少しでトップに追いつくというところで、あたしにバトンを渡すの！」

　そこでステラは華麗にポーズをキメた。

「そしてあたしが接戦を制してゴール！　というシナリオよ★」

　その筋書きで頑張ると誓わされて、俺はやっと解放された。

　ステラとネイトが立ち去ると、リゼル先輩と雅がやって来た。

「ご苦労様、ユート」

「すっごい面白かったよ！　めちゃ盛り上がってたし！」

「そう言ってもらえると救われるよ。ありがとう」

「まーでも、失格には、あはははってカンジだけどね！」

　ソレは余計だ。ニヤニヤしながら言うな。

　そんな雅とは対照的に、リゼル先輩は俺を熱いまなざしで見つめていた。

「ネイトのこと、ありがとう」

「いいえ、俺は別に……」

　しかしリゼル先輩は、全てを知っていると言わんばかりの微笑み。まるで聖母の微笑みだ。こんなリゼル先輩も魔族……悪魔なんだ。

　魔族は利己的な生き物だっていうけど、リゼル先輩を見ていると、それだけじゃないって思える。

　ネイトが教えてくれた、子供の頃の先輩の方が純粋な悪魔という感じがする。

「そういえば、先輩は子供の頃はとても恐かったんですよね？」

　少しイタズラ心を出して、そう聞いてみた。

　また慌てる先輩が見られるかも知れない。

「……え？」

　しかし、リゼル先輩は目を見開いて固まった。

「ユート？　あなた……」

　何か、リゼル先輩の様子が変だ。

　俺、何かヤバいことを言っちゃったのか？

　リゼル先輩にとっての地雷を踏んだとか!?

「あ、あのっ！　すみません！　ネイトに聞いたんです。子供の頃の先輩は、ちょっと恐かったって」

　リゼル先輩の肩から力が抜けた気がした。

「ああ、そういうこと……」

　そして少し恥ずかしそうに眉を寄せた。

「もうネイトったら……私にとって黒歴史というか、若気の至りというか……いい気になってたのよ。自分が世界で一番偉いと思い込んでいたのね。恥ずかしいわ」

「すみません。勝手に過去をほじくり返すようなことを……」

　申し訳ないとは思うのだが……恥じらう先輩は、やっぱり可愛い。

「へえ～アタシはセンパイの子供の頃ってキョーミあるなー。ね、ユート。もっとグイグイ行こうよ」

「あのな……本人が嫌がってるのに」

「あれ？」

　着信があったのか、雅はブルマに挟んであったスマホを出すと、画面を見つめた。

　その横顔に、驚きと緊張が滲にじんでいる。

「雅？」

「ちょ、ちょっと……アタシ席外すね」

　取り繕うように笑うと、そそくさと離れてゆく。

　……何か様子がおかしいな？

　雅の姿が人混みの向こうに消えてから、スマホを見つめる雅の顔を思い出す。

　何かただ事じゃない様子だった。

　……やっぱり気になる。

　俺はちょっとトイレに行くと先輩に言い訳して、雅を追いかけた。
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　雅の姿を探し、人混みをかき分けて進むと、金髪ツインテールの後ろ姿が見えた。

「おーい、雅！」

「ユート？」

　足を止め、雅が振り返る。その表情はやはり曇っている。

「どうかしたのか？」

「え……うん……」

　雅は言おうかどうか悩んでいる様子だったが、

「ユートならいっか……他の人にはナイショだよ？　実は……レベッカが相談したいことがあって、二人きりで会いたいって言うんだ」

「レベッカが？」

　イビザが連れていた女の子の一人。かつて雅の配下だった貴族だ。

　雅はスマホを出すと、さっき届いたＳＮＳのメッセージを見ながら、つぶやくように言った。

「一人で校舎裏に来て欲しいって。イビザに操られてたけど、正気に戻ったって。でも今までしたことを考えると、他人には言えないし、恐くてどうしていいか分からないから、助けてって……」

　正気に戻った？

　それって、ギガラの代わりにマキが正気に戻ったように？

　だとしたら……レベッカもマキと同じように、魔界からお迎えが来た？　しかし、まだ魔界に送られてはいないらしい。

　何か……腑ふに落ちない。

「雅、用心した方がいい」

「うん。でも……放っておけないよ」

　雅……あれだけの仕打ちをされたのに、お前って奴は……。

「分かった。俺も一緒に行く」

「うん……ありがと」

　俺たちは校舎裏に向かった。

　体育祭で大勢人が詰めかけている割には、校舎裏近くには人影がまったくなかった。

　まるで、みんな意識して避けているみたいだ。

　校舎裏に着くと、そこにはレベッカが待っていた。

「雅！　来てくれたのね！」

「レベッカ……っ」

　走り出した雅の後を俺も追った。

「ねえ、レベッカ。一体──」

　あとちょっと──というところで、

『警告。直下に魔術式の反応あり』

　──なに!?

　俺たちの足下に魔法陣が浮かび上がった。

「逃げろ！　雅!!」

「え──」

　しかし遅かった。魔法陣が輝きを増すと、俺も、雅も、その場に膝ひざをついた。

「くっ……何だ、これは!?」

　強烈な目まいを感じて、立ち上がることが出来ない。

「あ……あたまが、ぐらぐらする……レ、レベッカ、大丈夫──」

　レベッカは雅を見おろし、冷たい笑みを浮かべた。

「信じたんだ？　本当に、おめでたい奴」

「そん……な」

　こいつ……!!

「く……アルカナ、この魔法は何だ!?」

『解析……あらかじめ地面に仕込んだ儀式魔法。ターゲットが魔法陣に入った瞬間に発動、平衡感覚と判断力を奪う。四方に起動用の呪じゅ物ぶつあり』

　魔法陣の周りを見ると、微かすかに盛り上がった部分が四カ所ある。

　──あれか！

　目まいで意識を集中させるのが難しい。だが、初級魔法であれば！

「『爆裂デトネイト』!!」

　爆発系の初級魔法を四連撃。地面が四カ所、小さく土が破裂した。

「き、きさまっ!?」

　レベッカは憎らしそうに俺を睨にらむが、警戒するように後ろへ下がって距離を取った。

　俺はふらつく足を押さえ、何とか立ち上がる。

「雅！　大丈夫か!?」

「う、うん……もう大丈夫」

　雅も頭を押さえながら立ち上がると、困惑のまなざしをレベッカに向けた。

「レベッカ……どういうこと？」

「ふん……体育祭に気を取られている間に、あなたを捕らえてイビザ様に献上するはずだったのに……」

　言葉を句切って、俺をギロリと睨む。

「そっちの魔王候補まで付いて来るなんて……やっぱり、さっき仕留め損なったのは痛かったわね」

「障害物競走のときの罠わなは、やはりお前らの仕業か！」

「当たり前でしょ。私たちイビザ様のカードは、イビザ様の喜ぶことをするの。今一番喜んで頂けるのは、雅をイビザ様に差し出すこと。お前はそのためにジャマなだけよ」

「どうして!?　アタシはレベッカを心配して来たのに！」

「だから愚かなのよ……あなたは」

　レベッカは小馬鹿にするように笑った。

「心の中じゃ、ずっとあなたを見下してた。夕ゆう顔がお瀬ぜに生まれたってだけで、偉そうに。何でこの私が、あなたより格下なのよ！」

　ショックを受けたように、雅は呆ぼう然ぜんとして立ち尽くしていた。

「そんなとき、イビザ様が私を導いてくれた。どうすれば夕顔瀬を蹴け落おとして、上に行けるか。私とイビザ様の愛と絆きずなが、あなたを引きずり下ろしたの。私は自分が持つもの全てをイビザ様に捧ささげた。それこそ、愛と信頼の証あかし」

　うっとりとした顔で語るレベッカに、雅は耐えきれなくなったように叫んだ。

「やめて！　マキを見たでしょ!?　あいつはあなたたちのことなんか、何とも思ってない！　使い捨ての道具くらいにしか思ってないんだから！　愛してるわけないじゃない！　何でそんなことが分からないの!?」

「勝手なこと言わないで!!」

　レベッカが鬼のような顔で叫んだ。

「あの人は私を愛してる！　私には分かる！」

「マキみたいになってもいいの!?」

「いいわ」

「……!?」

　レベッカは陶酔したような顔で答える。

「あの人を助けるためなら。それであの人が喜ぶなら、私を愛してくれるなら、この身がどうなっても構わないわ」

　どこからか、拍手が聞こえた。

「いやぁー感動した！　もう最高だよ、レベッカは！　もうホント最高!!」

　校舎の陰から、チャラい男が姿を現した。

　──三みツつ石いしイビザ！

　軽い足取りでやって来ると、イビザはレベッカの肩を抱いた。

「ごめんなさい、あいつが一緒に来ちゃって、計画が……」

「いいって、いいって！　レベッカが頑張ってくれたこと知ってるし！　すっげ感謝してる！　もうホント」

「イビザ……」

　レベッカは頰を染めて、イビザを見つめる。その顔はただの恋する少女のようで、俺たちに向けるものとは真逆だ。

　レベッカも恐らくは被害者の一人。真に倒すべきなのは──、

「イビザ！　体育祭が終わるまでは、休戦じゃなかったのかよ!?」

「えー何言ってんのキミ？」

　イビザは唇の片側をつり上げて笑う。

「敵同士なのに約束とかウケる。平和ボケってヤツ？　勝てるチャンスがあれば、そんなん関係ないっしょ。勝った方が正義なんだからさ」

「違う！　敵同士であっても、約束は約束だ！　お前は信頼を裏切っただけだ！」

「だーかーらぁ、それがバカだっての。何で敵を信頼すんだよ？　頭わるいね」

「狡こう猾かつさを、頭の良さと勘違いするんじゃねえ！」

「ホント人間って救いようのないバカだね。頭がいいから狡猾なんじゃん」

　何を言ってもイビザには響かない。

　イビザは、ますます俺をバカにするように言った。

「君にはキョーミはないんだけど、今ちょっと赤組が不利じゃん？　次期魔王としては、体育祭で負けたって実績を作るわけにいかないんでね。ちょうど得点も競ってるから、君に魔王候補リレーを欠場してもらって、失格になってもらおうと思ってさ」

「てめぇ……」

「ついでに魔王候補の一人も殺せる。そうなれば、体育祭のＭＶＰもいただき！　これって最高！　最高じゃね!?」

　はしゃぐイビザに、レベッカも楽しそうに笑う。

「うん、ステキ！　頭いいし、行動力もあって、すごいわイビザ」

　じゃれるように抱きつくレベッカに、イビザも明るく笑いかける。

「ところでさーレベッカちゃん。そろそろお迎えも来る頃なんで、その首輪を返してくんない？」

　レベッカはきょとんとした顔をした。

「……首輪？　何のこと？」

「いやー、それ付けたまま魔界に行かれると、回収出来ないからさ。それじゃっ」

　イビザの瞳ひとみが赤く光り、俺の背中に寒気が走った。

　──この感覚は!?

　イビザが固有魔法を使っている！

「……あれ？」

　レベッカが、今目が覚めたような顔をしていた。

「あれ、私……あれ？　イビザのこと、愛してる……んだよね？」

　そうつぶやいた瞬間、レベッカの足下に黒い沼が広がった。

　そしてそこから、不気味な腕がぬっと伸びて、レベッカの足首を摑つかんだ。

「ひっ!?　い、いやぁあああっ!!」

「ははは、怖がる必要はないよ！　さっきは俺への愛のためなら、どうなってもいいって言ったじゃん！」

「え？　ええ……でも、あ、愛？　何で、私、こんな奴のこと……好きになってたの？」

　レベッカの体が沈み始めた。

「ひっ！　や、やめて!!」

「レベッカ!?」

　雅の声に気付き、必死の形相を向けた。

「みっ、雅！　雅さま！　助けて！　私、私はっ!!」

「あははは、今さら取り繕っても遅いんじゃない？　キミの本音は、さっき散々語ってたじゃん。あれは紛れもなく、キミの本心。キミの言葉だろ！」

「そ、それは……好きな人のためにって、そのためなら何だって……ち、ちがう、好きなんかじゃ、何で、何で私が、こんな奴のために──」

　レベッカは顔を歪ゆがめ、涙を流した。

「いやぁああああああああああああああ！　やめてぇえええ！　奴隷になんかなりたくない！　助けて！　いや！　奴隷なんかぁああ!!　なんで私がこんな目にぃいい!!」

「レベッカ!!」

　雅が駆け寄ろうとしたのと同時に、レベッカの体は黒い沼に引きずり込まれた。

「な……」

　もうレベッカも、黒い沼も、消え失うせていた。

「レ、レベッカ……そんな……」

　雅は膝をつき、震えた。瞳には涙があふれ、口からは慟どう哭こくがほとばしった。

「あ、あ、ああああああいやぁああああああああああああああああああっ!!」

「雅……っ!?」

　その瞬間、俺の背中を、最大級の悪寒が駆け抜けた。

　──これは!?

「あ……」

　雅の背筋がピンと伸びた。

「……あれ？」

　雅の様子がおかしい。

　そのとき、アルカナの声が頭の中で響いた。

『警告、《王女プリンセス》のカードに深刻な障害が発生』

　まさか──!?

　俺は腰を屈かがめ、雅の背中に近付いた。

「大丈夫か？　みや──」

「あ！　雅ちゃん危ない!!　うしろ!!」

　──え？

　イビザが緊迫した声を発し、それに反応した雅が、

「はあっ!!」

　振り向きざまに拳こぶしを振るった。

「ぐがぅ!?」

　衝撃が胸を貫つらぬいた。

　雅の姿が、急激に遠ざかる。

　景色が回転し、体のあちこちに激痛が走った。地面をバウンドし、数メートル滑ってから、やっと止まる。

　肋ろつ骨こつが軋きしみ、肺の酸素が全て口から出て行った。

「ぐぅ……は……っ……」

『魔導力マキシマイズ』を使った……避さけようのない、綺き麗れいな一撃……。

　くっそ……胸が痛いてえ……く、い、息が……っ！

「あっ!?　ユ、ユート!?　ご、ごめんっ!!」

　顔色を変えた雅に、イビザは明るく話しかける。

「あははは、そんな奴心配する必要ないって」

「そ、そんな奴って！」

「だって雅ちゃん──俺のこと好きっしょ？」

　雅の顔が真っ赤になってゆく。

「そ、それは……」

　雅……やはり、イビザの固有魔法に!!

「で、でも……アタシ、ユートのことも好きで──」

　パンっと──乾いた音が響いた。

　雅の顔が横を向いている。

　頰が赤く腫はれ、唇から血が流れる。

　イビザが雅の顔を、思いっきり叩たたいていた。

「あ……」

　雅は呆然とし、震える指先で自分の頰に触れようとした。

「雅ちゃん、好きな人のためなら、何でもしてくれるよね？　俺のためなら全てを許してくれるよね。愛のためなら、世界だって敵に回せるよね？」

「そ、それは……」

　もう一度、イビザは雅の頰を叩いた。破裂音が響き、雅の顔が反対を向く。

「やめろ！　イビザァアアアアア!!」

　俺は立ち上がる。しかし、胸に激痛が走り、叫ぶだけで気が遠くなる。

　肋骨が折れているかも知れない。

　……内臓に刺さっていないことを祈るしかない。

「雅に手を出すな！　イビザ!!」

「なーにー元カレくん？　雅ちゃんは今は俺のモノなんで……あっ！　そーだ、イイコト思い付いちゃったし!!」

　イビザは、頰を押さえる雅の肩を抱いた。

「雅ちゃん、アイツを殺してよ」

「……えっ!?」

　困惑しきった瞳がイビザを見上げた。

「アイツが死なないと、俺が破滅なんだ。雅ちゃんとの未来がなくなっちゃうんだよ」

「破滅……未来……」

「助けてよ、雅ちゃん。俺を救ってよ」

　雅は脂汗を垂らしながら、戸惑っている。

「で、でも……アタシ、ユートの……カード」

　その声に、イビザの眉まゆがピクリと動いた。

「オイオイ、今は俺のカードだろー？　しっかりしてよ雅ちゃーん」

　しかし雅は混乱したように、立ち尽くしている。

　これは……どういうことだ？

　……確かに、ただ操られているわけじゃない。雅は、本人の意思を維持している。

　そういえば……校長室で岩がん洞どう校長と話をしたとき、

　催眠で操っているのでは、と言った俺に、校長は──、

『似ちゃいるがな。根本が違う』

　それに、イビザ本人が言っていた、あの言葉。

『あははは、今さら取り繕っても遅いんじゃない？　キミの本音は、さっき散々語ってたじゃん。あれは紛れもなく、キミの本心。キミの言葉だろ！』

　それが事実だとしたら……？

　だとしたら、何が違う？　何が変わった？

　イビザは雅の耳元で、猫なで声を出している。

「いいじゃん。アイツが死んだら、俺のカードにしてあげるからさ。俺への愛のためにさ、アイツを……殺してよ」

　──愛。

　雅は心の中での葛かつ藤とうを表すように、瞳に涙を浮かべ、震えている。

「でも……でも……」

「ったく、じれってー。こんなに抵抗するヤツ初めてだぜ……もしかして、思いやりとか、倫理とか、人間みたいに下らないモノに囚とらわれてんの？」

「え……どういうこと？」

　雅は冷や汗を垂らしながら、不安そうに見上げた。

「だからオマエは、俺への愛のためだけに生きればいいんだよ！」

　イビザの赤い瞳が輝いた。

　今まで以上の悪寒が走る。

　──!?

　ほんの一瞬、何かが見えた。

　まるで残像のように、記憶に残ったそれは──赤い鎖。

　赤い鎖につながれた赤い首輪が、雅の首にはまっていた。

　あれが、イビザの固有魔法の姿!?

　ならば、あれを断ち切れば！

　しかし見えたのはほんの一瞬。今は何も見えない。

　恐らく、触れることも出来ない。

　くそ！　あれを何とかしないことには、雅を救えないのか!?

「みや──!?」

　名前を呼ぼうとした俺に、雅が向かって来た。

　ちっ！

　胸が痛くて集中出来ない。体の反応も鈍い。

　回転の遅い頭で、必死で防御魔法を組み上げる。

「『装甲鬼アルマード』！」

　雅のストレートを左腕でブロックする。

「……がっ!?」

　パキッと音がした。

　激痛が腕から頭に突き抜ける。

「ぐあ……ぅっ！」

　上腕の骨まで!?　腕に、力が入らない!!

　このままじゃジリ貧だ！

　しかし雅と本気で戦うなんて出来ない！　ならば──、

「イビザ！　お前を直接倒すだけだ!!」

　俺は『駿足鬼ストライド』を起動、地面を蹴けって雅をかわす。

　今の俺は、雅のおかげで魔力量の上限も上がっている！

　上級魔法も発動可能だ！

　俺は、大型の魔法陣を出現させる。その存在感だけで、これがヤバい魔法だと分かった。

　今にも全てを焼き尽くそうと、魔法陣がたぎるように震えている。

　魔術文字と図形から、溶岩のような炎が滴り落ちた。

　そして──、

「『魔炎焦土フアイドゼノン』!!」

　地獄の釜かまが口を開けた。

　中級魔法の『獄魔炎フアイザード』とは格の違う、猛烈な炎が流れ出す。恐るべき熱量と速度を持つ炎の地獄がイビザを襲った。

「ははは！　こうかな？　『魔炎焦土フアイドゼノン』!!」

　同じ魔法を!?

　地上を焦土と化すような炎と炎が激突する。

　しかし、

　イビザの炎が俺の炎を押し返す。

　──な、

　何だと!?

「あははははは！　これが最強の魔王候補と人間の違いなんだって！」

　イビザの『魔炎焦土フアイドゼノン』が俺の『魔炎焦土フアイドゼノン』を飲み込んでゆく。

　──まずい！

『警告、至急防御魔法を展開することを推奨』

「『魔障壁バリカーデ』!!」

　炎が消えて、代わりに魔法陣の障壁が出現。イビザの炎に備えた。

「うおぉああああっ!?」

　いとも簡単に吹き飛ばされた。

　何だこの威力は!?

　同じ『魔炎焦土フアイドゼノン』でも、まるで違う。

　これが、魔王候補としての、俺とイビザの格の違い。

　人間と魔族の違いなのか。

　再び地面を転がった。

　くっそ！　いってぇえええええ!!

　折れた腕と肋骨が、泣きたくなるほど痛い。

　だが、痛いくらいが何だ！

　今までこいつの犠牲になった奴ら、それに今苦しんでいる雅に比べれば、この程度何でもない！

　そんな俺をバカにするように、イビザが手を叩く。

「お！　ホラホラ頑張れ！　ワッショイ！　ワッショイ！」

「てめえ……」

　歯を食いしばって立ち上がる。

「イビザ、てめえの固有魔法は最低だ……」

「ん？　なになに？　俺は別に洗脳してるわけじゃ──」

「お前は愛を奪っている」

「──へ」

「強制的に自分に愛情を向けさせる。お前以外何も見えなくなるくらい、深く愛させる。だから、お前の意思通りに操っているわけじゃない」

　片眉を上げて、イビザが訊きいた。

「へえ……それで？」

「もし仮に、他に何もいらない、命すら捧ささげられる、というくらいに人を愛したとき……その人のことを想うあまり、してはいけない過ちを犯してしまうこともあるだろう。お前のカードは、みんなそんな行動をしている。しかし、それは純粋さゆえの弱さだ。お前は他人を愛する気持ちにつけ込み、騙だまし、利用し、もてあそび、犠牲にしている！　最低、最悪の固有魔法──魔王候補だ!!」

　イビザは口の端を、にっとつり上げた。




「『愛縁最高サイコネクト』」




　──なに？

「それが俺の固有魔法。まあ、君の言うとおりだよ。俺はみんなから愛される。俺を愛さないヤツなんて、誰もいないんだよ。それがどういう意味か分かる!?」

　イビザは最高に嬉うれしそうな笑顔を見せた。

「みんな、無条件に、無制限に、無償の愛を俺に捧げる！　全ての魔王候補が！　つまり俺は次期魔王になるのが決まってるんだよ!!」

「全ての魔王候補じゃない！」

「はぁ？」

「他の誰が認めようと、この『恋人ラバーズ』の魔王候補だけは、お前を認めない！　俺が、絶対にお前を次期魔王にさせはしない!!」

　イビザの顔が怒りに醜く歪ゆがんだ。

「『轟爆砕デトネーシヨン』!!」

　俺の足下に魔法陣が広がり──、

「うわぁあああああああああああああああ!!」

　爆発。咄とつ嗟さに足下に『魔障壁バリカーデ』を展開したが、相殺出来なかった。

　くっ！　体が宙に──!!

　変な回転をして地面に落下した。

「ぐああああああっ!!」

　折れた腕と胸をしたたかに打ち付け、息が出来ない。

　痛みと苦しみでのたうちまわる。

「すっげーブザマじゃん！　偉そうなこと言っといてさ。やっぱ人間なんてこんなもんっしょ。てめーは魔王大戦の心配なんてしなくていーんだよ！　どうせここで死ぬしな！」

　落ち着きを取り戻したイビザは、根性の悪そうな笑顔で雅を見つめた。

「さて、雅ちゃん。今度は仕留め損なっちゃダメだよ！　俺への愛を証明して!!」

　雅がやって来る。

　くそ、立ち上がらないと！

　それでどうする？　一いつ旦たん撤退するのか？　だが、雅を置いては行けない！

　ふらつく足で立ち上がる。そこへ雅が突っ込んで来た。

「──っ!!」

　肩を摑つかまれ、そのまま校舎の壁に叩たたき付けられる。

「ぐあっ！」

　口から血を吐いた。

　畜生……口の中を切っただけと思いたい。

　雅の顔と胸元に、俺の血がしたたった。

　こんな時なのに、汚して申し訳ないとか思ってしまった。

　俺の血を見て、雅は目を大きく見開いた。

　雅の口元にも血が滲にじんでいる。

　さっきイビザに殴られたせいか……くそっ！

「雅！　しっかりしろ！　奴の魔法に惑わされるな！」

「ねえ……ユート」

「!?　正気に──」

　しかし雅は首を横に振った。

「ダメ……わかんないけど、イビザのことで頭がいっぱいになってる。イビザと運命でつながってるみたいな、もう離れられない……そんなカンジなの」

「そんな……」

　雅の目から、涙が溢あふれ出した。

「ユートのこと、忘れたわけじゃないのに……このままじゃ、アタシ……本当に、ユート殺しちゃうかも」

「心配するな！　そんなこと、俺がさせない！　だから──」

「だから……そうなる前に、アタシを殺して」

　──っ!?

「……な」

　何言ってんだよ、お前。

「イビザの固有魔法を解く方法なんてないし……もう、それしかないよ。だって」

　雅は止めどもなく涙を流しながら、微笑んだ。

「アタシは『恋人ラバーズ』のプリンセスだから」

「雅……」

「だから──」

　雅の顔が、近付いて来た。

「アタシの仇かたき……取ってね」

　唇が触れた。

　雅の唇と、俺の唇が。

　ファーストキスは、血の味がした。

　甘く、胸を突き動かされるような熱い感覚が流れ込んでくる。

　そして唇を離したとき、

『ただ今の魔力供給──５００００。限界突破』

　え!?

『魔力の上限が５００００に上昇しました』

　そうか……キスしたから、『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』の効果で……。

　喜ぶべきことだが、今はそれすらも切ない。

　それで雅を救えるわけではないから。

　アルカナの淡々とした声も、悲しさをつのらせるだけだった。

『報告。これにより「血族魔法」の解析が可能となります』

　──!?

　血族魔法……解析!?

　ちょっと待て！　どういうことだ!?

『カードの血液を採取することで解析可能。外気に触れない状態で、直接採取することが望ましい』

　アルカナ！　それは、夕顔瀬の血族魔法を使えるようになるということか!?

　もしそうであれば、




『なぜ夕顔瀬の血族魔法に固執するのか、そこにヤツの強みと弱みがある』




　岩洞校長の、あの言葉の意味が──!!

『肯定』

「雅!!」

「ユート……それじゃお別れ──」

「もう一度キスするぞ!!」

「……ふぇっ!?」

　俺は雅の腕をがっしり摑むと、強引に引き寄せた。

「あ、あの、ユートぅっ!?」

　戸惑う雅の唇を、有無を言わさずに奪う。

「ふ……ぅ」

　必要なのは雅の血。

　いま雅は、イビザに叩かれて口の中を切っている。

　すなわち──!!

　俺は舌を、雅の口の中へ強引に入れた。

「!?　んんんんんっ!!」

　雅は驚きに目を大きく開き、くぐもった声を上げる。
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「んぅ……んっ、んふ……んっ♥」

　しかしすぐにとろけるような顔で、つながった口の中で甘くあえぎ始めた。

　俺は舌を動かして、雅の血を探す。歯茎をなぞり、雅の舌に触れた。応こたえるように、雅も舌を伸ばし、俺の舌にからめてくる。

　──あった。

　血だ。

　そして血の中に、

　まるでＤＮＡのように、何かの情報が潜んでいる。

　アルカナ!!　これを調べろ!!

『解析……血液中に隠いん蔽ぺいされた魔術式、いわゆる血族魔法と断定』

　これだ!!

　解読してくれ！　頼む!!

『移植開始──移植後、魔術式に変換、展開を実行』

　──来た。

　俺の中に、夕顔瀬家の血族魔法が。

　その情報が、俺の中で展開する。

　……そうか。

　俺は理解した。

　その魔法の効果を。

　なぜ、イビザが夕顔瀬の血族魔法を必要としていたのかを。

　そして──、

　奴を倒す手段を!!

　雅と唇が離れた。

「ユート……」

　上気した顔で雅は俺を見つめ、覚悟したように目を閉じた。

　しかし俺は、雅の体を離すと、痛みをこらえて立ち上がる。

　アルカナ、行けるか？

『魔術式の変換完了。しかし、現在の魔力量の上限では不可能』

　心配するな、アルカナ。

　魔力なら──、

　無限にある!!




「『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』!!」




　俺の中で魔力が膨れあがる。

　泉が湧くように、いくらでも魔力が湧いてくる。

　雅への思いが、魔力へと形を変えて噴き出してくる。

　いつも明るく、テンションが高くて、

　お嬢様らしさが苦手で、

　ギャルファッションがキマってて、

　語ご彙いが独特で、

　前向きで、

　いつも元気で、

　一緒にいると、周りも笑顔にしてしまう、

　そんな雅の笑顔を、取り戻すために!!

「な……何だ？　おい!!　何をしてる!?」

　魔力の気配を感じ取ったイビザが、焦ったように叫んだ。

「一体……何なんだこいつは？　何だよ、この感じたことのない、膨大な魔力は!?」

　俺はアルカナの声を聞いた。

『報告、「血族魔法」の実行可能』

　──いくぞ。

　俺は、長い間雅の血の中に潜められてきた、夕顔瀬の血族魔法を起動した。




「『結カツテ縁イング断・コネ裁クト』!!」




　俺の右手に赤い魔法陣が展開。手に魔術図形が入れ墨のように現れた。

　そして右の瞳ひとみに、魔術式が展開したのを感じる。

　見える。

　今度はハッキリと。

　イビザから、雅に向かって伸びる、鎖が。

　そして雅の首を拘束する、首輪が。

　──そして、

　俺は魔法陣をまとった右手を、赤い鎖に向かって無造作に振り下ろす。

　いとも簡単に『愛縁最高サイコネクト』の鎖が、砕けて、千切れた。

「──な……っ!?」

　イビザの顔が驚きよう愕がくに固まる。

「あ、あれ……？」

　雅が不思議そうに胸に手を当てた。

「アタシ……っ!!」

　はっと気付くと、血相を変えて俺を見つめた。

「ユ、ユート……アタシ、あたし……こんな、ヒドイこと……」

　ボロボロの俺の姿を見つめ、雅は顔を歪ゆがめた。

「ごめん、ごめんね……ユートぉ」

　雅は嗚お咽えつを漏らし、瞳からさらに涙がこぼれ落ちる。

　俺は微笑むと、雅の頰に触れた。

「もう大丈夫だ。イビザの固有魔法は破った」

「え……ええええっ!?」

　信じられない、といった様子は雅だけではない。

　イビザもまた、驚愕に冷や汗を流していた。

「バカな……こんなん有り得ねえ……移植には大掛かりな儀式魔法が必要なはずだ！　俺がどれだけ準備したと思っていやがるんだ!!　一族の土地で、純血を維持した直系の若い魔族の血を──」

　つい口走ってしまったことに気付き、イビザは口を閉じた。

「心配しなくてもいい、イビザ。この魔術式を手に入れて分かった。お前の固有魔法の強さも、弱点も。そして夕顔瀬の血族魔法が必要な理由も」

「……は、テキトーなことぶっこいてんじゃ──」

「夕顔瀬の血族魔法は、人と縁を結び、人との縁を切る魔法だ」

「──っ!!」

　歯ぎしりをするイビザとは対照的に、雅は意味が分からないというように眉まゆを寄せた。

「人との縁……って？」

「相手が人間であっても、魔族でも、利益があると思った相手との関係をつなぎ、強固にする。逆に、害を被ると判断した相手との関係は切る。そうしてご先祖は、人間界で辺境伯としてのし上がった……と、雅も言ってたろ」

「言ったけど……それって、血族魔法の力だったの!?」

「ああ。だからこそ──」

　俺はイビザを指さした。

「お前は夕顔瀬の血族魔法が欲しかった。お前の『愛縁最高サイコネクト』の弱点を補うためにな！」

「寝言いってんじゃねーよ！　俺の『愛縁最高サイコネクト』は無敵だ!!　弱点なんかねえ！」

「だったら、今やって見せろ」

「──え？」

　イビザの笑みが、引きつった。

「俺をお前の虜とりこにしてみろ」

　俺は親指で自分の胸を指さした。

「今、俺はお前の望む魔法を持っている。この俺に『愛縁最高サイコネクト』をかければ、その力を利用することが出来るぞ」

　イビザは憎らしそうな顔で俺を睨にらむと、一歩後ずさる。

「──図にのんなよ、人間。誰がてめーの指図なんか受けるか」

「ふ……」

「あー？　なに笑ってんだ、この家畜」

　──そういうことか。

　結局、岩洞校長は最初に全部教えてくれていたんだ。

『魔族ってのは、人間よりも欲望に素直なのさ。人間なら他の様々な感情がブレーキをかける。だが、魔族は違う。一度こうだと思ったら、他のことは全て犠牲にする。他人の迷惑なんざ関係ない。己の欲望を満たし、己の利益を最大にすることが美徳だ』

　欲望に素直な魔族。

　様々な感情が邪魔をする人間。

「イビザ。お前の『愛縁最高サイコネクト』は人間には効かない」

「……っ!?」

「そして魔族であっても、利己心の弱い相手には効果が薄い。特に『恋人ラバーズ』のような、愛情と信頼で結ばれた相手には効きづらい。現に雅は俺への想いで、お前の願いをはね除のけた。お前のために、全てを捧ささげようとはしなかった」

「……」

　──そして校長は、こうも言っていた。

『なぜ夕顔瀬の血族魔法に固執するのか、そこにヤツの強みと弱みがある』

　つまり、

「夕顔瀬の血族魔法は、人との関係を切り、結ぶ魔法。お前の『愛縁最高サイコネクト』を切断することも出来るし、逆に強化することも出来る、いわば諸もろ刃はの剣。だから裏から卑ひ怯きような手を使って、夕顔瀬家を乗っ取った」

　雅は悔しさに唇を嚙かんだ。

「それで……配下の子たちの恋心につけ込んで……」

　イビザは髪をかき上げると、空を仰いだ。

「あーっ、くそ……めんどくせえ」

　顔を下ろすと、その瞳が赤く光っていた。

　その瞬間、イビザの体から無数の鎖が伸びているのが見えた。

　今までなら見えなかった鎖が、今なら見える。

「もう面倒なのはヤメだ。てめえをぶっ殺して、雅を力尽くで生いけ贄にえにしてやる」

　イビザは鎖を摑つかむと思いっきり引く。

「来い！　俺の虜たち!!」

　すると、今まで人ひと気けのなかった校舎裏に、体育着姿の生徒が十数人やって来た。

「イビザ様！　どうされたんですか!?」

「そいつは……まさか、体育祭の最中に魔王大戦を!?」

　全部で十二人。

　……切断した雅の首輪、そして入院中のギガラを足すと、全部で十四人。つまり、『愛縁最高サイコネクト』の上限は、十四人──カードの上限と同じ。

「ユート……人数が多いけど、やれる？」

　心配そうな雅に、俺は安心させるように微笑んだ。

「ああ。あれくらいなら問題ない」

　雅は苦笑いを浮かべる。

「強気だね」

「『恋人ラバーズ』のプリンセスは強いからな」

「……って、アタシ？」

「魔法なら出せるが、正直激しく動くことが難しい。雅が奴らを倒してくれれば、その隙に『愛縁最高サイコネクト』の鎖を切ることが出来る」

「ゴメン……アタシのせいで……でも、一人で全員は──」

「いや。雅なら出来ると確信してる」

「ユート……」

「前にここで見せてくれたあの技……あれでイビザのカードたちをぶっ飛ばしてくれ」

「えっ!?　で、でも……あれまだうまく出来なくて」

　──アルカナ。

　雅の体の中にある魔術式を修正出来るか？

『可能。術式構築中に、直接肉体に触れることで体内の魔術回路を修正』

　よし！

　俺は雅の背後に回り、後ろから雅に抱きついた。

「ユ、ユート!?」

「雅！　俺を信じろ!!　お前なら出来る!!」

「うん……こうしてくれてると、そんな気がしてくる……」

　雅の瞳に自信が戻ってきた。

「頼むぜ、『恋人ラバーズ』のプリンセス！」

「ぎゃるっとおまかせ!!」

　魔力が溢あふれ出し、雅の体がうっすら光り輝く。

　雅の体の中で、魔術回路が接続され、魔術式が構築されてゆく。その魔力の流れをアルカナが精査し──、

『報告。胸部の魔術回路にエラーを発見。接触の必要あり』

　それって、おっぱいに触れってことか!?　この状況で!?

『胸部に魔術回路の集積を確認。触れずに修正は不可能』

「すまん！　雅!!」

　俺は雅のおっぱいを後ろから摑んだ。

「きゃんっ！　ユ、ユート、んぁああああああんっ♥!!」

　俺の手の中で、雅のおっぱいの中にある魔術回路がつなぎ直されてゆくのを感じる。

「あ、あれ？　なんか……調子が良くなった？」

　俺は、不思議そうな顔をする雅から体を離す。

「雅！」

「うん……っ！　なんだか行けそうな気がする!!」

　そのとき、俺たちを警戒していたイビザのカードたちが、一斉に向かって来た。

「敵はたった二人！」

「しかも『恋人ラバーズ』だ！　人間と劣等生など一気に殺してしまえ!!」

　走りながら全員が魔法陣を展開した。

「……あんまりアタシたちをナメんなよ」

　雅は腰を落とすと、拳こぶしを引き、体をひねる。

　今の雅は、全身が魔術式。そこに、魔力が駆け巡る。

　足から腰、腹筋を伝い、胸の双丘で螺ら旋せんを描き、加速とひねりを加えて腕へと流れる。

　その一連の循環が加速度を上げる。

　以前とは比較にならない。

　そして心臓の鼓動、脈拍と魔力のリズムがシンクロしている。

　その速度が極限に高まった瞬間。

　雅の右腕が、その全てを解き放つ。




「『乙ギヤル女テイツク直・スト撃ライカー』!!」




　拳が撃ち出された。

　桁けた違ちがいの衝撃波と空気の渦。

　その威力の前には、近寄ることすら出来ない。

『悪魔デビル』のカード十二人は、為なす術すべもなく吹き飛ばされる。

　全身を魔法陣とした魔力の加速、出力が、雅の肉体と完全に一致シンクロしていた。
















　いつもの格闘魔法を、極限まで極めた一撃。

　魔法と物理攻撃の混成が、イビザのカードたちを一掃した。

　十二本の赤い鎖が、俺の頭上に伸びる。

　──今だ！

「『結カツテ縁イング断・コネ裁クト』!!」

　俺は宙に舞う鎖の束に向け、右の手刀を振った。

　手て応ごたえもなく、鎖が千切れて、切断された。

　地面に倒れたイビザのカードたちは、苦しげな表情で起き上がろうとし──、

「え……あ、あれ？」

　今目が覚めたような、不思議そうな顔をしている。

「え……イビザ……さま？　何で俺……そんなに、アイツのこと好きだったんだ？」

　これでもう、イビザの虜はいない。

　呆ぼう然ぜんと佇たたずむ十二人の生徒と、怒りに歯ぎしりをするイビザがいるだけだ。

「て、てめえ……」

「もうお前の虜は一人もいないぞ？」

「く……」

「さあここからが本番だ。『恋人ラバーズ』と『悪魔デビル』の魔王大戦といこうか」

　しかしイビザは、不敵な笑みを浮かべた。

「おいおいおい、チョーシにのんなよ、人間。さっきの『魔炎焦土フアイドゼノン』で分かっただろうが。単純な力比べなら、魔族と人間じゃ勝負にならねーんだよ。ましてや俺は最強の魔族、魔王候補の一人なんだぜ！」

「ずいぶんとにぎやかね」

　──この声。

　美しい黒髪を風になびかせ、やって来たのは『恋人ラバーズ』の《女王クイーン》。

「リゼル先輩!!」

「人払いの結界を張っていたみたいだけど、あんなにまとめて手下を呼び付けたら台無しよ？　三ツ石イビザ」

　余裕たっぷりの、妖よう艶えんな微笑みを見せつけた。

　リゼル先輩の後ろからも、次々と生徒がやって来る。

　結界が破れたことで、皆異変に気付いたのだ。あっという間に、数百人の生徒が人垣を作る。

　イビザは苦々しい顔でつばを吐いた。

「今日のところはここまでだ。てめーらの相手をするヒマは──」

「逃げるのか？　『悪魔デビル』の魔王候補」

「……んあ？」

　顔を歪ゆがめるイビザに、俺は微笑む。

「ここまで来た以上、とことんやろうぜ」

　雅も手で拳を包み、指の関節を鳴らす。

「アンタに騙だまされたみんなの分も……ボッコボコにしてやる」

　イビザは面倒くさそうに舌打ちをした。

「ちっ、勘違いすんな。俺は、俺を愛するようにしただけだ。別に言動を強制したわけじゃねえ。だから奴らの言葉も、行動も、奴らの性格や本心が出ただけだ。夕顔瀬の領地だって、奴らが勝手に盗んで、俺に差し出しただけだ。俺に何の責任があるんだよ？」

　俺は、体が震えた。

　今まで、これほどまでに怒りを感じたことはない。

　こいつは、最低だ。

「イビザ!!　お前は他人ひとを愛する心を利用した！　大切な人を守ろうとする愛情を、献身を、信頼を、お前は騙し取った!!　そのことを本人に気付かせず、全てが終わった後で、ただ自らの意思で行った記憶と、後悔と、絶望だけを刻みつけて!!」

　俺は力を込めてイビザを睨にらむ。

「お前に愛を口にする資格はない！」

　リゼル先輩が俺の横に並んだ。

「では、私たちも参加させてもらおうかしら。れいなもいい？」

　れいなは腰に構えた刀の鯉こい口ぐちを切った。柄つかに手を添え、腰を落とす。

「いつでも、いつでも」

　その横顔には、いつものあわあわした小動物系妹キャラの面影はない。

　まるで、冷徹な暗殺者のような凄すごみがあった。

「く……」

　イビザの顔色が変わる。

　その表情を見て、リゼル先輩は艶然と微笑んだ。

「どうしたの？　お得意の固有魔法で、私たちをあなたの虜とりこにしたらどうかしら？」

「へへ……いいのかなーんなこと言っちゃって？　俺の『愛縁最高サイコネクト』の前には魔王候補だって無力だよ！　てめえらなんか……」

　イビザは精一杯に強がるが、俺の目には途中から切断されたままの鎖が見えている。

　その赤い鎖に目を落とし、イビザは忌々しそうにつぶやいた。

「くそ……まだ再生が……っ！」

　よく見ると、じわじわと鎖が元に戻っている。

『愛縁最高サイコネクト』は修復するようだが、時間がかかるという欠点もあるようだ。

　しかし、固有魔法がなくても強敵であることに変わりはない。

「……ふん。だがな、てめーら如き、『悪魔デビル』の魔王候補の敵じゃねーよ……」

　俺を警戒しながら、リゼル先輩の隙を窺うかがうイビザだが──、

「なになに？　盛り上がってるみたいね」

　人垣がさっと左右に開くと、その花道をステラが歩いてくる。

「っ!?　『星スター』の……」

　イビザの汗の量が、どっと増えた。

「あらステラ。ちょうど今、イビザが固有魔法を使うみたいなの」

「へー、それ見たかったのよね。早くやってよ」

「く……」

「あたしには、一度見せた技は二度と通用しないから、心してやってね★」

「それって、私を実験台にしようってこと？」

　リゼル先輩が呆あきれたような視線を向けると、ステラはぱちっとウインクをした。

「大丈夫よ。『恋人ラバーズ』が負けたら、あたしがイビザをぶっ殺しておくから、安心して操られて」

　イビザは脂汗を流し、集まっている生徒たちに向かって叫んだ。

「お、おーい！　誰か！　俺のカードになりたい奴いないーっ？」

　しかし、応える者はない。

「どうした！　ノリ悪いぜ～!!　他の魔王候補ならともかく、『恋人ラバーズ』なんかガチ勝負なら相手じゃねーし！　オイシイ話だろうが！」

　それでも、誰からも手が挙がらなかった。代わりに──、

「くっそ……三ツ石イビザ、あのヤロウ！」

　イビザの虜にされていた生徒たちが怒りを爆発させた。

「おい『恋人ラバーズ』！　イビザをぶっ飛ばせ！」

「あいつをブッ殺してくれるなら、『恋人ラバーズ』でも人間でも、何でもいいわ！」

「あの野郎、俺から全てを奪いやがったんだ!!　あのクソ野郎を倒してくれ!!」

　いつの間にか、普段は人間と蔑さげすむ魔族が、俺を後押ししていた。

「イビザ。それなら俺とサシの勝負だ」

「……なに？」

「俺になら勝てるんだろ？」

「……へーそう。それ最高じゃん。最高の提案だね」

　目を輝かせ、イビザは笑みを浮かべた。そして、すぐに魔法陣を展開させる。

　あれは、さっきと同じ上級魔法『魔炎焦土フアイドゼノン』。

　ならば、

「真っ向勝負といこうぜ」

　俺もまた、『魔炎焦土フアイドゼノン』の魔法を組み上げる。

「はははは、いいねーっ！　やっぱ勝つと分かってる勝負って楽しーわ!!　キミは殺しとくけど、雅ちゃんは死なない程度に生かしとくから！　立派な生いけ贄にえになろーね！」

　俺の前に、複雑で大型の魔法陣が浮かび上がる。

　だが、さっきとはひと味違うぜ。

　頭の中が熱い。

　先輩が言ってた、乱用すると体中が沸騰するってやつか。

　もう少しだけ、

　もってくれよ！　俺の体!!

「『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』!!」

　俺の魔法陣が急激に巨大化した。

「──なっ!?」

　イビザが目を剝むいた。

　無限に湧き出す魔力を、上級魔法の術式に送り込む。

　極限まで巨大化した魔法陣から、魔力がオーバーフローして流れ出す。

　魔法陣は竜の如く口を開け、炎をしたたらせる。

　地獄の炎が咆ほう哮こうを上げ、今にも噴火しそうだった。

「てっ、てめ……な、なんだよ、そりゃあ!?」

「お前と同じ、炎の上級魔法だよ」

「んな……バカな！　ちげーだろ!?　こんなん、全然っ!!」

「最強の魔族と、人間との違いなんじゃないか？」

「……ぐっ！」

　そして俺は、限界まで力を溜ためた炎を解き放つ。




「『魔炎焦土フアイドゼノン』!!」

「ふ……『魔炎焦土フアイドゼノン』！」




　俺とイビザの上級魔法が激突した。

　いずれも同じ地獄の炎。

　さっきは押し返された俺の魔法が、今度は逆に押し込んでゆく。

「バ……バカなっ!?」

　眼前に迫る灼しやく熱ねつの炎に、イビザは脂汗を流した。

「たかが人間が、こんな力を持ってるはずがねえ!!　何なんだ、その力はぁあ!?」

「これが！　人を想う心の力だ!!」

　俺の『魔炎焦土フアイドゼノン』がイビザを飲み込んだ。

「うがぁああああああああああああああああああああああああっ!!」

　炎の竜がイビザを飲み込んだ。

　残酷なまでの炎が、イビザの体を炙あぶる。

　超絶的な炎の圧力がイビザの体を切り刻む。

　数十メートル離れた校舎の壁に叩たたき付けられ、イビザの体がめり込んだ。

「ぐふぁあっ!?」

　血を吐き、イビザは糸の切れた人形のように、地面に落下した。

　地面に転がったイビザの体から、焦げたような匂いと煙が上がっている。

「こんな……こんな、はずが……」

　そのとき、吞のん気きに手を叩く音が響いた。

「いやあ、お見事。お見事。勝負あったね！」

　校長が場違いに陽気な声で、俺たちとイビザの間に割り込んでくる。イビザは、四つん這ばいになって、校長に這い寄った。

「こっ、校長っ！　き、休戦ですよ！　きょ、今日のところは、俺が引きますが！　け、けど、次は──」

「ええ～次ぃ？」

　岩洞校長は満面の笑みを浮かべた。

「次なんてないよ」

「へ……」

「だって君、もう死んでるよ？」

　イビザの下に黒い沼が広がった。

「な……ちょ、ちょっと、待て!!」

　沼から伸びる不気味な腕が、イビザを摑つかんで引きずり込む。

「うわぁああああっ！　やめろ！　やめてくれぇえええええええ!!　俺は、俺は最強なんだ！　次期魔王になる男なんだ！　全ての魔族から愛される──」

　イビザの声が途切れた。

　顔の半分が埋まり、声が届かなくなったのだ。

　次に涙を流す目が消え、最後に何かを摑もうとする手が沈んだ。

　そして黒い沼も消えてなくなった。

　校長は、ぱんっと大きく手を叩くと、

「はーい。レクリエーション終わり！　体育祭に戻った、戻った！」

　あれをレクリエーションで済ませるのかよ……。

　さすが現魔王といったところか。

　校長に促され、他の生徒たちもぞろぞろと校庭へと戻ってゆく。そんな生徒とは逆に、俺に近付いてくる姿があった。

「お疲れ様。ユート、雅」

「リゼル先輩……来てくれてありがとうございました。れいなも」

「そそそ、そんな、そんな、れいなは結局何もしてないですです！」

「それでも助かったよ」

　頭を撫なでてやると、れいなは「えへへへ」と嬉うれしそうに微笑んだ。

「イビザは、どうなったんですか？」

「人間界で死ぬと、魔界へ強制送還されるの。そして、もう二度とこちらの世界へ来ることは出来ないわ」

「そうなんですか……」

　死んだといっても、こちらに来られなくなるだけで、魔界では存在しているということなのか……それなら相手を倒しても、気持ち的に少し楽だ。

　リゼル先輩は雅に視線を移し、優しく微笑む。

「それと雅、ちゃんと壁を乗り越えたのね。偉いわ」

「え……そっか。そういうこと。前に言ってたもんね。乗り越える壁って」

　雅は照れたように、後ろ頭をかいた。

「でも……結局、血族魔法は使えるようにはならなかったんだけど」

「いいじゃない別に」

「よくないよ。アタシにとっては大事なことなんだから。しかも……ユートには使えたってのが、ちょっとフクザツ」

　少し寂しそうな雅に、俺は首を横に振った。

「俺は、この魔法は雅に相応ふさわしくないと思う」

「えっ!?　ど、どういうこと？　アタシが夕顔瀬のお嬢様っぽくなくて、ギャルだから？」

　雅は泣きそうな顔で、俺を問い詰めた。

「そういうことじゃない。雅のご先祖はこの力を使って、勢力を伸ばした。でも、こんな力で人との縁を切ったり結んだりするのは、雅に相応しくない。そんな力なくても、雅はいい関係を築ける。現に、俺たちは仲間になれたじゃないか」

「……ユート」

　雅の瞳ひとみが、きらっと光った。

「こんな血族魔法より、さっきイビザのカードを倒した魔法……あの方が、雅らしい。真っ直ぐで、気持ちをストレートに伝えるような、すごく雅らしい魔法だった。お嬢様言葉である必要はない。雅の言葉で、雅が感じたように喋しやべれば、それで気持ちは通じる」

「そ、そうかな……？」

「ああ。だってあれは、ご先祖のものじゃない。雅が作り出した、雅だけの魔法だ」

「ユート……」

　雅は涙ぐみ、でも幸せそうに笑った。

　リゼル先輩もうなずくと、今度は俺に優しく微笑みかける。

「それとユートも、よく未解決魔術式以外の方法を見つけたわね」

　え？

　それって、特訓の時にまだ早いって教えてくれなかったこと？

　魔王候補に通用する強力な魔法を手に入れる方法について──一つは未解決魔術式。そしてもう一つについて──それが!?

「じゃ、あのときの答えって……」

「ええ。それはカードの力──血族魔法を借りること。カードが持つ濃い魔力を、流れを、その魂の鼓動を、響きを、取り込んで己のものとする」

　……そうだったのか。

「まさか、もうそんなことをしてしまうなんて……ね。満点よ♥」

「おおっ！　満点頂きました!!」

　骨折してるのを忘れて飛び上がったら、泣きたくなるほど痛かった。

「もう……無理しないで。すぐに手当てをしてあげるから。まずは保健室ね」

　リゼル先輩は俺を支えるようにして、歩き出した。

「すみません。手間をかけさせちゃって……」

「そんなこと……あ」

　リゼル先輩は、ふと思い出したような顔をした。

「手間と言えば、血族魔法の移植には儀式魔法の手間がかかると思ったのだけど……どうやって血族魔法を使えるようになったの？」

　うっ!!　そ、そこにツッコみますか！

　ヤバい、なんて答えよう？

「どうかしたの？　ユート。傷が痛むの？」

　痛みとは違う脂汗が流れ出したとき、雅が「でへへへ」と照れた笑いを浮かべ、

「えへへ、実はユートとキスしちゃって」

　ぴたっと、リゼル先輩の動きが止まった。

「……は？」

　リゼル先輩は問いただすような瞳を俺に向けた。その顔に冷や汗と、動揺が浮かんでいる。

「いや、なんか雅が口の中切ってたらしくて、血から魔術式を解析して……」

「本当にしたの!?」

「え、その……不可抗力というか……」

　それだけを何とか絞り出す。雅は人の気も知らず、顔を思いっきりゆるませていた。

「えへへへ……アタシ、ファーストキスだったんだ～。ユートもだよね？　えへへアタシたち、初めて同士だね～♥」

　リゼル先輩が真っ白になったように見えた。

「あの……せ、先輩？」

　がくりとうつむいた先輩が、地の底から響くような声で告げた。

「ユート……採点を修正するわ」

　え？

　先輩は顔を上げ、目をくわっと見開いた。

「20点!!」

「えええええええええええええええええええええええ!?」

　80点減点って、なに!?

「ちょ、ちょっと、いくら何でも下がりすぎじゃないですか!?」

「知らないっ！」

　ふんっと顔を背ける姿は、まるで子供のようだった。
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　途中、イビザとの戦いで中断もあったが、体育祭は無事に閉会式を迎えた。

「本年度は……白組の勝利だぁああああああ!!」

　岩洞校長が拳こぶしを突き上げると、花吹雪が吹き上がり、得点板にかけられていた幕が引き剝はがされる。

　わざとらしく途中からは得点を隠す演出がされていたのだ。

　最終得点は、白組４６３対赤組４５１。

　僅きん差さだったと言えるだろう。やはり最終競技、イビザが参加出来ずに赤組の失格となったことが大きかった。

　もし実施されていたら、俺は走れたもんじゃなかったんだけど。そしたら……ステラに殺されていたかも知れないな。

「さて、次は大会ＭＶＰだが……」

　校長が勿もつ体たいつけて、会場を見回す。

　明らかにそわそわする顔をしているのは、高得点を挙げた生徒だろう。

　校長は会場を指さし、ぐるっと一周。そして、

　俺に向かって、ぴたりと止めた。

「一年Ｄ組、盛もり岡おか雄ゆう斗と!!」

　え!?

「うおーっ！　やったぁあああああユートぉおおおおおおおお!!」

「凄すごいわユート！」

「すすすすすごい、すごいですっ！　ユートさんっ!!」

　喜んでいるのは、俺の横に立っている『恋人ラバーズ』のみんなだけ。

　会場全体がざわざわとして、微妙な空気感。

「さー早くステージに上がった、上がった！」

　この雰囲気の中、ステージに上がるの勇気いるなあ……。

　重い足取りでステージに上がる。いや、実際折れた腕と肋ろつ骨こつが痛いんだけど。

「さて、白組勝利の決め手となった魔王候補リレー!!　赤組を参加不能に追い込んだ立て役者である、『恋人ラバーズ』の魔王候補がＭＶＰとなった！」

　静まり返る会場。

　しかし、拍手はまばら。

『恋人ラバーズ』のみんなと、あとは……イビザの『愛縁最高サイコネクト』にやられてた生徒たちか。それと妙にうるさいのは……母さん!?　悪目立ちしてるから！　父さん、早く取り押さえて！

「で、お待ちかねの賞品なんだけどね」

「ほんとにくれるんですか？」

「当たり前だろ？　まあ、大したもんじゃないんで、期待しすぎないで欲しいけど」

　まあそうか。きっとトロフィーとか？　でも、パレスに飾ると、みんなの思い出になっていいかも。

「賞品は、『何でも希望を叶かなえる権利』だ」

「……」

　へ？

　何でも……って？

「あーでも、魔王にしてくれってのはナシだよ！　あくまで、この俺に実現可能な願いにしてくれ。例えば、肩たたき券とか、赤点回避とか、一日サボっていいとか」

　会場から微かすかに笑いが起きる。

　確かに、しょーもない賞品だ。でも、その分気が楽かな。

「あと──魔王候補を誰か一人、失格にするとか」

「……っ!?」

　会場にざわめきが広がった。

「ちょ……なによ！　それ!?」

　声を上げたのはステラだ。

　一気に雰囲気が殺気立つ。俺の肌に、ピリピリとした緊張感が走った。

　まるで、姿の見えない相手からの殺気が刺さっているかのように。

「あの……冗談ですよね？　それ」

「いや。マジ」

　どうするんだ……これ。

　誰か一人、魔王候補を失格にしても、いい？

　強そうな相手を、無条件で除外出来る。

　確かにそうすれば、今後の魔王大戦を有利に進めることが出来るかも知れない。

　一体、誰を？

　ステラか？

　それともまだ正体が分からないが、強そうなアルカナ……、

　死神？　それとも皇帝とか？

「さあ、どうする？　誰にする？」

　ワクワクした様子で、校長が俺に訊きいてくる。

　俺は……。

「あの……岩洞校長。訊きたいことがあるんですが」

「おう！　何でも訊いてくれ！　こう見えても、センセーは先生なんでね！　フフッヒ」

　何で今、アイカツっぽく笑った。

「夕顔瀬家が三ツ石イビザに奪われたものを、全て返してもらうことは出来ますか？」

　再び会場にざわめきが走った。

「……まあ、出来なくはないな。俺の権限なら。でもな」

「じゃあ、それでお願いします。あ、夕顔瀬家の配下だった人たちも含めて」

　岩洞校長は腕を組み、首を傾かしげた。

「ま、俺はいいけどよ。本当にそれでいいのか？」

「はい」

「せっかくのチャンスだぜ？　後悔するかも知れねえぞ。死ぬ間際に──あの時こいつを殺しておけば良かった……ってな」

「いえ、せっかくのチャンスだからこそ、大切な仲間を助けることに使いたいんです。俺にとって、一番大切なのは仲間ですから。みんなが元気で、笑顔でないと、最強の魔王候補たちとは戦えませんから。そしてもし、仲間を助けたことで負けるのであれば……それはそれで仕方がないと思います」

　それに、と俺は付け加えた。

「もし助けなかったら、『恋人ラバーズ』の魔王候補失格ですよ」

　校長はニヤリと笑うと、腰に手を当てた。

「いいだろう！　この俺が責任を持って、返却させる!!」

「ありがとうございます！」

　肋骨の痛みに耐え、深々と頭を下げた。

「いーから早くケガを治しな。これからが……本番だぜ」

　俺はもう一度、礼を言ってからステージを下りた。

「ユートぉおおおっ!!」

　雅が泣きながら抱きついてきた。

「み、みやびっ！　い、痛いから、もうちょっとお手柔らかに」

「あぅ！　ご、ごめんっ！」

　慌てて俺から飛び退すさる。

　それから、頰を染めて上目遣いで俺を見つめる。

　涙に濡ぬれた瞳ひとみが輝き、揺れている。

「ありがと……本当に、ありがとう！　アタシの魔王さま！」

　今度は恐る恐る近付き、割れ物に触れるように、そっと俺の頰にキスをした。
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　体育祭の喧けん噪そうは去り、静かな夜がやって来た。

　学校内に残っている者はほとんどなく、校舎の中も静寂が支配していた。

「いやあ、『悪魔デビル』を倒してくれて助かったよ！　他の魔王候補がみんな、あの固有魔法を嫌がって、ずっと様子見だったからさあ」

　校長室の椅子に深々と座り、岩がん洞どうバルバトスは姫ひめ神かみリゼルを見つめた。

「イビザの固有魔法は、本当に魔王候補にも有効だったのですか？」

「もちろん有効だよ！　でもちょっと不安定でね。ある程度時間が経つと鎖が切れて、正気に戻っちゃうことがあるんだ。その前に、相手を殺すなり、自殺させるなり出来ればいいけど、出来なかったら後が恐いよねえ～。それに一度切れると、鎖の再生に時間がかかるからね！　数にも限りがあるから、気軽に使えないんだよね」

　なるほど。それで雅みやびの血族魔法を使って、効果の永続性を図ったのか──とリゼルは心の中で納得した。

　ユートの話では、首輪の数は十四。それなら魔王候補の半分以上を支配下に置ける。もし雅の血族魔法を奪われていたら、イビザが次期魔王になっていただろう。

「さすが校長。お詳しいですね」

「はははは！　なにせ二十年前にぶっ殺したからね！」

　──そうだった。

　この男は二十年前の魔王大戦で勝利し、魔王の座を摑つかんだのだ。

「ま、今回は人間ならでは！　って感じだったけど、どう？　勝ち残れそう？」

「それが分かれば、苦労はしません」

「『恋人ラバーズ』のオッズは最低だからね！　大穴狙いで買っとこうかな！　もし勝っちゃったりしたら、先生超大金持ちだな！」

　わははと笑う校長を、リゼルは鋭い瞳で見つめた。

　いつもながら、摑みどころのない男だ。

「ま、大切に育てることだね。リゼル君も結構な犠牲を払ってることだしさ。でも本当に後悔してないの？」

「……」

「姫神リゼルが、命の半分を差し出す価値ってあったのかい？」

「……お話は以上でしょうか？　パレスに戻ろうかと思いますので」

「うん。いいよ、ご苦労さん」

　リゼルは校長に背を向け、扉に向かう。

「あーあと、凱旋六王トライアンフの連中も水面下で動き出してるっぽいから、気を付けてね」

　──凱旋六王トライアンフ。

　すなわち『０愚者フール』『Ⅰ魔術師メイガス』『Ⅱ女教皇プリーステス』『Ⅲ女帝エンプレス』『Ⅳ皇帝エンペラー』『Ⅴ教皇ハイエロフアント』。

　最強を集めた魔王候補の中でも、別格の存在と呼ばれる六枚。

「……まさか彼らが、もう動くのですか？」

「ちょっと面倒なことがね……ま、今すぐ君らと殺し合いにはならないと思うよ！」

　そうであれば助かる……正直、今凱旋六王トライアンフに出てこられたら最後だ。

　今はまだ、目の前に並んだ怪物たちで手一杯。

　例えば、『Ⅹ運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』『ⅩⅦ星スター』そして──『ⅩⅢ死神デス』……恐ろしい固有魔法を持つ、とびきりの化け物たち。

　その彼らに対してすら、今のユートではまず勝てない。

「とにかく頑張って、次期魔王を目指したまえ！」

「……失礼します」

　一応、挨あい拶さつをしてから退室する。

　月の光が差し込む廊下を、一人歩く。

　聞こえるのは、自分の足音のみ。

「言われなくても……」

　ふと足を止め、校長室の扉を振り返る。

「ユートは、私が魔王にしてみせる」

　校長室の扉に向かって、そうつぶやいた。

「それが──あの日、決めたことだから」
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「ん……あれ？」

　目を開くと、俺はやたらでかいベッドに寝ていた。

　えっと……ここは『恋人ラバーズ』のパレス？　何で、こんなところで？

「あーユート、起きた？」

　体を起こそうとすると、

「ああっ！　まだまだ寝てないとダメなのです！　です！」

　雅とれいな？

　首だけを起こすと、

「じゃーん。どう？」

　エロいナースが立っていた。

　本物のナースとは縁遠い、コスプレっぽい制服。体にぴったりとして、露出度も多め。可愛らしさといやらしさが同居している。

　雅のボディラインがボンッキュッボンッなのが、原因の一つでもあるのだが。

「どこか、どこか痛いとこはないですか？」

　同じナース服でも、こちらは可愛い。もう純粋に可愛い。エロ目線など入らない汚れのない可愛らしさ。ハロウィンの小学生に通じるような微笑ましさ。見ているだけで心が浄化されそうだ。思わず俺も綺き麗れいな心になった気がする。

「いまいま、お水持ってきますですで──っひゃあ!?」

　安定のドジっ子。

　そして安定のラッキースケベ。

　つまずいて、お尻しりを高く上げた格好で倒れる。

　純粋さはどこへ行ったと思いたくなる、紐ひもパンツ。俺の心が綺麗なのは一瞬だった。

　雅が俺の枕元に、その大きなお尻を下ろした。

「ユート覚えてないの？　体育祭のＭＶＰ発表の後で倒れたんだよ？」

「……そうなの？」

　ぜんっぜん、覚えてない。

「そだよ。その、アタシがほっぺにチュッてした後、ぐらっとしたらバタンだもん。びっくりしたよ」

「そっか……魔力使い果たして」

　イビザとの戦いでほぼ使い果たしていたのだが……それでも閉会式までは乗り切れるかと思っていた。

「あのあの、リゼル先輩のおっしゃるには、無意識に魔力を使って、痛みとかを抑えてたんじゃないかって……」

　立ち上がったれいなが、付け加えた。

「なるほど。じわじわ減っていって、ちょうどあの後底を突いたのか」

　何というか、最後の最後で締まらないな……。

　恥ずかしさに苦笑いを浮かべていると、扉が開いて、もう一人の大切な人が入ってきた。

「ユート、気が付い……って」

　喜びにあふれた表情が、途端に険しいものになる。

「あなたたち、何なの？　その格好は」

「はわわっ、これはこれはっぁあ！」

　うろたえるれいなに対し、雅はセクシーなポーズで答える。

「これ？　やっぱケガ人にはナースでしょ！　ね？　ユートもうれしいよね!!　ケガの治りも、早くなるの間違いなしだよ！」

　そんな効果が!?

　リゼル先輩は頭痛があるように、指先で額を押さえた。

「まったく……そんなお祭り騒ぎじゃ、かえってケガに障りそうよ」

「んじゃ、後はアタシにまかせて！　センパイとれいなは帰っていいよ？」

「な……」

　リゼル先輩はムッとした顔で言い返す。

「あなたこそ、ケガの看病は向いてないわ。後は私が引き受けるから、もう帰りなさい。家も戻って来たんだし」

「うん、でも……ユートのこと心配だし」

　頰を染めて、キラキラ光る瞳で迫ってくる。

「み、雅？」

「えへへ、そんなに照れないでよ。アタシも恥ずかしいじゃん」

　我慢の限界を突破したように、リゼル先輩が雅を引き剝はがした。

「何をしているの、あなたはっ！」

「えーだって、ほら、ユートとはキスしたカンケーだし……えへへ♥」

　何かが、ブチッと切れる音が聞こえた気がした。

「だったら、私もするわ！」

　リゼル先輩が、雅とは反対側の枕元に座った。

「えぇっ!?」

　そして俺に覆い被かぶさってきた!?

「それも……お、大人のキスよ」

「大人の!?」

「ちょ、センパイずるい！」

「ずるいのは雅でしょ!?　なによ一人だけ勝手にキスなんかして！」

「お、おふたりとも、ケンカはケンカは、だめだめで──」

　涙目で止めようとしたれいなの体が、ぐらりと傾いた。

　──れいな？

　そのまま、まるで人形が倒れるように、床に倒れた。

「れ……れいな!?」

　慌てて駆け寄り、抱き起こす。

　しかし開いたままのれいなの瞳ひとみは、何も見つめていなかった。
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『魔王学園の反逆者』第二巻です！　第一巻が好評を頂きまして、本当に嬉うれしい久く慈じマサムネです！　お買い上げ頂いた読者の皆様、誠にありがとうございました！

　続くこの二巻もヤバいので、本屋でパラパラめくってる人はすぐにレジへ持っていきましょう。今回登場する魔王候補は『悪魔デビル』!!　ただでさえ魔族が通う学園なのに、その中で『悪魔デビル』のアルカナを持つ奴やつって……!?

　そんないかにも恐ろしそうな魔王候補とは対照的なキャラも新登場！　その名も『審判ジヤツジメント』の魔王候補、好こう摩まルキ。ｋａｋａｏ先生のキャラデザが犯罪的にカワイイ!!　しかし、どうも何か一癖あるような……？　それはぜひ読んで確かめて！

　そしてユートもリゼル、雅みやび、れいなたちとの関係を深めてゆくことになるのですが、新たな一面も見えてきたり？　その中でも今回は雅が大活躍！　とにかく今回も展開が速く、内容盛りだくさんなので、ぜひ楽しんでください！

　あと言わずにいられないのが、一巻に引き続き、いや、ますます素晴らしくなったｋａｋａｏ神のイラスト。最高。いやもう最強。

　あと、なかなか続報がなかったコミカライズについてお知らせです……ＷＥＢのドラドラしゃーぷ＃で連載と告知をしていたのですが……中止となりました。

　ご期待していた皆さんすみません。その代わりと言っては何ですが、なんと本誌である月刊ドラゴンエイジでの連載が決定致しました!!　成り上がっちゃった……!?

　そんな感じで、読者のみんなと『魔王学園の反逆者』を盛り上げていけると、嬉うれしいなーと思います。面白いと思ったら、ぜひネットやＳＮＳなど口コミで面白さを伝えてもらえると嬉しいです。

　そういえば、今回も岩手県の盛岡で仕事をするハメになりました。一巻のときも、葬式の合間にプロットを書いていたのですが、まさか著者校正のゲラを持って法事に行くことになるとは思わなかった（笑）。二度あることは三度あるというが、まさか三巻でも!?

　それでは謝辞を。ますます素晴らしいキャラデザとイラストをありがとうございます！　ｋａｋａｏさん!!　今までありがとうございました、編集のＩさん。そして今回からよろしくです、編集ナカダさん。その他出版に関わって頂いた多くの方々。そしていつも応援してくれている読者のみなさん。本当にありがとうございます！

　それでは第三巻でも、最強を蹴け散ちらせ!!


久慈マサムネ






























魔ま王おう学がく園えんの反はん逆ぎやく者しや２




～人じん類るい初はつの魔ま王おう候こう補ほ、眷けん属ぞく少しよう女じよと王おう座ざを目め指ざして成なり上あがる～
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